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「絆を深め、未来へつなぐ」

国際ロータリー2026-27年度会長のオラインカ・ハキーム・ババロラ氏は、会長メッセージとして「Create 
Lasting Impact（持続可能なインパクトを生み出そう）」を掲げられました。これは、奉仕活動を通じて社会
に持続的な変化をもたらすとともに、誰もが歓迎され参加しやすいクラブ環境を育むことの大切さを示して
います。

また、第2710地区ガバナー信条は「和と絆　With One Heart（心一つに）」であります。ロータリーの
「和」を大切にしながら、人と人との「絆」を深め、クラブが心を一つにして地域社会に貢献していくことの
重要性が示されています。

私は、ロータリーの原点はやはり「人と人とのつながり」にあると考えております。職業や世代を超えて
集う仲間が互いに理解し、信頼関係を築くことで生まれる「絆」がクラブの力となり、その力が奉仕活動を
通じて社会へ持続的なインパクトをもたらすものと確信しております。

本年度は、会員相互の親睦と信頼関係をさらに深め、誰もが安心して参加できる温かく活気あるクラブ
づくりを大切にしてまいります。また、平和都市広島の一員として地域社会に根ざした奉仕活動を行い、
将来にわたって継続できる意義ある活動を進めてまいります。

また、2年後には創立50周年という大きな節目を迎えます。
本年度から少しずつ準備を重ねていくことが、次年度以降のクラブにとっても確かな土台となり、未来へと
続く持続可能なクラブ運営につながるものと考えております。これまでの歩みを振り返り、その歴史を整理し
ながら、次の世代へ誇りをもって引き継げる基盤づくりを、できるところから着実に進めてまいります。

微力ではございますが、会員の皆さまと力を合わせ、広島中央ロータリークラブがこれからも誇りをもって
歩み続けられる一年となるよう、誠心誠意努めてまいります。
何卒、皆さまのご支援とご協力を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

１９７８―８８年
　昭和５３年１１月２８日、広島東南RCをスポンサークラブとして、２３名のチャーターメンバーで誕生。明るく和や
かなクラブとして、１０周年で６７名の会員に発展。
初代会長：高石　稔、副会長：柚木　宏、幹事：柚﨑　博
チャーターメンバー
芦田　傳 （ビール製造） 粟津紫朗 （ホテル） 平田久男 （歯科医）
石原信宏 （鉄骨工事） 久野瀬　弘 （雑貨配布） 前田修治 （バス事業）
増原重巳 （印刷） 松本團治 （機械工場） 松本　毅 （通信機器）
佐古義則 （衣料配布） 仙田元宣 （商業銀行） 新谷昭治 （商事弁護士）
塩見正夫 （電気器具配布） 城本正昭 （信用組合） 高石　稔 （土地開発）
角田光永 （民事弁護士） 津山日歳 （料理店） 八木健夫 （工業銀行）
山村忠次 （シャーリング） 吉賀靖高 （広告代理） 吉竹　寛 （建築設計）
柚木　宏 （内科医） 柚﨑　博 （百貨店）
＊職業分類は当時のもの

（１９８７－８８）俵茂第４分区代理を輩出。IGFを開催。
　創立１０周年記念会長：柚﨑　博、副会長：朝枝七郎、幹事：浜田逸郎、実行委員長：高石　稔
　記念式典には、小笠原広島県副知事、荒木広島市長、松尾ガバナー、甲斐広島東南RC特別代表から祝辞。記念事業
として広島中央RC国際交流基金５００万円の創設と財団法人アジア学生文化協会に１００万円を寄付。

１９８９―１９９９年
「明るく和やかなクラブ」の伝統を重んじ、サンタローザ・サンライズRC学生来広（１９９１）や台中西区RCとの姉
妹提携（１９９２）による国際交流、広島中央RCスポンサー（柚木特別会員）として広島城南RC誕生（１９９５）、RI
第２７１０地区第４分区IM開催。城本正昭分区代理（１９９６－９７）、等の数々のクラブ活動により、７４名の会
員を数えるまでに成長。
創立２０周年記念会長：増原重己、副会長：髙重清純、幹事：原田啓吾、実行委員長：山村忠次
記念事業として、財団法人広島交響楽協会の創立２０周年記念演奏会開催費用として４００万円、平和記念公園
への２１メッセージ運動１００口、財団法人広島がんセミナー研究活動費として１００万円をそれぞれ寄付。

１９９９―２００９年
２０００年に１１名の退会者により会員が減少し、２００４年には５１名迄落ち込む。DLPの導入。２００２年
松本ガバナー補佐輩出。２００４年に初の女性会員が入会、２００７年CLPの完全導入によりクラブ組織の改革。
２００８年資料保存可能な誇れるHPが完成、２００８年田原ガバナー補佐輩出。G６・G７合同IM開催とRLI―２
７１０分科会が立ち上がる。
創立３０周年記念会長：橋本　満、副会長：藤村欣吾、幹事：砂田龍吾、実行委員長：緒方俊平
記念事業として、おやじフォーラムin広島の主催、防犯パトロールカー１台寄贈、防犯用幟３００セットと防犯用チ

ラシ４０００枚の寄贈、米山記念奨学会へ１０万円寄付

２００９から現在
CLP導入による改革で、各委員会の相互関係・連携が蜜となり、長期プロジェクト検討委員会が核となり、多くの斬
新的な奉仕活動が企画・実施されている。
２００９年度から長期プロジェクトの「マイカー乗るまぁデー」運動や「献血運動」がスタート。
２０１１年度から長期プロジェクトの新事業の「研修セミナー」「新世代奉仕の出前講座」が開始。更に「認知症」や

「パッチング・グラント」等への取り組みが検討されている。
２０１１年、RIの新たな賞、第２７１０地区「クラブビルダー賞」を田原榮一会員が受賞。
創立３０周年を迎えた後、我がクラブからガバナーを輩出しようという意見が出始め、２０１１年６月の夜間例
会において、田原榮一会員がガバナーとして輩出したいとの提案がなされた。そこで、GOGO６５作戦（会員６５名を
目指す）、更にクオリティ７５作戦（会員７５名を目指す）と経時的に会員増強に取り組み、２０１６－１７年度には
７９名を達成。その結果、２０１２－１３年度に緒方俊平会員、２０１４－１５年度に赤羽克秀会員が、それぞれ

広島中央ロータリークラブの歴史とその変遷
「クラブビルダー賞」を受賞。
２０１６―１７年度７月に田原榮一会員がガバナーに就任。同時に、地区特別委員会「がん予防推進委員会」（委
員長：藤村欣吾）のモデルとして、我がクラブに「がん予防啓発推進員会」が設置され、がん予防の啓発運動を積極的
に展開している。
２０１６年１０月にロータリー財団１００周年記念「２０１６－１７年国際ロータリー第２７１０地区　地区
大会」をホストクラブとして開催。
地区代表幹事：橋本　満、地区大会実行委員長：緒方俊平、地区会計長：赤羽克秀、地区事務局長：河野　隆
国際ロータリー会長代理としてRI第２８３０地区元RI理事黒田正宏様、韓国からはRI３６９０地区總裁盧均鎬様、
広島県知事湯﨑英彦様代理、広島市長松井一實様、広島商工会議所会頭深山英樹様を来賓として迎える。また、友好
クラブの台中西区RCからも２３名の参加を得た。
大会１日目はRI会長代理ご夫妻を囲む昼食会、歓迎晩餐会、そして日韓交流パーティーと盛大に開催された。また、
公益財団法人日本対がん協会会長　垣添忠生様による基調講演も行われる。
大会２日目は趣向を凝らしたプロジェクション・マッピングによるオープニング、女優の小雪さんをゲストに迎えた
記念講演と、斬新な企画で、記憶に残る地区大会となった。また、記念行事として広島平和記念資料館の被爆資料、保
存・劣化防止「エアタイト式展示ケース」を寄贈した。
２０１７年４月、広島中央ローターアクトクラブ（会員数１１名）を創立。
２０１７－１８年度は迫田勝明会員がガバナー補佐として活躍。２０１８年３月にはG６・G７合同IMを開催した。
２０１８－１９年度は、広島中央ロータリークラブ創立４０周年の記念すべき年度であった。
創立４０周年記念会長：古澤宰治、副会長：村本憲康・芥川　宏、幹事：鳥井均城、実行委員長：赤羽克秀、特別顧
問：杉本嘉朗
記念事業として、プロスキーヤーである三浦雄一郎氏をお招きし、アステールプラザホールにおいて記念講演会を
開催した。また、豪雨災害に対する支援金として、広島県に対して、姉妹クラブである台中市西区ＲＣからの１００万
円、サンタローザ・サンライズＲＣからの１００万円を合わせて、３００万円を贈呈した。
台中市西区ＲＣの創立３０周年記念式典へは、会員２０名とそのご家族５名が、お祝いするために参加した。
２０１９－２０年度は，新型コロナウイルス感染症（ＣＯＶＩＤ－１９）の世界的流行の影響で、我がクラブ、２７
１０地区及びＲＩの各種会合・行事等が中止・延期（またはオンラインによる開催）を余儀なくされ、我がクラブ例会
も２０２０年３月第１週から５月最終週まで３か月間取消となった。
２０２０－２１年度においても、COVID-19の社会に及ぼす影響は甚大で、クラブの例会や、地区の多くの行事が
中止に追い込まれた。しかし会議など、オンラインで対応したものも増え、今後の方向性がある程度見えてきた1年でも
あった。
２０２１－２２年度は、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の終息も見えず、前年度に引き続きオンラインでの
例会や事業の中止を余儀なくされる年度となりました。そんな中、WEBやZOOMといった新たな手法を取り入れながら
今後のクラブの基盤を作るうえで大きなヒントを得ることが出来た年度となった。
２０２２－２３年度は未だコロナ禍で制約がある中での活動ではあったが、夏の納涼家族例会ではコロナ禍で沈

んでいた世の中を元気づけることを願って、クラブ単独で花火の打ち上げを行なった。委員会構成はクラブ広報委員
会を従来の３委員会から公共イメージ委員会へ集約した。また、８名の新会員の入会があり会員数は７２名となった。
コロナ禍から少しずつアフターコロナへと変化していく年度となった。
２０２３－２４年度は、広島中央ロータリークラブ創立45周年・例会2000回の記念すべき年度であった。記念事
業として、柔道家野村忠宏氏の記念講演会を行い、米山記念奨学会への寄附を行った。また、G７サミットが広島市で
開催された際に平和記念資料館を往訪されたイギリスのリス・スナク首相の平和へのメッセージを刻んだ顕彰碑を広
島市に寄贈した。7月の夜間家族例会ではコロナ禍で疲弊した広島市民や地域経済に対して明るい未来が訪れること
を願って「アフターコロナ花火」を単独で打ち上げ、在広メディアに大々的に取り上げられてクラブの公共イメージを
高めた。嶋本文雄会員がRI2710地区G7ガバナー補佐として活躍され、2024年2月にはグループ6・7合同インターシ
ティミーティングを開催した。
２０２４－２５年度は、コロナ感染症からの解放された年となった。夏の家族例会は花火大会の再開を待ちわび

たように多くの家族が集い盛大に開催された。また、恒例のクリスマス例会も開催され、ロータリアンとその家族の絆
が一層深まった。
12月16日には、国際ロータリー・ロータリー財団管理委員長のマーク・ダニエル・マロ―ニーご夫妻様、同ロータ

リー財団管理副委員長のラリーA・ランスフォードさんが夜間例会に参加されロータリー財団管理委員長から直接卓
話を拝聴する機会を得た。
日本からはロータリー財団管理委員の三木明ご夫妻様、RI理事の水野功ご夫妻のほか元RI理事各位、第2710地
区からは上田文雄ガバナーをはじめ、田原榮一パストガバナーなど多くの来賓を迎えて例会を開催した。また、核兵器
の廃絶を長年訴えてこられた日本原水爆被害者団体協議会（日本被団協）がノーベル平和賞を受賞されたこともあり、
代表委員の箕牧智之氏も例会にご参加いただいた。
２０２５－２６年度は、コロナ禍を経て回復したクラブ活動が更に活発となり、例会・親睦事業・奉仕活動を通じて、
会員相互の交流と親睦がより一層深まった年度となった。
また、姉妹クラブである台中西区RCとの交流をはじめ、地区行事や各種奉仕活動にも積極的に参加し、クラブ内外
における繋がりを広げることができた。
新会員の入会もあり、クラブとしての活力も高まりつつある中、ロータリー活動の原点である「親睦」と「奉仕」の大切

さを改めて共有する一年となった。

２０１６―１７年度　RI第２７１０地区　ガバナー田原榮一
２０１６―１７年度　RI第２７１０地区　地区代表幹事：橋本　満
２０１６―１７年度　RI第２７１０地区　地区大会実行委員長：緒方俊平
２０１６―１７年度　RI第２７１０地区　地区会計長：赤羽克秀
２０１６―１７年度　RI第２７１０地区　地区事務局長：河野　隆

１９８７－８８年度　RI第２７１地区　第４分区代理　俵　茂
１９９６－９７年度　RI第２７１０地区　第４分区代理　城本正昭
２００２－０３年度　RI第２７１０地区　G5ガバナー補佐　松本團治
２００８－０９年度　RI第２７１０地区　G７ガバナー補佐　田原榮一
２０１７－１８年度　RI第２７１０地区　G７ガバナー補佐　迫田勝明
２０２３－２４年度　RI第２７１０地区　G７ガバナー補佐　嶋本文雄
（注：RI第２７１地区、現在は、RI２７１０地区と変更）
（注：分区代理、現在はガバナー補佐と変更）
（注：2003‒04年度より、地区のグループ編成がG５からG７へ変更）



【2026～2027年度　広島中央ロータリークラブ所属委員会】

■ 理事役員

※ 兼務

(2026.7.1 - 2027.6.30)

■ 会員組織委員会

■ 奉仕プロジェクト委員会

■ ロータリー財団委員会

■ クラブ管理運営委員会

会員増強・職業分類

ロータリー情報(研修リーダー)

山野井 秀樹※

大内 総一郎※

槇殿 公誉※

大坂 隆志※

緒方 俊平

田原 榮一※

橋本 　満※

杉本 嘉朗※

河野 　隆

迫田 勝明

村本 憲康

城本 健司※

ロータリー財団・米山奨学 長場　誠※ 西川　済※ 杉本 嘉朗※ 古澤 宰治※ 吉川 　惠※ 山本 雅音※

𠮷清 有三

嶋本 文雄

砂田 恭延※

松宮 佳佑※

出﨑 邦彦

上原 悠爾

戸田 幹雄

土谷 治子※

神保 健一※

芥川 　宏※

小佐古 哲哉※

城本 健司※

上土井 幸始※

金井 貴裕※

大坂 隆志※

吉川 修平

田中 純子

金原 幸夫※

新宅 栄三※

淀江 晃太郎※

福田 　浩

山肩 俊晴

赤羽 隆太郎※

上田 　恵※

新宮 且識※

沖本 賴政※

新宅 栄三※

三宅 朗充※

槇殿 公誉※

蛇蝮 悠太※

城川 大二郎

加藤 孝子※

松宮 佳佑※

上田　 恵※

沖本 賴政※

木内 良明※

大本 恭久※

馬野 恭彰※

神保 健一※

神保 健一※

親　睦

プログラム

Ｓ．Ａ．Ａ．・出席

会　計

金原 幸夫※

淀江 晃太郎※

大本 恭久※

芥川　 宏※

平瀬 春男※

加藤 孝子※

赤羽 隆太郎※

小佐古 哲哉

大坂 隆志※

光村 圭介※

金井 貴裕※

吉川　 惠※

大坂 隆志※

新宅 栄三※

原田 啓吾

西川　 済※

山本 雅音※
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がん予防啓発推進委員会

台中西区ＲＣ姉妹クラブ委員会

創立50周年記念事業実行委員会

宮下 佳昌※

新宮 且識※
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ロータリー財団
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クラブ管理運営
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(理事)
(理事)
(理事)
(理事)
(理事)
(理事)
(役員)

西井  裕昭
光村  圭介
砂田  恭延
大田  由孝
好永  裕一
芥川　  宏
大本  恭久

○会計監査委員

○合同事務局運営委員

○危機管理委員

赤羽 隆太郎

猪垣 耕一

猪垣 耕一

※

※

※

会　長
直前会長
会長エレクト
副会長
副会長
幹　事
副幹事
副幹事

(理事)
(理事)
(理事)
(理事)
(理事)
(理事)

宗正  俊文
三宅  朗充
下原  唯千夏
小林  正夫
大内  総一郎
猪垣  耕一
沖本  賴政
上田      恵

※
※
※
※
※
※
※
※

１．方針
ロータリークラブの原点に踏まえ倫理的行動規範、職
業奉仕の考え方や取り組みを学び発信すると共に、ロー
タリー活動を通じて多くの笑顔が得られ人生に彩りが
添えられるようにするにはどうすれば良いかを考え実施
をしていきたい。

２．計画
①職業や生活のあらゆる場面で倫理的行動を実践するた
めの指針として「四つのテスト」「ロータリアンの行動
規範」を、毎月例会において唱和します。
②職業奉仕月間に職場訪問例会を実施
③プログラム委員会と連携し、職業スキルの向上に務め
るよう会員卓話の実施を図ります。
④職業奉仕の原点でもあります、健康保持のため健康診
断の斡旋を行います。
⑤会員の職業奉仕実践に貢献した優良従業員の募集・表
彰を行います。

３．予算
一般会計             70,000円
ニコニコ会計　100,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　会長方針「絆を深め、未来へつなぐ」を踏まえ、ロータ
リアンらしく奉仕活動に取り組みたいと思います。

２．計画
①8月6日、平和記念式典への参列者に対する「おもてなし
事業」を継続して行う。
②会員企業に協力を仰ぎ、献血支援活動を継続して行う。
③前年同様地区補助金を活用し、車いすソフトボール支
援団体に競技用のボール及びグローブ等を贈呈し、障
がい者スポーツの普及活動を支援する。

３．予算　300,000円（地区補助金は除く）

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」を基本に、
当クラブの独自性を生かした奉仕活動に取り組んで参り
ます。従来から取り組んでいる国際奉仕活動の継続とク
ラブ内や他クラブ・団体との交流、連携に取り組んで参
ります。
将来に向けて、皆さまと一緒に持続可能な国際奉仕の
形を考えていきたいと思っております。

２．計画
①古切手、書き損じはがき（未使用可）、外貨の収集
収集されたこれらは、「日本国際ボランティアセンター
（JVC）を通じて、現金化され、発展途上国の恵まれない
方々への原資とされています。このことを会員の皆さま
に周知し、理解と協力を求めていきます。
②国際奉仕、支援活動
将来に向けて、国際奉仕の取り組みについて理解を深め、
皆さまと一緒に持続可能な国際奉仕の形を考えていき
たいと思っております。可能であれば、委員会やアン
ケートで意見を募り、例会でフォーラムを開催してい
きます。
③地区補助金を活用した支援事業
将来に向けて、新たな支援事業を、他クラブの事例も
参考に、人間尊重・社会奉仕委員会と連携して検討し
てまいります。
④姉妹クラブ、他クラブとの連携、交流
台中西区RC、他クラブとの連携交流は、従来通り、進
めていきます。
地区委員会方針のとおり、韓国3690地区との交流促進、
国際大会（2027年5月バルセロナ）への参加促進を進め
ていきます。

３．予算　150,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
本年、当ロータリークラブは創立48周年を迎えます。
創立50周年まで2年となりました。創立50周年に向けて
会員増強委員会・ロータリー情報委員会と連携をして会
員拡大、並びに、退会防止につながる活動を展開してい
きます。

２．計画
①会員増強の純増3名を目指します。
②創立50周年に会員数75名を実現させる為の体制づくり
を行います。
③ファイヤーサイドミーティングを活用し、ロータリー
クラブを楽しんで頂ける環境をつくり、会員の退会防
止に努めます。
④研修セミナーを開催し、ロータリークラブへの理解、
基礎知識を深めて頂きます。通常であれば3年未満の会
員を対象としますが、コロナ禍で研修を受けられてい
ない近年入会者の方もいますので、本年度は、5年未満
を対象とします。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針を踏まえ、会員増強、退会防止に努め、各委
員会や同好会活動を通じて広島中央RCの魅力を発信し、
会員一丸となって創立50周年に向けて、委員会活動に努
めてまいります。

２．計画
①本年度純増3名を目指します。
②退会者が出ないようクラブの魅力発信と退会防止策に
注力していきます。
③入会候補者の例会招待、入会後のフォローアップに取
り組みます。
④創立50周年に75名の会員数に向け、クラブ会員と協力
し会員増強に取り組むための策を構築していきます。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」を踏まえて、
新会員には、５０周年に向けて活躍して頂けるようロー
タリー情報をしっかりと提供していきます。
また、入会５年未満の会員を対象としロータリーの知
識を楽しみながら深めて頂く場を設け、会員同士の親睦
も図れるようにしたいと思います。

２．計画
①入会予定者に対し、推薦者と共に会社訪問しロータリー
への理解を深めて頂くために面談・説明を行います。
②例会にゲストで来られた際は、スムーズな入会に向け
てロータリー情報の説明を行います。
③入会後も、ファイヤーサイドミーティングを開催し、
ロータリーの基礎知識を学んでいただくと共に、楽しく
ロータリー活動を出来る環境を創りたいと思います。
④コロナの影響で開催されていなかったため、入会５年
未満の会員を対象に、ロータリーの知識を深めるために、
研修会を開催します。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」を踏まえ、
奉仕活動を通じて、広島中央ロータリークラブや他クラ
ブとの絆を深めながら、未来へ続く活動になるよう取り
組んでまいります。
また、平和都市広島の中で広島中央ロータリークラブ
らしい地域社会への奉仕活動を実施できるよう取り組ん
でまいります。

２．計画
(1)職業奉仕
①四つのテスト、ロータリアンの行動規範の毎月例会
において唱和
②職業奉仕月間に職場訪問例会を実施
③職業スキルの向上に務める会員卓話の実施
④健康診断の斡旋
⑤職業奉仕実践に貢献した優良従業員の募集・表彰

(2)人間尊重・社会奉仕
①8月6日、平和記念式典への参列者への「おもてなし
事業」を実施
②会員企業に協力を仰ぎ、献血支援活動の実施
③前年同様地区補助金を活用し、車いすソフトボール
支援団体に競技用のボール及びグローブ等を贈呈し、
障がい者スポーツの普及活動の支援

(3)国際奉仕委員会
①古切手、書き損じはがき（未使用可）、外貨の収集
②国際奉仕、支援活動
③地区補助金を活用した支援事業
④姉妹クラブ、他クラブとの連携、交流台中西区RC、
他クラブとの連携交流促進

(4)青少年奉仕・ローターアクト
①広島中央ローターアクトクラブで計画している事業
に積極的に参加し協力・支援
②ローターアクトクラブ例会・RYLAに参加、青少年奉
仕に効果的な活動について検討
③ローターアクトクラブへの理解・支援の促進
④ローターアクトクラブの会員増強

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
今年度は広島中央ローターアクトクラブから地区代表
を輩出いたします。円滑に運営できるよう連携し、意思
疎通を図りながら進めてまいります。また、会員増強は
もちろんアクトメンバーとも親睦を深めより良い活動が
できるよう支援して参ります。

２．計画
①今年度、広島中央ローターアクトクラブで計画してい
る事業に積極的に参加し協力・支援する。
②ローターアクトクラブ例会・RYLAに参加し、青少年奉
仕に効果的な活動について検討する。
③ローターアクトクラブを理解・支援してもらえるよう
努める。
④ローターアクトクラブの会員増強に努める。

３．予算
本会計　　　　100,000円
ニコニコ会計　700,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　宗正会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」に基づき、
「世界で良いことをしよう」という理念のもと設立された
ロータリー財団の主旨を会員の皆様に理解いただき、ご
協力頂けるよう取り組む。

２．計画
①米山月間・ロータリー財団月間でフォーラムを開催し、
ロータリー財団委員会の情報提供と理解促進を図る。
②ロータリー財団及び米山奨学会への寄付目標を達成する。
③奉仕プロジェクト委員会と協力して地区補助金事業の
計画立案を行う。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
(ア)会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」を念頭に
おいて活動する。

(イ)①「世界でよいことをしよう」という目的をもって設立
されたロータリー財団、及び、②母国と日本の架け橋
となり国際社会で活躍する留学生の援助を目的として
設立された米山記念奨学会の理解を深めてもらう。

２．計画
(ア)寄付目標
　　ａ　年次寄付150ドル/人
　　ｂ　ベネファクター1人/クラブ
　　ｃ　ポリオプラス30ドル/人
　　ｄ　米山基金16,000円/人
　　ｅ　米山学友会賛助会員　50％/クラブ会員
(イ)定例会の委員会報告
ａ ロータリー財団及び米山記念奨学会の情報を提供

する。ロータリー財団について、ポリオプラスを
はじめ世界でよいことをしている事例を紹介する。
また、グローバル補助金の獲得に向けて諸手続を
行うとともに、実際に補助金を獲得した他クラブ
の活動事例を報告する。

ｂ ロータリー財団室News、ハイライト米山の情報提
供をする。

ｃ 定期的に寄付先、寄付理由等を例会等で報告し、
会員に寄付に対する理解を得ることができるよう
にする。

(ウ)米山月間（10月5日）
ａ 比治山大学のダオ ティ ゴック リンさんの卓話

を行う。また、直近の米山記念奨学会の情報を提
供する。

　　ｂ　米山功労者の募集（1名）。
(エ)ロータリー財団月間（11月9日）
ａ 例年どおり、ポールハリスフェロー・マルチプル

ポールハリスフェロー認証促進運動を実施する。
5名を目標に協力要請を行う。

ｂ 財団に関する卓話（クラブフォーラム、ポリオの
説明、グローバル補助金の説明、財団ビデオ視聴
等）を行う。

(オ)グローバル補助金
新規のグローバル補助金獲得に向けてクラブで協議する。

(カ)地区補助金
奉仕プロジェクト委員会と協力して行う。

３．予算　60,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
「つながりを深め、発信するクラブへ」
デジタル基盤（ホームページやNAS）を最大限に活用し、
会員相互の親睦と、地域社会への分かりやすい情報発信
を継続します。活動の「楽しさ」を可視化することで、ク
ラブの魅力向上と退会防止・会員増強に寄与します。
※ＮＡＳ（データ保管用ハードディスク）

２．計画
① ホームページによるタイムリーな広報
例会や奉仕活動の様子を、鮮度の高いうちに公開します。
定型フォーマットを活用し、担当者の負担を抑えつつ、
活気ある活動状況を内外に伝えます。

② デジタル資産の蓄積と共有（NASの運用定着）
活動写真はNASへ速やかに保存する習慣を定着させま
す。これらをデジタル会報誌や、次年度以降の50周年
記念行事の資料として即座に活用できる体制を維持し
ます。

③ デジタル会報誌の継続発行
IT化の流れを継続し、デジタル会報誌を発行します。
必要部数の紙媒体併用も継続し、全会員への情報伝達
を確実に行います。

④ 外部メディア・公共機関への働きかけ
社会貢献活動など、ニュース性の高い事業については
積極的にプレスリリースを行い、地域におけるクラブ
の存在感を高めます。

⑤ マイロータリーの活用促進
新入会員を中心に登録をサポートし、ロータリーに関
する知識の習得や国際リテラシーの向上を支援します。

⑥ 50周年に向けた準備とリクルート支援
節目となる50周年に向けて、広報の立場から過去の記
録整理やPR動画の検討などを進めます。また、HP等を
通じて「入会したくなるクラブ」の雰囲気づくりを行い、
会員増強を後押しします。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
クラブやローターアクトクラブ活動実績について写真
を撮影し、ＨＰおよび会報誌に掲載することで、広島中央
ロータリ―クラブについて、クラブ内部メンバーのさら
なる結束を強め、また、潜在的な加入希望者をはじめと
するクラブ外部の方々に具体的なイメージを共有しても
らえるようにします。

２．計画
①委員会メンバーで順番を決め、ＨＰおよび会報誌用に写
真を撮影します。
②撮影した写真データを随時ＮＡＳ（データ保管用ハード
ディスク）に保存します。
③例会の様子、卓話講師や卓話の内容等、様々なクラブ
の活動をＨＰにタイムリーに掲載します（次年度から運
営会社が変更されるため、適宜打合せ、調整をしなが
ら進めます。）。あわせて、情報の正確性のチェックを
行います。
④ＭＹ  ＲＯＴＡＲＹへの登録を促進します。
⑤デジタル会報誌を引き続き作成し、数部紙媒体でも配
布します。
⑥クラブ５０周年についての取り組みを検討します。

３．予算
ＨＰ更新料                  132,000円　　　　　　　
ドメイン更新料             26,400円　　　　　     
月間システム管理料　636,600円　　        　
会報誌作成料              594,000円
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
合計  　　　　　　 1,389,000円　

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　２０２６－２７年度の会長方針「絆を深め、未来へつなぐ」
の基、クラブ管理運営委員会では、各委員会と緊密に連携し、
会員相互の親睦を深めながら、会員の皆様にとって効果的で
魅力あるクラブ運営となるよう努めてまいります。
　各委員会の方針・計画の概要は以下のとおりです。

２．計画
親睦委員会では、「参加して楽しい、また来たくなる親
睦」をテーマに、幅広い世代の会員が楽しめる魅力ある
親睦行事の企画・運営、新入会員の早期定着支援、例会
での交流促進を行います。年間を通じて夜間例会等を実
施します。
プログラム委員会では、月間テーマに沿った卓話を企
画するとともに、ロータリーの原点「人と人のつながり」
をベースに職業・世代を超えて相互理解が深まる内容の
卓話を実施します。また、会員卓話も積極的に取り入れ、
会員同士の絆を深めます。
Ｓ．Ａ．Ａ・出席委員会では、例会をはじめ全ての会議が
楽しく秩序正しく運営されるよう設営・監督します。出
席率１００％を目指し、欠席連絡の徹底とメークアップ
確認を行います。
会計委員会では、理事・役員と収入支出の見込額及び
執行状況に関する情報を共有し、連携しながら予算編成
及び執行状況の管理に取り組みます。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
S.A.A（会場監督）として、例会をはじめ、すべての会議
が楽しく、秩序正しく運営されるよう、常に心を配り、気
品と風紀を守り、会合がその使命を発揮できるように設営、
監督する責任感を持ち、会長・幹事・各委員長とのコミュ
ニケーションを図りながら人と人とのつながりを大切にす
る例会等の円滑な運営をサポートして参ります。
また、ニコニコ箱においても会員、家族、事業などの慶
び事、お祝い事をニコニコしながら披露し、慶びを分かち
合い、また失敗したり、迷惑をかけた時もユーモアたっぷ
りに苦笑し、例会を賑わせられるような投稿をして頂ける
よう推奨して参ります。
出席委員として、例会への毎回の出席は大変ではありま
すが、例会への出席はロータリアンにとって最小限の奉仕
と言われており、出席することで親睦が得られ、奉仕の理

想が高められると考えます。各委員会とも連携をし、皆様
が「また、出席したい！」と思っていただけるような例会
作りを目指していきます。

２．計画
①出席率１００％を常に目指します。
②欠席等の連絡は徹底して頂けるよう周知し、メークアッ
プの予定を確認するようにします。
③会員の皆様とのコミュニケーションを大切にできるよ
う、例会案内、ニコニコ投稿のお願いを例会がある日
は必ずしていきます。
④第２月曜日と第４月曜日の昼食をビュッフェにします。
⑤半年に1回、会員同士の交流促進のための席決めのくじ
引きを行います。

３．予算　150,000円　

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
次年度親睦委員長を拝命し、会員の皆さまがより親し
みを感じ、参加しやすいクラブ運営に寄与できるよう努
めてまいります。ロータリーの基本である「親睦と奉仕」
を中心に、会員同士の交流促進とクラブ活性化を図るこ
とを本委員会の使命といたします。
　そこで、次年度は「参加して楽しい、また来たくなる親
睦」そして、会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」
をテーマに、クラブ全体の活力向上につながる施策を進
めます。

【重点方針】
①未来へつなぐ、魅力ある親睦行事の企画・運営
幅広い世代の会員が楽しめるイベントづくりを行い、
家族参加型行事も充実させます。
②新入会員の早期定着支援
歓迎会や紹介プログラムを実施し、クラブに馴染みや
すい環境を整えます。
③絆を深める、例会での交流促進
会員紹介の場や、小さな交流企画を取り入れ、「例会に
行く楽しみ」をつくります。
④透明性のある委員会運営
年間計画を明確にし、迅速な情報共有と円滑な運営を
徹底します。

広島中央ロータリークラブは、互いを大切にする温か
いクラブです。
その雰囲気を次年度さらに高め、“集まることが楽しみ
になるクラブ”を目指してまいります。

本年度が会員の皆さまにとって楽しく充実した一年と
なるよう、委員会一同、全力で取り組んでまいります。
会員の皆さまのご理解とご協力を賜りますようお願い
申し上げます。

２．計画
①　７月２５日（土曜日）
　納涼（花火大会）・家族夜間例会　　（プリンス）
②１０月１９日（月曜日）
　３ＲＣ合同夜間例会　　　　　　　 （ＡＮＡ）
③１１月３０日（月曜日）
　創立４８周年・記念夜間例会　　　 （プリンス）
④１２月１９日（土曜日）
　クリスマス・家族夜間例会　  （プリンス）
⑤　３月２９日（月曜日）
　春うらら・花見夜間例会 （ＢＢＱ）
⑥　５月～６月頃
　カープ観戦・夜間例会 （ＭＡＺＤＡ）
⑦　６月２１日（月曜日）
　年度末・最終夜間例会（点鐘引継）（プリンス）
　適宜開催　　　新入会員歓迎例会・各種慰労会
　　※プリンス  ： グランドプリンスホテル広島
　　※ＡＮＡ     ： ＡＮＡクラウンプラザホテル広島
※ＭＡＺＤＡ  ：  ＭＡＺＤＡ ZOOM-ZOOMスタジアム広島

　　※ＢＢＱ　  ：ＴＨＥ ＢＢＱ ＧＡＲＤＥＮ ｉｎ ＨＩＲＯＳＨＩＭＡ

３．予算
①夜間例会・家族会等　補助費用　4,500,000円
②会員記念日等　補助費用　　　　 700,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
クラブ会長方針でもあります「絆を深め、未来へつな

ぐ」に基づき、ロータリークラブ内外から卓話講師を積
極的に招致することで、会員同士の相互理解を深め、新
たな知見を得られるよう魅力ある卓話時間にしたいと思
います。
また卓話の講師を招致するにあたり、ロータリーの原

点である「人と人のつながり」をベースに職業や世代を
超えてお互いが理解し、絆が深まる内容の卓話をお願い
しようと考えています。

２．計画
・月間テーマに沿った卓話になるような講師の招致。
・クラブ内の会員同士の相互理解を深め絆が深まるように
会員卓話も積極的に取り入れる。

３．予算　320,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　会計委員はもとより、理事・役員にも収入支出の見込額
及び執行状況に関する情報を共有していただき、連携しな
がら、予算編成及び執行状況の管理に取り組みます。

２．計画
各理事・委員長より、過去の実績を参考にしながら、
今年度の事業計画に即した予算を立てていただき、クラ
ブ全体の収支状況等も勘案して、予算編成を行いたいと
考えております。
また、予算執行の管理につきましては、会員数の増減
や物価上昇等の諸要因も勘案し、必要適切な見直しを行
いながら、健全な財務運営が図られるようにしたいと考
えております。

３．予算　0円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
当委員会は、国際交流を通じてクラブの親睦と国際理
解の促進を図ることを目的とし、当基金は創立10周年記
念事業として設立され、国際交流支援の基盤として一定
の役割を果たしてまいりました。
一方、近年の金融環境の変化により従来の運用では十
分な成果を得ることが難しく、基金の在り方の見直しが
求められております。
　今後は創立50周年を見据え、基金の意義と役割を整理し、
持続可能な制度となるよう運用方法の見直しおよび規約
の整理・改正の検討を進めてまいりたいと思います。

２．計画
①創立50周年を見据え、時代に即した基金の運用方法の
在り方、規約の整理および改正等、制度整備の検討。
②奉仕プロジェクト委員会等との連携を図り、基金を活
用した国際交流支援の具体案の検討。

３．予算　0円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
戦略計画委員会として創立５０周年に向けた中期的な

戦略や人生１００年時代に向け如何に健康で長生きする
か、またクラブの柱として奉仕に関しては、国際奉仕の
在り方にかんして中長期的なビジョンを立案し、今後の
広島中央ＲＣが益々繫栄するための長期的な活動に関し
て協議し実行に向けて考えます。

２．計画
①創立５０周年に向けクラブの中期計画を策定する。
②人生１００年時代に向けた健康維持に関し有益な情報発信
をし、今から行える健康維持の取り組みについて検討する。
③現在クラブ単独で行っている国際奉仕活動に関して長
期的に活動することについて有益な方法を考える。
④地区補助金事業に関して、マンネリしている状況に関
して中長期的な対策を検討する。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　がん（悪性新生物）は本邦死亡原因の第一位（1981年か
ら第一位を継続中）であり、2024年度の統計では死亡総
数384,111人で全死亡の23.9%を占めている。一方、がん
の診断を受ける総数は年間約100万人であり、生存率は上
昇しているものの、がん罹患の頻度は増加している。本
クラブでは10年以上にわたり、がん予防啓発推進に積極
的に取り組み、がん予防12か条プラス1が提案され、がん
検診率の増加とともに、予防啓発の成果が認められている。
2019年のデータから日本人男性が生涯のうちにがんと
診断される確率は65.5%（約3人に2人）、日本人女性は
51.2%（約2人に1人）と推計されている。2人に1人以上が
がんに罹患することを考えると、予防と同時にがんケア
も重要であり、検診による早期発見とともに、がん罹患
患者とその家族の包括的なケアの重要性が必要となる。
2025年7月に「NPO法人がんケアリングセンター広島」を
ボランティアとして立ち上げ、活動を開始した。2026年
6月に卓話としてセンターの紹介を行ったので、2026-27
年度は予防と同時にがんケアに焦点をあてた活動を行う。

２．計画
①がん予防ならびにがんケアリングに向けた意識調査
②がん予防、がんケアリング、健康寿命延伸に向けた卓
話の企画

３．予算
卓話・講演会講師料　10,000円
調査印刷費　　　　 10,000円
郵送費　　　　　　 10,000円　　　　合計　30,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

会員増強・職業分類

委員長　山野井　秀樹

会員増強・職業分類

委員長　大内　総一郎

 ロータリー情報会員組織委員会

理事・委員長　西井 裕昭



１．方針
ロータリークラブの原点に踏まえ倫理的行動規範、職
業奉仕の考え方や取り組みを学び発信すると共に、ロー
タリー活動を通じて多くの笑顔が得られ人生に彩りが
添えられるようにするにはどうすれば良いかを考え実施
をしていきたい。

２．計画
①職業や生活のあらゆる場面で倫理的行動を実践するた
めの指針として「四つのテスト」「ロータリアンの行動
規範」を、毎月例会において唱和します。
②職業奉仕月間に職場訪問例会を実施
③プログラム委員会と連携し、職業スキルの向上に務め
るよう会員卓話の実施を図ります。
④職業奉仕の原点でもあります、健康保持のため健康診
断の斡旋を行います。
⑤会員の職業奉仕実践に貢献した優良従業員の募集・表
彰を行います。

３．予算
一般会計             70,000円
ニコニコ会計　100,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　会長方針「絆を深め、未来へつなぐ」を踏まえ、ロータ
リアンらしく奉仕活動に取り組みたいと思います。

２．計画
①8月6日、平和記念式典への参列者に対する「おもてなし
事業」を継続して行う。
②会員企業に協力を仰ぎ、献血支援活動を継続して行う。
③前年同様地区補助金を活用し、車いすソフトボール支
援団体に競技用のボール及びグローブ等を贈呈し、障
がい者スポーツの普及活動を支援する。

３．予算　300,000円（地区補助金は除く）

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」を基本に、
当クラブの独自性を生かした奉仕活動に取り組んで参り
ます。従来から取り組んでいる国際奉仕活動の継続とク
ラブ内や他クラブ・団体との交流、連携に取り組んで参
ります。
将来に向けて、皆さまと一緒に持続可能な国際奉仕の
形を考えていきたいと思っております。

２．計画
①古切手、書き損じはがき（未使用可）、外貨の収集
収集されたこれらは、「日本国際ボランティアセンター
（JVC）を通じて、現金化され、発展途上国の恵まれない
方々への原資とされています。このことを会員の皆さま
に周知し、理解と協力を求めていきます。
②国際奉仕、支援活動
将来に向けて、国際奉仕の取り組みについて理解を深め、
皆さまと一緒に持続可能な国際奉仕の形を考えていき
たいと思っております。可能であれば、委員会やアン
ケートで意見を募り、例会でフォーラムを開催してい
きます。
③地区補助金を活用した支援事業
将来に向けて、新たな支援事業を、他クラブの事例も
参考に、人間尊重・社会奉仕委員会と連携して検討し
てまいります。
④姉妹クラブ、他クラブとの連携、交流
台中西区RC、他クラブとの連携交流は、従来通り、進
めていきます。
地区委員会方針のとおり、韓国3690地区との交流促進、
国際大会（2027年5月バルセロナ）への参加促進を進め
ていきます。

３．予算　150,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　本年、当ロータリークラブは創立48周年を迎えます。
創立50周年まで2年となりました。創立50周年に向けて
会員増強委員会・ロータリー情報委員会と連携をして会
員拡大、並びに、退会防止につながる活動を展開してい
きます。

２．計画
①会員増強の純増3名を目指します。
②創立50周年に会員数75名を実現させる為の体制づくり
を行います。
③ファイヤーサイドミーティングを活用し、ロータリー
クラブを楽しんで頂ける環境をつくり、会員の退会防
止に努めます。
④研修セミナーを開催し、ロータリークラブへの理解、
基礎知識を深めて頂きます。通常であれば3年未満の会
員を対象としますが、コロナ禍で研修を受けられてい
ない近年入会者の方もいますので、本年度は、5年未満
を対象とします。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　会長方針を踏まえ、会員増強、退会防止に努め、各委
員会や同好会活動を通じて広島中央RCの魅力を発信し、
会員一丸となって創立50周年に向けて、委員会活動に努
めてまいります。

２．計画
①本年度純増3名を目指します。
②退会者が出ないようクラブの魅力発信と退会防止策に
注力していきます。
③入会候補者の例会招待、入会後のフォローアップに取
り組みます。
④創立50周年に75名の会員数に向け、クラブ会員と協力
し会員増強に取り組むための策を構築していきます。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」を踏まえて、
新会員には、５０周年に向けて活躍して頂けるようロー
タリー情報をしっかりと提供していきます。
また、入会５年未満の会員を対象としロータリーの知
識を楽しみながら深めて頂く場を設け、会員同士の親睦
も図れるようにしたいと思います。

２．計画
①入会予定者に対し、推薦者と共に会社訪問しロータリー
への理解を深めて頂くために面談・説明を行います。
②例会にゲストで来られた際は、スムーズな入会に向け
てロータリー情報の説明を行います。
③入会後も、ファイヤーサイドミーティングを開催し、
ロータリーの基礎知識を学んでいただくと共に、楽しく
ロータリー活動を出来る環境を創りたいと思います。
④コロナの影響で開催されていなかったため、入会５年
未満の会員を対象に、ロータリーの知識を深めるために、
研修会を開催します。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」を踏まえ、
奉仕活動を通じて、広島中央ロータリークラブや他クラ
ブとの絆を深めながら、未来へ続く活動になるよう取り
組んでまいります。
また、平和都市広島の中で広島中央ロータリークラブ
らしい地域社会への奉仕活動を実施できるよう取り組ん
でまいります。

２．計画
(1)職業奉仕
①四つのテスト、ロータリアンの行動規範の毎月例会
において唱和
②職業奉仕月間に職場訪問例会を実施
③職業スキルの向上に務める会員卓話の実施
④健康診断の斡旋
⑤職業奉仕実践に貢献した優良従業員の募集・表彰

(2)人間尊重・社会奉仕
①8月6日、平和記念式典への参列者への「おもてなし
事業」を実施
②会員企業に協力を仰ぎ、献血支援活動の実施
③前年同様地区補助金を活用し、車いすソフトボール
支援団体に競技用のボール及びグローブ等を贈呈し、
障がい者スポーツの普及活動の支援

(3)国際奉仕委員会
①古切手、書き損じはがき（未使用可）、外貨の収集
②国際奉仕、支援活動
③地区補助金を活用した支援事業
④姉妹クラブ、他クラブとの連携、交流台中西区RC、
他クラブとの連携交流促進

(4)青少年奉仕・ローターアクト
①広島中央ローターアクトクラブで計画している事業
に積極的に参加し協力・支援
②ローターアクトクラブ例会・RYLAに参加、青少年奉
仕に効果的な活動について検討
③ローターアクトクラブへの理解・支援の促進
④ローターアクトクラブの会員増強

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
今年度は広島中央ローターアクトクラブから地区代表
を輩出いたします。円滑に運営できるよう連携し、意思
疎通を図りながら進めてまいります。また、会員増強は
もちろんアクトメンバーとも親睦を深めより良い活動が
できるよう支援して参ります。

２．計画
①今年度、広島中央ローターアクトクラブで計画してい
る事業に積極的に参加し協力・支援する。
②ローターアクトクラブ例会・RYLAに参加し、青少年奉
仕に効果的な活動について検討する。
③ローターアクトクラブを理解・支援してもらえるよう
努める。
④ローターアクトクラブの会員増強に努める。

３．予算
本会計　　　　100,000円
ニコニコ会計　700,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　宗正会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」に基づき、
「世界で良いことをしよう」という理念のもと設立された
ロータリー財団の主旨を会員の皆様に理解いただき、ご
協力頂けるよう取り組む。

２．計画
①米山月間・ロータリー財団月間でフォーラムを開催し、
ロータリー財団委員会の情報提供と理解促進を図る。
②ロータリー財団及び米山奨学会への寄付目標を達成する。
③奉仕プロジェクト委員会と協力して地区補助金事業の
計画立案を行う。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
(ア)会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」を念頭に
おいて活動する。

(イ)①「世界でよいことをしよう」という目的をもって設立
されたロータリー財団、及び、②母国と日本の架け橋
となり国際社会で活躍する留学生の援助を目的として
設立された米山記念奨学会の理解を深めてもらう。

２．計画
(ア)寄付目標
　　ａ　年次寄付150ドル/人
　　ｂ　ベネファクター1人/クラブ
　　ｃ　ポリオプラス30ドル/人
　　ｄ　米山基金16,000円/人
　　ｅ　米山学友会賛助会員　50％/クラブ会員
(イ)定例会の委員会報告
ａ ロータリー財団及び米山記念奨学会の情報を提供

する。ロータリー財団について、ポリオプラスを
はじめ世界でよいことをしている事例を紹介する。
また、グローバル補助金の獲得に向けて諸手続を
行うとともに、実際に補助金を獲得した他クラブ
の活動事例を報告する。

ｂ ロータリー財団室News、ハイライト米山の情報提
供をする。

ｃ 定期的に寄付先、寄付理由等を例会等で報告し、
会員に寄付に対する理解を得ることができるよう
にする。

(ウ)米山月間（10月5日）
ａ 比治山大学のダオ ティ ゴック リンさんの卓話

を行う。また、直近の米山記念奨学会の情報を提
供する。

　　ｂ　米山功労者の募集（1名）。
(エ)ロータリー財団月間（11月9日）
ａ 例年どおり、ポールハリスフェロー・マルチプル

ポールハリスフェロー認証促進運動を実施する。
5名を目標に協力要請を行う。

ｂ 財団に関する卓話（クラブフォーラム、ポリオの
説明、グローバル補助金の説明、財団ビデオ視聴
等）を行う。

(オ)グローバル補助金
新規のグローバル補助金獲得に向けてクラブで協議する。

(カ)地区補助金
奉仕プロジェクト委員会と協力して行う。

３．予算　60,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
「つながりを深め、発信するクラブへ」
デジタル基盤（ホームページやNAS）を最大限に活用し、
会員相互の親睦と、地域社会への分かりやすい情報発信
を継続します。活動の「楽しさ」を可視化することで、ク
ラブの魅力向上と退会防止・会員増強に寄与します。
※ＮＡＳ（データ保管用ハードディスク）

２．計画
① ホームページによるタイムリーな広報
例会や奉仕活動の様子を、鮮度の高いうちに公開します。
定型フォーマットを活用し、担当者の負担を抑えつつ、
活気ある活動状況を内外に伝えます。

② デジタル資産の蓄積と共有（NASの運用定着）
活動写真はNASへ速やかに保存する習慣を定着させま
す。これらをデジタル会報誌や、次年度以降の50周年
記念行事の資料として即座に活用できる体制を維持し
ます。

③ デジタル会報誌の継続発行
IT化の流れを継続し、デジタル会報誌を発行します。
必要部数の紙媒体併用も継続し、全会員への情報伝達
を確実に行います。

④ 外部メディア・公共機関への働きかけ
社会貢献活動など、ニュース性の高い事業については
積極的にプレスリリースを行い、地域におけるクラブ
の存在感を高めます。

⑤ マイロータリーの活用促進
新入会員を中心に登録をサポートし、ロータリーに関
する知識の習得や国際リテラシーの向上を支援します。

⑥ 50周年に向けた準備とリクルート支援
節目となる50周年に向けて、広報の立場から過去の記
録整理やPR動画の検討などを進めます。また、HP等を
通じて「入会したくなるクラブ」の雰囲気づくりを行い、
会員増強を後押しします。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
クラブやローターアクトクラブ活動実績について写真
を撮影し、ＨＰおよび会報誌に掲載することで、広島中央
ロータリ―クラブについて、クラブ内部メンバーのさら
なる結束を強め、また、潜在的な加入希望者をはじめと
するクラブ外部の方々に具体的なイメージを共有しても
らえるようにします。

２．計画
①委員会メンバーで順番を決め、ＨＰおよび会報誌用に写
真を撮影します。
②撮影した写真データを随時ＮＡＳ（データ保管用ハード
ディスク）に保存します。
③例会の様子、卓話講師や卓話の内容等、様々なクラブ
の活動をＨＰにタイムリーに掲載します（次年度から運
営会社が変更されるため、適宜打合せ、調整をしなが
ら進めます。）。あわせて、情報の正確性のチェックを
行います。
④ＭＹ  ＲＯＴＡＲＹへの登録を促進します。
⑤デジタル会報誌を引き続き作成し、数部紙媒体でも配
布します。
⑥クラブ５０周年についての取り組みを検討します。

３．予算
ＨＰ更新料                  132,000円　　　　　　　
ドメイン更新料             26,400円　　　　　     
月間システム管理料　636,600円　　        　
会報誌作成料              594,000円
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
合計  　　　　　　 1,389,000円　

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　２０２６－２７年度の会長方針「絆を深め、未来へつなぐ」
の基、クラブ管理運営委員会では、各委員会と緊密に連携し、
会員相互の親睦を深めながら、会員の皆様にとって効果的で
魅力あるクラブ運営となるよう努めてまいります。
　各委員会の方針・計画の概要は以下のとおりです。

２．計画
親睦委員会では、「参加して楽しい、また来たくなる親
睦」をテーマに、幅広い世代の会員が楽しめる魅力ある
親睦行事の企画・運営、新入会員の早期定着支援、例会
での交流促進を行います。年間を通じて夜間例会等を実
施します。
プログラム委員会では、月間テーマに沿った卓話を企
画するとともに、ロータリーの原点「人と人のつながり」
をベースに職業・世代を超えて相互理解が深まる内容の
卓話を実施します。また、会員卓話も積極的に取り入れ、
会員同士の絆を深めます。
Ｓ．Ａ．Ａ・出席委員会では、例会をはじめ全ての会議が
楽しく秩序正しく運営されるよう設営・監督します。出
席率１００％を目指し、欠席連絡の徹底とメークアップ
確認を行います。
会計委員会では、理事・役員と収入支出の見込額及び
執行状況に関する情報を共有し、連携しながら予算編成
及び執行状況の管理に取り組みます。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
S.A.A（会場監督）として、例会をはじめ、すべての会議
が楽しく、秩序正しく運営されるよう、常に心を配り、気
品と風紀を守り、会合がその使命を発揮できるように設営、
監督する責任感を持ち、会長・幹事・各委員長とのコミュ
ニケーションを図りながら人と人とのつながりを大切にす
る例会等の円滑な運営をサポートして参ります。
また、ニコニコ箱においても会員、家族、事業などの慶
び事、お祝い事をニコニコしながら披露し、慶びを分かち
合い、また失敗したり、迷惑をかけた時もユーモアたっぷ
りに苦笑し、例会を賑わせられるような投稿をして頂ける
よう推奨して参ります。
出席委員として、例会への毎回の出席は大変ではありま
すが、例会への出席はロータリアンにとって最小限の奉仕
と言われており、出席することで親睦が得られ、奉仕の理

想が高められると考えます。各委員会とも連携をし、皆様
が「また、出席したい！」と思っていただけるような例会
作りを目指していきます。

２．計画
①出席率１００％を常に目指します。
②欠席等の連絡は徹底して頂けるよう周知し、メークアッ
プの予定を確認するようにします。
③会員の皆様とのコミュニケーションを大切にできるよ
う、例会案内、ニコニコ投稿のお願いを例会がある日
は必ずしていきます。
④第２月曜日と第４月曜日の昼食をビュッフェにします。
⑤半年に1回、会員同士の交流促進のための席決めのくじ
引きを行います。

３．予算　150,000円　

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
次年度親睦委員長を拝命し、会員の皆さまがより親し
みを感じ、参加しやすいクラブ運営に寄与できるよう努
めてまいります。ロータリーの基本である「親睦と奉仕」
を中心に、会員同士の交流促進とクラブ活性化を図るこ
とを本委員会の使命といたします。
　そこで、次年度は「参加して楽しい、また来たくなる親
睦」そして、会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」
をテーマに、クラブ全体の活力向上につながる施策を進
めます。

【重点方針】
①未来へつなぐ、魅力ある親睦行事の企画・運営
幅広い世代の会員が楽しめるイベントづくりを行い、
家族参加型行事も充実させます。
②新入会員の早期定着支援
歓迎会や紹介プログラムを実施し、クラブに馴染みや
すい環境を整えます。
③絆を深める、例会での交流促進
会員紹介の場や、小さな交流企画を取り入れ、「例会に
行く楽しみ」をつくります。
④透明性のある委員会運営
年間計画を明確にし、迅速な情報共有と円滑な運営を
徹底します。

広島中央ロータリークラブは、互いを大切にする温か
いクラブです。
その雰囲気を次年度さらに高め、“集まることが楽しみ
になるクラブ”を目指してまいります。

本年度が会員の皆さまにとって楽しく充実した一年と
なるよう、委員会一同、全力で取り組んでまいります。
会員の皆さまのご理解とご協力を賜りますようお願い
申し上げます。

２．計画
①　７月２５日（土曜日）
　納涼（花火大会）・家族夜間例会　　（プリンス）
②１０月１９日（月曜日）
　３ＲＣ合同夜間例会　　　　　　　 （ＡＮＡ）
③１１月３０日（月曜日）
　創立４８周年・記念夜間例会　　　 （プリンス）
④１２月１９日（土曜日）
　クリスマス・家族夜間例会　  （プリンス）
⑤　３月２９日（月曜日）
　春うらら・花見夜間例会 （ＢＢＱ）
⑥　５月～６月頃
　カープ観戦・夜間例会 （ＭＡＺＤＡ）
⑦　６月２１日（月曜日）
　年度末・最終夜間例会（点鐘引継）（プリンス）
　適宜開催　　　新入会員歓迎例会・各種慰労会
　　※プリンス  ： グランドプリンスホテル広島
　　※ＡＮＡ     ： ＡＮＡクラウンプラザホテル広島
※ＭＡＺＤＡ  ：  ＭＡＺＤＡ ZOOM-ZOOMスタジアム広島

　　※ＢＢＱ　  ：ＴＨＥ ＢＢＱ ＧＡＲＤＥＮ ｉｎ ＨＩＲＯＳＨＩＭＡ

３．予算
①夜間例会・家族会等　補助費用　4,500,000円
②会員記念日等　補助費用　　　　 700,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
クラブ会長方針でもあります「絆を深め、未来へつな

ぐ」に基づき、ロータリークラブ内外から卓話講師を積
極的に招致することで、会員同士の相互理解を深め、新
たな知見を得られるよう魅力ある卓話時間にしたいと思
います。
また卓話の講師を招致するにあたり、ロータリーの原

点である「人と人のつながり」をベースに職業や世代を
超えてお互いが理解し、絆が深まる内容の卓話をお願い
しようと考えています。

２．計画
・月間テーマに沿った卓話になるような講師の招致。
・クラブ内の会員同士の相互理解を深め絆が深まるように
会員卓話も積極的に取り入れる。

３．予算　320,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　会計委員はもとより、理事・役員にも収入支出の見込額
及び執行状況に関する情報を共有していただき、連携しな
がら、予算編成及び執行状況の管理に取り組みます。

２．計画
各理事・委員長より、過去の実績を参考にしながら、
今年度の事業計画に即した予算を立てていただき、クラ
ブ全体の収支状況等も勘案して、予算編成を行いたいと
考えております。
また、予算執行の管理につきましては、会員数の増減
や物価上昇等の諸要因も勘案し、必要適切な見直しを行
いながら、健全な財務運営が図られるようにしたいと考
えております。

３．予算　0円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
当委員会は、国際交流を通じてクラブの親睦と国際理
解の促進を図ることを目的とし、当基金は創立10周年記
念事業として設立され、国際交流支援の基盤として一定
の役割を果たしてまいりました。
一方、近年の金融環境の変化により従来の運用では十
分な成果を得ることが難しく、基金の在り方の見直しが
求められております。
　今後は創立50周年を見据え、基金の意義と役割を整理し、
持続可能な制度となるよう運用方法の見直しおよび規約
の整理・改正の検討を進めてまいりたいと思います。

２．計画
①創立50周年を見据え、時代に即した基金の運用方法の
在り方、規約の整理および改正等、制度整備の検討。
②奉仕プロジェクト委員会等との連携を図り、基金を活
用した国際交流支援の具体案の検討。

３．予算　0円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
戦略計画委員会として創立５０周年に向けた中期的な

戦略や人生１００年時代に向け如何に健康で長生きする
か、またクラブの柱として奉仕に関しては、国際奉仕の
在り方にかんして中長期的なビジョンを立案し、今後の
広島中央ＲＣが益々繫栄するための長期的な活動に関し
て協議し実行に向けて考えます。

２．計画
①創立５０周年に向けクラブの中期計画を策定する。
②人生１００年時代に向けた健康維持に関し有益な情報発信
をし、今から行える健康維持の取り組みについて検討する。
③現在クラブ単独で行っている国際奉仕活動に関して長
期的に活動することについて有益な方法を考える。
④地区補助金事業に関して、マンネリしている状況に関
して中長期的な対策を検討する。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　がん（悪性新生物）は本邦死亡原因の第一位（1981年か
ら第一位を継続中）であり、2024年度の統計では死亡総
数384,111人で全死亡の23.9%を占めている。一方、がん
の診断を受ける総数は年間約100万人であり、生存率は上
昇しているものの、がん罹患の頻度は増加している。本
クラブでは10年以上にわたり、がん予防啓発推進に積極
的に取り組み、がん予防12か条プラス1が提案され、がん
検診率の増加とともに、予防啓発の成果が認められている。
2019年のデータから日本人男性が生涯のうちにがんと
診断される確率は65.5%（約3人に2人）、日本人女性は
51.2%（約2人に1人）と推計されている。2人に1人以上が
がんに罹患することを考えると、予防と同時にがんケア
も重要であり、検診による早期発見とともに、がん罹患
患者とその家族の包括的なケアの重要性が必要となる。
2025年7月に「NPO法人がんケアリングセンター広島」を
ボランティアとして立ち上げ、活動を開始した。2026年
6月に卓話としてセンターの紹介を行ったので、2026-27
年度は予防と同時にがんケアに焦点をあてた活動を行う。

２．計画
①がん予防ならびにがんケアリングに向けた意識調査
②がん予防、がんケアリング、健康寿命延伸に向けた卓
話の企画

３．予算
卓話・講演会講師料　10,000円
調査印刷費　　　　 10,000円
郵送費　　　　　　 10,000円　　　　合計　30,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

会員増強・職業分類

委員長　山野井　秀樹

会員増強・職業分類

委員長　大内　総一郎

ロータリー情報会員組織委員会

理事・委員長　西井　裕昭



１．方針
ロータリークラブの原点に踏まえ倫理的行動規範、職
業奉仕の考え方や取り組みを学び発信すると共に、ロー
タリー活動を通じて多くの笑顔が得られ人生に彩りが
添えられるようにするにはどうすれば良いかを考え実施
をしていきたい。

２．計画
①職業や生活のあらゆる場面で倫理的行動を実践するた
めの指針として「四つのテスト」「ロータリアンの行動
規範」を、毎月例会において唱和します。
②職業奉仕月間に職場訪問例会を実施
③プログラム委員会と連携し、職業スキルの向上に務め
るよう会員卓話の実施を図ります。
④職業奉仕の原点でもあります、健康保持のため健康診
断の斡旋を行います。
⑤会員の職業奉仕実践に貢献した優良従業員の募集・表
彰を行います。

３．予算
一般会計             70,000円
ニコニコ会計　100,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　会長方針「絆を深め、未来へつなぐ」を踏まえ、ロータ
リアンらしく奉仕活動に取り組みたいと思います。

２．計画
①8月6日、平和記念式典への参列者に対する「おもてなし
事業」を継続して行う。
②会員企業に協力を仰ぎ、献血支援活動を継続して行う。
③前年同様地区補助金を活用し、車いすソフトボール支
援団体に競技用のボール及びグローブ等を贈呈し、障
がい者スポーツの普及活動を支援する。

３．予算　300,000円（地区補助金は除く）

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」を基本に、
当クラブの独自性を生かした奉仕活動に取り組んで参り
ます。従来から取り組んでいる国際奉仕活動の継続とク
ラブ内や他クラブ・団体との交流、連携に取り組んで参
ります。
将来に向けて、皆さまと一緒に持続可能な国際奉仕の
形を考えていきたいと思っております。

２．計画
①古切手、書き損じはがき（未使用可）、外貨の収集
収集されたこれらは、「日本国際ボランティアセンター
（JVC）を通じて、現金化され、発展途上国の恵まれない
方々への原資とされています。このことを会員の皆さま
に周知し、理解と協力を求めていきます。
②国際奉仕、支援活動
将来に向けて、国際奉仕の取り組みについて理解を深め、
皆さまと一緒に持続可能な国際奉仕の形を考えていき
たいと思っております。可能であれば、委員会やアン
ケートで意見を募り、例会でフォーラムを開催してい
きます。
③地区補助金を活用した支援事業
将来に向けて、新たな支援事業を、他クラブの事例も
参考に、人間尊重・社会奉仕委員会と連携して検討し
てまいります。
④姉妹クラブ、他クラブとの連携、交流
台中西区RC、他クラブとの連携交流は、従来通り、進
めていきます。
地区委員会方針のとおり、韓国3690地区との交流促進、
国際大会（2027年5月バルセロナ）への参加促進を進め
ていきます。

３．予算　150,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
本年、当ロータリークラブは創立48周年を迎えます。
創立50周年まで2年となりました。創立50周年に向けて
会員増強委員会・ロータリー情報委員会と連携をして会
員拡大、並びに、退会防止につながる活動を展開してい
きます。

２．計画
①会員増強の純増3名を目指します。
②創立50周年に会員数75名を実現させる為の体制づくり
を行います。
③ファイヤーサイドミーティングを活用し、ロータリー
クラブを楽しんで頂ける環境をつくり、会員の退会防
止に努めます。
④研修セミナーを開催し、ロータリークラブへの理解、
基礎知識を深めて頂きます。通常であれば3年未満の会
員を対象としますが、コロナ禍で研修を受けられてい
ない近年入会者の方もいますので、本年度は、5年未満
を対象とします。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針を踏まえ、会員増強、退会防止に努め、各委
員会や同好会活動を通じて広島中央RCの魅力を発信し、
会員一丸となって創立50周年に向けて、委員会活動に努
めてまいります。

２．計画
①本年度純増3名を目指します。
②退会者が出ないようクラブの魅力発信と退会防止策に
注力していきます。
③入会候補者の例会招待、入会後のフォローアップに取
り組みます。
④創立50周年に75名の会員数に向け、クラブ会員と協力
し会員増強に取り組むための策を構築していきます。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」を踏まえて、
新会員には、５０周年に向けて活躍して頂けるようロー
タリー情報をしっかりと提供していきます。
また、入会５年未満の会員を対象としロータリーの知
識を楽しみながら深めて頂く場を設け、会員同士の親睦
も図れるようにしたいと思います。

２．計画
①入会予定者に対し、推薦者と共に会社訪問しロータリー
への理解を深めて頂くために面談・説明を行います。
②例会にゲストで来られた際は、スムーズな入会に向け
てロータリー情報の説明を行います。
③入会後も、ファイヤーサイドミーティングを開催し、
ロータリーの基礎知識を学んでいただくと共に、楽しく
ロータリー活動を出来る環境を創りたいと思います。
④コロナの影響で開催されていなかったため、入会５年
未満の会員を対象に、ロータリーの知識を深めるために、
研修会を開催します。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」を踏まえ、
奉仕活動を通じて、広島中央ロータリークラブや他クラ
ブとの絆を深めながら、未来へ続く活動になるよう取り
組んでまいります。
　また、平和都市広島の中で広島中央ロータリークラブ
らしい地域社会への奉仕活動を実施できるよう取り組ん
でまいります。

２．計画
(1)職業奉仕
①四つのテスト、ロータリアンの行動規範の毎月例会
において唱和
②職業奉仕月間に職場訪問例会を実施
③職業スキルの向上に務める会員卓話の実施
④健康診断の斡旋
⑤職業奉仕実践に貢献した優良従業員の募集・表彰

(2)人間尊重・社会奉仕
①8月6日、平和記念式典への参列者への「おもてなし
事業」を実施
②会員企業に協力を仰ぎ、献血支援活動の実施
③前年同様地区補助金を活用し、車いすソフトボール
支援団体に競技用のボール及びグローブ等を贈呈し、
障がい者スポーツの普及活動の支援

(3)国際奉仕委員会
①古切手、書き損じはがき（未使用可）、外貨の収集
②国際奉仕、支援活動
③地区補助金を活用した支援事業
④姉妹クラブ、他クラブとの連携、交流台中西区RC、
他クラブとの連携交流促進

(4)青少年奉仕・ローターアクト
①広島中央ローターアクトクラブで計画している事業
に積極的に参加し協力・支援
②ローターアクトクラブ例会・RYLAに参加、青少年奉
仕に効果的な活動について検討
③ローターアクトクラブへの理解・支援の促進
④ローターアクトクラブの会員増強

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
今年度は広島中央ローターアクトクラブから地区代表
を輩出いたします。円滑に運営できるよう連携し、意思
疎通を図りながら進めてまいります。また、会員増強は
もちろんアクトメンバーとも親睦を深めより良い活動が
できるよう支援して参ります。

２．計画
①今年度、広島中央ローターアクトクラブで計画してい
る事業に積極的に参加し協力・支援する。
②ローターアクトクラブ例会・RYLAに参加し、青少年奉
仕に効果的な活動について検討する。
③ローターアクトクラブを理解・支援してもらえるよう
努める。
④ローターアクトクラブの会員増強に努める。

３．予算
本会計　　　　100,000円
ニコニコ会計　700,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　宗正会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」に基づき、
「世界で良いことをしよう」という理念のもと設立された
ロータリー財団の主旨を会員の皆様に理解いただき、ご
協力頂けるよう取り組む。

２．計画
①米山月間・ロータリー財団月間でフォーラムを開催し、
ロータリー財団委員会の情報提供と理解促進を図る。
②ロータリー財団及び米山奨学会への寄付目標を達成する。
③奉仕プロジェクト委員会と協力して地区補助金事業の
計画立案を行う。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
(ア)会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」を念頭に
おいて活動する。

(イ)①「世界でよいことをしよう」という目的をもって設立
されたロータリー財団、及び、②母国と日本の架け橋
となり国際社会で活躍する留学生の援助を目的として
設立された米山記念奨学会の理解を深めてもらう。

２．計画
(ア)寄付目標
　　ａ　年次寄付150ドル/人
　　ｂ　ベネファクター1人/クラブ
　　ｃ　ポリオプラス30ドル/人
　　ｄ　米山基金16,000円/人
　　ｅ　米山学友会賛助会員　50％/クラブ会員
(イ)定例会の委員会報告
ａ ロータリー財団及び米山記念奨学会の情報を提供

する。ロータリー財団について、ポリオプラスを
はじめ世界でよいことをしている事例を紹介する。
また、グローバル補助金の獲得に向けて諸手続を
行うとともに、実際に補助金を獲得した他クラブ
の活動事例を報告する。

ｂ ロータリー財団室News、ハイライト米山の情報提
供をする。

ｃ 定期的に寄付先、寄付理由等を例会等で報告し、
会員に寄付に対する理解を得ることができるよう
にする。

(ウ)米山月間（10月5日）
ａ 比治山大学のダオ ティ ゴック リンさんの卓話

を行う。また、直近の米山記念奨学会の情報を提
供する。

　　ｂ　米山功労者の募集（1名）。
(エ)ロータリー財団月間（11月9日）
ａ 例年どおり、ポールハリスフェロー・マルチプル

ポールハリスフェロー認証促進運動を実施する。
5名を目標に協力要請を行う。

ｂ 財団に関する卓話（クラブフォーラム、ポリオの
説明、グローバル補助金の説明、財団ビデオ視聴
等）を行う。

(オ)グローバル補助金
新規のグローバル補助金獲得に向けてクラブで協議する。

(カ)地区補助金
奉仕プロジェクト委員会と協力して行う。

３．予算　60,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
「つながりを深め、発信するクラブへ」
デジタル基盤（ホームページやNAS）を最大限に活用し、
会員相互の親睦と、地域社会への分かりやすい情報発信
を継続します。活動の「楽しさ」を可視化することで、ク
ラブの魅力向上と退会防止・会員増強に寄与します。
※ＮＡＳ（データ保管用ハードディスク）

２．計画
① ホームページによるタイムリーな広報
例会や奉仕活動の様子を、鮮度の高いうちに公開します。
定型フォーマットを活用し、担当者の負担を抑えつつ、
活気ある活動状況を内外に伝えます。

② デジタル資産の蓄積と共有（NASの運用定着）
活動写真はNASへ速やかに保存する習慣を定着させま
す。これらをデジタル会報誌や、次年度以降の50周年
記念行事の資料として即座に活用できる体制を維持し
ます。

③ デジタル会報誌の継続発行
IT化の流れを継続し、デジタル会報誌を発行します。
必要部数の紙媒体併用も継続し、全会員への情報伝達
を確実に行います。

④ 外部メディア・公共機関への働きかけ
社会貢献活動など、ニュース性の高い事業については
積極的にプレスリリースを行い、地域におけるクラブ
の存在感を高めます。

⑤ マイロータリーの活用促進
新入会員を中心に登録をサポートし、ロータリーに関
する知識の習得や国際リテラシーの向上を支援します。

⑥ 50周年に向けた準備とリクルート支援
節目となる50周年に向けて、広報の立場から過去の記
録整理やPR動画の検討などを進めます。また、HP等を
通じて「入会したくなるクラブ」の雰囲気づくりを行い、
会員増強を後押しします。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
クラブやローターアクトクラブ活動実績について写真
を撮影し、ＨＰおよび会報誌に掲載することで、広島中央
ロータリ―クラブについて、クラブ内部メンバーのさら
なる結束を強め、また、潜在的な加入希望者をはじめと
するクラブ外部の方々に具体的なイメージを共有しても
らえるようにします。

２．計画
①委員会メンバーで順番を決め、ＨＰおよび会報誌用に写
真を撮影します。
②撮影した写真データを随時ＮＡＳ（データ保管用ハード
ディスク）に保存します。
③例会の様子、卓話講師や卓話の内容等、様々なクラブ
の活動をＨＰにタイムリーに掲載します（次年度から運
営会社が変更されるため、適宜打合せ、調整をしなが
ら進めます。）。あわせて、情報の正確性のチェックを
行います。
④ＭＹ  ＲＯＴＡＲＹへの登録を促進します。
⑤デジタル会報誌を引き続き作成し、数部紙媒体でも配
布します。
⑥クラブ５０周年についての取り組みを検討します。

３．予算
ＨＰ更新料                  132,000円　　　　　　　
ドメイン更新料             26,400円　　　　　     
月間システム管理料　636,600円　　        　
会報誌作成料              594,000円
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
合計  　　　　　　 1,389,000円　

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　２０２６－２７年度の会長方針「絆を深め、未来へつなぐ」
の基、クラブ管理運営委員会では、各委員会と緊密に連携し、
会員相互の親睦を深めながら、会員の皆様にとって効果的で
魅力あるクラブ運営となるよう努めてまいります。
　各委員会の方針・計画の概要は以下のとおりです。

２．計画
親睦委員会では、「参加して楽しい、また来たくなる親
睦」をテーマに、幅広い世代の会員が楽しめる魅力ある
親睦行事の企画・運営、新入会員の早期定着支援、例会
での交流促進を行います。年間を通じて夜間例会等を実
施します。
プログラム委員会では、月間テーマに沿った卓話を企
画するとともに、ロータリーの原点「人と人のつながり」
をベースに職業・世代を超えて相互理解が深まる内容の
卓話を実施します。また、会員卓話も積極的に取り入れ、
会員同士の絆を深めます。
Ｓ．Ａ．Ａ・出席委員会では、例会をはじめ全ての会議が
楽しく秩序正しく運営されるよう設営・監督します。出
席率１００％を目指し、欠席連絡の徹底とメークアップ
確認を行います。
会計委員会では、理事・役員と収入支出の見込額及び
執行状況に関する情報を共有し、連携しながら予算編成
及び執行状況の管理に取り組みます。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
S.A.A（会場監督）として、例会をはじめ、すべての会議
が楽しく、秩序正しく運営されるよう、常に心を配り、気
品と風紀を守り、会合がその使命を発揮できるように設営、
監督する責任感を持ち、会長・幹事・各委員長とのコミュ
ニケーションを図りながら人と人とのつながりを大切にす
る例会等の円滑な運営をサポートして参ります。
また、ニコニコ箱においても会員、家族、事業などの慶
び事、お祝い事をニコニコしながら披露し、慶びを分かち
合い、また失敗したり、迷惑をかけた時もユーモアたっぷ
りに苦笑し、例会を賑わせられるような投稿をして頂ける
よう推奨して参ります。
出席委員として、例会への毎回の出席は大変ではありま
すが、例会への出席はロータリアンにとって最小限の奉仕
と言われており、出席することで親睦が得られ、奉仕の理

想が高められると考えます。各委員会とも連携をし、皆様
が「また、出席したい！」と思っていただけるような例会
作りを目指していきます。

２．計画
①出席率１００％を常に目指します。
②欠席等の連絡は徹底して頂けるよう周知し、メークアッ
プの予定を確認するようにします。
③会員の皆様とのコミュニケーションを大切にできるよ
う、例会案内、ニコニコ投稿のお願いを例会がある日
は必ずしていきます。
④第２月曜日と第４月曜日の昼食をビュッフェにします。
⑤半年に1回、会員同士の交流促進のための席決めのくじ
引きを行います。

３．予算　150,000円　

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
次年度親睦委員長を拝命し、会員の皆さまがより親し
みを感じ、参加しやすいクラブ運営に寄与できるよう努
めてまいります。ロータリーの基本である「親睦と奉仕」
を中心に、会員同士の交流促進とクラブ活性化を図るこ
とを本委員会の使命といたします。
　そこで、次年度は「参加して楽しい、また来たくなる親
睦」そして、会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」
をテーマに、クラブ全体の活力向上につながる施策を進
めます。

【重点方針】
①未来へつなぐ、魅力ある親睦行事の企画・運営
幅広い世代の会員が楽しめるイベントづくりを行い、
家族参加型行事も充実させます。
②新入会員の早期定着支援
歓迎会や紹介プログラムを実施し、クラブに馴染みや
すい環境を整えます。
③絆を深める、例会での交流促進
会員紹介の場や、小さな交流企画を取り入れ、「例会に
行く楽しみ」をつくります。
④透明性のある委員会運営
年間計画を明確にし、迅速な情報共有と円滑な運営を
徹底します。

広島中央ロータリークラブは、互いを大切にする温か
いクラブです。
その雰囲気を次年度さらに高め、“集まることが楽しみ
になるクラブ”を目指してまいります。

本年度が会員の皆さまにとって楽しく充実した一年と
なるよう、委員会一同、全力で取り組んでまいります。
会員の皆さまのご理解とご協力を賜りますようお願い
申し上げます。

２．計画
①　７月２５日（土曜日）
　納涼（花火大会）・家族夜間例会　　（プリンス）
②１０月１９日（月曜日）
　３ＲＣ合同夜間例会　　　　　　　 （ＡＮＡ）
③１１月３０日（月曜日）
　創立４８周年・記念夜間例会　　　 （プリンス）
④１２月１９日（土曜日）
　クリスマス・家族夜間例会　  （プリンス）
⑤　３月２９日（月曜日）
　春うらら・花見夜間例会 （ＢＢＱ）
⑥　５月～６月頃
　カープ観戦・夜間例会 （ＭＡＺＤＡ）
⑦　６月２１日（月曜日）
　年度末・最終夜間例会（点鐘引継）（プリンス）
　適宜開催　　　新入会員歓迎例会・各種慰労会
　　※プリンス  ： グランドプリンスホテル広島
　　※ＡＮＡ     ： ＡＮＡクラウンプラザホテル広島
※ＭＡＺＤＡ  ：  ＭＡＺＤＡ ZOOM-ZOOMスタジアム広島

　　※ＢＢＱ　  ：ＴＨＥ ＢＢＱ ＧＡＲＤＥＮ ｉｎ ＨＩＲＯＳＨＩＭＡ

３．予算
①夜間例会・家族会等　補助費用　4,500,000円
②会員記念日等　補助費用　　　　 700,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
クラブ会長方針でもあります「絆を深め、未来へつな

ぐ」に基づき、ロータリークラブ内外から卓話講師を積
極的に招致することで、会員同士の相互理解を深め、新
たな知見を得られるよう魅力ある卓話時間にしたいと思
います。
また卓話の講師を招致するにあたり、ロータリーの原

点である「人と人のつながり」をベースに職業や世代を
超えてお互いが理解し、絆が深まる内容の卓話をお願い
しようと考えています。

２．計画
・月間テーマに沿った卓話になるような講師の招致。
・クラブ内の会員同士の相互理解を深め絆が深まるように
会員卓話も積極的に取り入れる。

３．予算　320,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　会計委員はもとより、理事・役員にも収入支出の見込額
及び執行状況に関する情報を共有していただき、連携しな
がら、予算編成及び執行状況の管理に取り組みます。

２．計画
各理事・委員長より、過去の実績を参考にしながら、
今年度の事業計画に即した予算を立てていただき、クラ
ブ全体の収支状況等も勘案して、予算編成を行いたいと
考えております。
また、予算執行の管理につきましては、会員数の増減
や物価上昇等の諸要因も勘案し、必要適切な見直しを行
いながら、健全な財務運営が図られるようにしたいと考
えております。

３．予算　0円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
当委員会は、国際交流を通じてクラブの親睦と国際理
解の促進を図ることを目的とし、当基金は創立10周年記
念事業として設立され、国際交流支援の基盤として一定
の役割を果たしてまいりました。
一方、近年の金融環境の変化により従来の運用では十
分な成果を得ることが難しく、基金の在り方の見直しが
求められております。
　今後は創立50周年を見据え、基金の意義と役割を整理し、
持続可能な制度となるよう運用方法の見直しおよび規約
の整理・改正の検討を進めてまいりたいと思います。

２．計画
①創立50周年を見据え、時代に即した基金の運用方法の
在り方、規約の整理および改正等、制度整備の検討。
②奉仕プロジェクト委員会等との連携を図り、基金を活
用した国際交流支援の具体案の検討。

３．予算　0円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
戦略計画委員会として創立５０周年に向けた中期的な
戦略や人生１００年時代に向け如何に健康で長生きする
か、またクラブの柱として奉仕に関しては、国際奉仕の
在り方にかんして中長期的なビジョンを立案し、今後の
広島中央ＲＣが益々繫栄するための長期的な活動に関し
て協議し実行に向けて考えます。

２．計画
①創立５０周年に向けクラブの中期計画を策定する。
②人生１００年時代に向けた健康維持に関し有益な情報発信
をし、今から行える健康維持の取り組みについて検討する。
③現在クラブ単独で行っている国際奉仕活動に関して長
期的に活動することについて有益な方法を考える。
④地区補助金事業に関して、マンネリしている状況に関
して中長期的な対策を検討する。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　がん（悪性新生物）は本邦死亡原因の第一位（1981年か
ら第一位を継続中）であり、2024年度の統計では死亡総
数384,111人で全死亡の23.9%を占めている。一方、がん
の診断を受ける総数は年間約100万人であり、生存率は上
昇しているものの、がん罹患の頻度は増加している。本
クラブでは10年以上にわたり、がん予防啓発推進に積極
的に取り組み、がん予防12か条プラス1が提案され、がん
検診率の増加とともに、予防啓発の成果が認められている。
2019年のデータから日本人男性が生涯のうちにがんと
診断される確率は65.5%（約3人に2人）、日本人女性は
51.2%（約2人に1人）と推計されている。2人に1人以上が
がんに罹患することを考えると、予防と同時にがんケア
も重要であり、検診による早期発見とともに、がん罹患
患者とその家族の包括的なケアの重要性が必要となる。
2025年7月に「NPO法人がんケアリングセンター広島」を
ボランティアとして立ち上げ、活動を開始した。2026年
6月に卓話としてセンターの紹介を行ったので、2026-27
年度は予防と同時にがんケアに焦点をあてた活動を行う。

２．計画
①がん予防ならびにがんケアリングに向けた意識調査
②がん予防、がんケアリング、健康寿命延伸に向けた卓
話の企画

３．予算
卓話・講演会講師料　10,000円
調査印刷費　　　　 10,000円
郵送費　　　　　　 10,000円　　　　合計　30,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

奉仕プロジェクト委員会

理事・委員長　光村　圭介

委員長　新宮　且識

人間尊重・社会奉仕

委員長　宮下　佳昌

職業奉仕



１．方針
ロータリークラブの原点に踏まえ倫理的行動規範、職
業奉仕の考え方や取り組みを学び発信すると共に、ロー
タリー活動を通じて多くの笑顔が得られ人生に彩りが
添えられるようにするにはどうすれば良いかを考え実施
をしていきたい。

２．計画
①職業や生活のあらゆる場面で倫理的行動を実践するた
めの指針として「四つのテスト」「ロータリアンの行動
規範」を、毎月例会において唱和します。
②職業奉仕月間に職場訪問例会を実施
③プログラム委員会と連携し、職業スキルの向上に務め
るよう会員卓話の実施を図ります。
④職業奉仕の原点でもあります、健康保持のため健康診
断の斡旋を行います。
⑤会員の職業奉仕実践に貢献した優良従業員の募集・表
彰を行います。

３．予算
一般会計             70,000円
ニコニコ会計　100,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　会長方針「絆を深め、未来へつなぐ」を踏まえ、ロータ
リアンらしく奉仕活動に取り組みたいと思います。

２．計画
①8月6日、平和記念式典への参列者に対する「おもてなし
事業」を継続して行う。
②会員企業に協力を仰ぎ、献血支援活動を継続して行う。
③前年同様地区補助金を活用し、車いすソフトボール支
援団体に競技用のボール及びグローブ等を贈呈し、障
がい者スポーツの普及活動を支援する。

３．予算　300,000円（地区補助金は除く）

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」を基本に、
当クラブの独自性を生かした奉仕活動に取り組んで参り
ます。従来から取り組んでいる国際奉仕活動の継続とク
ラブ内や他クラブ・団体との交流、連携に取り組んで参
ります。
将来に向けて、皆さまと一緒に持続可能な国際奉仕の
形を考えていきたいと思っております。

２．計画
①古切手、書き損じはがき（未使用可）、外貨の収集
収集されたこれらは、「日本国際ボランティアセンター
（JVC）を通じて、現金化され、発展途上国の恵まれない
方々への原資とされています。このことを会員の皆さま
に周知し、理解と協力を求めていきます。
②国際奉仕、支援活動
将来に向けて、国際奉仕の取り組みについて理解を深め、
皆さまと一緒に持続可能な国際奉仕の形を考えていき
たいと思っております。可能であれば、委員会やアン
ケートで意見を募り、例会でフォーラムを開催してい
きます。
③地区補助金を活用した支援事業
将来に向けて、新たな支援事業を、他クラブの事例も
参考に、人間尊重・社会奉仕委員会と連携して検討し
てまいります。
④姉妹クラブ、他クラブとの連携、交流
台中西区RC、他クラブとの連携交流は、従来通り、進
めていきます。
地区委員会方針のとおり、韓国3690地区との交流促進、
国際大会（2027年5月バルセロナ）への参加促進を進め
ていきます。

３．予算　150,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
本年、当ロータリークラブは創立48周年を迎えます。
創立50周年まで2年となりました。創立50周年に向けて
会員増強委員会・ロータリー情報委員会と連携をして会
員拡大、並びに、退会防止につながる活動を展開してい
きます。

２．計画
①会員増強の純増3名を目指します。
②創立50周年に会員数75名を実現させる為の体制づくり
を行います。
③ファイヤーサイドミーティングを活用し、ロータリー
クラブを楽しんで頂ける環境をつくり、会員の退会防
止に努めます。
④研修セミナーを開催し、ロータリークラブへの理解、
基礎知識を深めて頂きます。通常であれば3年未満の会
員を対象としますが、コロナ禍で研修を受けられてい
ない近年入会者の方もいますので、本年度は、5年未満
を対象とします。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針を踏まえ、会員増強、退会防止に努め、各委
員会や同好会活動を通じて広島中央RCの魅力を発信し、
会員一丸となって創立50周年に向けて、委員会活動に努
めてまいります。

２．計画
①本年度純増3名を目指します。
②退会者が出ないようクラブの魅力発信と退会防止策に
注力していきます。
③入会候補者の例会招待、入会後のフォローアップに取
り組みます。
④創立50周年に75名の会員数に向け、クラブ会員と協力
し会員増強に取り組むための策を構築していきます。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」を踏まえて、
新会員には、５０周年に向けて活躍して頂けるようロー
タリー情報をしっかりと提供していきます。
また、入会５年未満の会員を対象としロータリーの知
識を楽しみながら深めて頂く場を設け、会員同士の親睦
も図れるようにしたいと思います。

２．計画
①入会予定者に対し、推薦者と共に会社訪問しロータリー
への理解を深めて頂くために面談・説明を行います。
②例会にゲストで来られた際は、スムーズな入会に向け
てロータリー情報の説明を行います。
③入会後も、ファイヤーサイドミーティングを開催し、
ロータリーの基礎知識を学んでいただくと共に、楽しく
ロータリー活動を出来る環境を創りたいと思います。
④コロナの影響で開催されていなかったため、入会５年
未満の会員を対象に、ロータリーの知識を深めるために、
研修会を開催します。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」を踏まえ、
奉仕活動を通じて、広島中央ロータリークラブや他クラ
ブとの絆を深めながら、未来へ続く活動になるよう取り
組んでまいります。
また、平和都市広島の中で広島中央ロータリークラブ
らしい地域社会への奉仕活動を実施できるよう取り組ん
でまいります。

２．計画
(1)職業奉仕
①四つのテスト、ロータリアンの行動規範の毎月例会
において唱和
②職業奉仕月間に職場訪問例会を実施
③職業スキルの向上に務める会員卓話の実施
④健康診断の斡旋
⑤職業奉仕実践に貢献した優良従業員の募集・表彰

(2)人間尊重・社会奉仕
①8月6日、平和記念式典への参列者への「おもてなし
事業」を実施
②会員企業に協力を仰ぎ、献血支援活動の実施
③前年同様地区補助金を活用し、車いすソフトボール
支援団体に競技用のボール及びグローブ等を贈呈し、
障がい者スポーツの普及活動の支援

(3)国際奉仕委員会
①古切手、書き損じはがき（未使用可）、外貨の収集
②国際奉仕、支援活動
③地区補助金を活用した支援事業
④姉妹クラブ、他クラブとの連携、交流台中西区RC、
他クラブとの連携交流促進

(4)青少年奉仕・ローターアクト
①広島中央ローターアクトクラブで計画している事業
に積極的に参加し協力・支援
②ローターアクトクラブ例会・RYLAに参加、青少年奉
仕に効果的な活動について検討
③ローターアクトクラブへの理解・支援の促進
④ローターアクトクラブの会員増強

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
今年度は広島中央ローターアクトクラブから地区代表
を輩出いたします。円滑に運営できるよう連携し、意思
疎通を図りながら進めてまいります。また、会員増強は
もちろんアクトメンバーとも親睦を深めより良い活動が
できるよう支援して参ります。

２．計画
①今年度、広島中央ローターアクトクラブで計画してい
る事業に積極的に参加し協力・支援する。
②ローターアクトクラブ例会・RYLAに参加し、青少年奉
仕に効果的な活動について検討する。
③ローターアクトクラブを理解・支援してもらえるよう
努める。
④ローターアクトクラブの会員増強に努める。

３．予算
本会計　　　　100,000円
ニコニコ会計　700,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　宗正会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」に基づき、
「世界で良いことをしよう」という理念のもと設立された
ロータリー財団の主旨を会員の皆様に理解いただき、ご
協力頂けるよう取り組む。

２．計画
①米山月間・ロータリー財団月間でフォーラムを開催し、
ロータリー財団委員会の情報提供と理解促進を図る。
②ロータリー財団及び米山奨学会への寄付目標を達成する。
③奉仕プロジェクト委員会と協力して地区補助金事業の
計画立案を行う。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
(ア)会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」を念頭に
おいて活動する。

(イ)①「世界でよいことをしよう」という目的をもって設立
されたロータリー財団、及び、②母国と日本の架け橋
となり国際社会で活躍する留学生の援助を目的として
設立された米山記念奨学会の理解を深めてもらう。

２．計画
(ア)寄付目標
　　ａ　年次寄付150ドル/人
　　ｂ　ベネファクター1人/クラブ
　　ｃ　ポリオプラス30ドル/人
　　ｄ　米山基金16,000円/人
　　ｅ　米山学友会賛助会員　50％/クラブ会員
(イ)定例会の委員会報告
ａ ロータリー財団及び米山記念奨学会の情報を提供

する。ロータリー財団について、ポリオプラスを
はじめ世界でよいことをしている事例を紹介する。
また、グローバル補助金の獲得に向けて諸手続を
行うとともに、実際に補助金を獲得した他クラブ
の活動事例を報告する。

ｂ ロータリー財団室News、ハイライト米山の情報提
供をする。

ｃ 定期的に寄付先、寄付理由等を例会等で報告し、
会員に寄付に対する理解を得ることができるよう
にする。

(ウ)米山月間（10月5日）
ａ 比治山大学のダオ ティ ゴック リンさんの卓話

を行う。また、直近の米山記念奨学会の情報を提
供する。

　　ｂ　米山功労者の募集（1名）。
(エ)ロータリー財団月間（11月9日）
ａ 例年どおり、ポールハリスフェロー・マルチプル

ポールハリスフェロー認証促進運動を実施する。
5名を目標に協力要請を行う。

ｂ 財団に関する卓話（クラブフォーラム、ポリオの
説明、グローバル補助金の説明、財団ビデオ視聴
等）を行う。

(オ)グローバル補助金
新規のグローバル補助金獲得に向けてクラブで協議する。

(カ)地区補助金
奉仕プロジェクト委員会と協力して行う。

３．予算　60,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
「つながりを深め、発信するクラブへ」
デジタル基盤（ホームページやNAS）を最大限に活用し、
会員相互の親睦と、地域社会への分かりやすい情報発信
を継続します。活動の「楽しさ」を可視化することで、ク
ラブの魅力向上と退会防止・会員増強に寄与します。
※ＮＡＳ（データ保管用ハードディスク）

２．計画
① ホームページによるタイムリーな広報
例会や奉仕活動の様子を、鮮度の高いうちに公開します。
定型フォーマットを活用し、担当者の負担を抑えつつ、
活気ある活動状況を内外に伝えます。

② デジタル資産の蓄積と共有（NASの運用定着）
活動写真はNASへ速やかに保存する習慣を定着させま
す。これらをデジタル会報誌や、次年度以降の50周年
記念行事の資料として即座に活用できる体制を維持し
ます。

③ デジタル会報誌の継続発行
IT化の流れを継続し、デジタル会報誌を発行します。
必要部数の紙媒体併用も継続し、全会員への情報伝達
を確実に行います。

④ 外部メディア・公共機関への働きかけ
社会貢献活動など、ニュース性の高い事業については
積極的にプレスリリースを行い、地域におけるクラブ
の存在感を高めます。

⑤ マイロータリーの活用促進
新入会員を中心に登録をサポートし、ロータリーに関
する知識の習得や国際リテラシーの向上を支援します。

⑥ 50周年に向けた準備とリクルート支援
節目となる50周年に向けて、広報の立場から過去の記
録整理やPR動画の検討などを進めます。また、HP等を
通じて「入会したくなるクラブ」の雰囲気づくりを行い、
会員増強を後押しします。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
クラブやローターアクトクラブ活動実績について写真
を撮影し、ＨＰおよび会報誌に掲載することで、広島中央
ロータリ―クラブについて、クラブ内部メンバーのさら
なる結束を強め、また、潜在的な加入希望者をはじめと
するクラブ外部の方々に具体的なイメージを共有しても
らえるようにします。

２．計画
①委員会メンバーで順番を決め、ＨＰおよび会報誌用に写
真を撮影します。
②撮影した写真データを随時ＮＡＳ（データ保管用ハード
ディスク）に保存します。
③例会の様子、卓話講師や卓話の内容等、様々なクラブ
の活動をＨＰにタイムリーに掲載します（次年度から運
営会社が変更されるため、適宜打合せ、調整をしなが
ら進めます。）。あわせて、情報の正確性のチェックを
行います。
④ＭＹ  ＲＯＴＡＲＹへの登録を促進します。
⑤デジタル会報誌を引き続き作成し、数部紙媒体でも配
布します。
⑥クラブ５０周年についての取り組みを検討します。

３．予算
ＨＰ更新料                  132,000円　　　　　　　
ドメイン更新料             26,400円　　　　　     
月間システム管理料　636,600円　　        　
会報誌作成料              594,000円
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
合計  　　　　　　 1,389,000円　

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　２０２６－２７年度の会長方針「絆を深め、未来へつなぐ」
の基、クラブ管理運営委員会では、各委員会と緊密に連携し、
会員相互の親睦を深めながら、会員の皆様にとって効果的で
魅力あるクラブ運営となるよう努めてまいります。
　各委員会の方針・計画の概要は以下のとおりです。

２．計画
親睦委員会では、「参加して楽しい、また来たくなる親
睦」をテーマに、幅広い世代の会員が楽しめる魅力ある
親睦行事の企画・運営、新入会員の早期定着支援、例会
での交流促進を行います。年間を通じて夜間例会等を実
施します。
プログラム委員会では、月間テーマに沿った卓話を企
画するとともに、ロータリーの原点「人と人のつながり」
をベースに職業・世代を超えて相互理解が深まる内容の
卓話を実施します。また、会員卓話も積極的に取り入れ、
会員同士の絆を深めます。
Ｓ．Ａ．Ａ・出席委員会では、例会をはじめ全ての会議が
楽しく秩序正しく運営されるよう設営・監督します。出
席率１００％を目指し、欠席連絡の徹底とメークアップ
確認を行います。
会計委員会では、理事・役員と収入支出の見込額及び
執行状況に関する情報を共有し、連携しながら予算編成
及び執行状況の管理に取り組みます。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
S.A.A（会場監督）として、例会をはじめ、すべての会議
が楽しく、秩序正しく運営されるよう、常に心を配り、気
品と風紀を守り、会合がその使命を発揮できるように設営、
監督する責任感を持ち、会長・幹事・各委員長とのコミュ
ニケーションを図りながら人と人とのつながりを大切にす
る例会等の円滑な運営をサポートして参ります。
また、ニコニコ箱においても会員、家族、事業などの慶
び事、お祝い事をニコニコしながら披露し、慶びを分かち
合い、また失敗したり、迷惑をかけた時もユーモアたっぷ
りに苦笑し、例会を賑わせられるような投稿をして頂ける
よう推奨して参ります。
出席委員として、例会への毎回の出席は大変ではありま
すが、例会への出席はロータリアンにとって最小限の奉仕
と言われており、出席することで親睦が得られ、奉仕の理

想が高められると考えます。各委員会とも連携をし、皆様
が「また、出席したい！」と思っていただけるような例会
作りを目指していきます。

２．計画
①出席率１００％を常に目指します。
②欠席等の連絡は徹底して頂けるよう周知し、メークアッ
プの予定を確認するようにします。
③会員の皆様とのコミュニケーションを大切にできるよ
う、例会案内、ニコニコ投稿のお願いを例会がある日
は必ずしていきます。
④第２月曜日と第４月曜日の昼食をビュッフェにします。
⑤半年に1回、会員同士の交流促進のための席決めのくじ
引きを行います。

３．予算　150,000円　

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
次年度親睦委員長を拝命し、会員の皆さまがより親し
みを感じ、参加しやすいクラブ運営に寄与できるよう努
めてまいります。ロータリーの基本である「親睦と奉仕」
を中心に、会員同士の交流促進とクラブ活性化を図るこ
とを本委員会の使命といたします。
　そこで、次年度は「参加して楽しい、また来たくなる親
睦」そして、会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」
をテーマに、クラブ全体の活力向上につながる施策を進
めます。

【重点方針】
①未来へつなぐ、魅力ある親睦行事の企画・運営
幅広い世代の会員が楽しめるイベントづくりを行い、
家族参加型行事も充実させます。
②新入会員の早期定着支援
歓迎会や紹介プログラムを実施し、クラブに馴染みや
すい環境を整えます。
③絆を深める、例会での交流促進
会員紹介の場や、小さな交流企画を取り入れ、「例会に
行く楽しみ」をつくります。
④透明性のある委員会運営
年間計画を明確にし、迅速な情報共有と円滑な運営を
徹底します。

広島中央ロータリークラブは、互いを大切にする温か
いクラブです。
その雰囲気を次年度さらに高め、“集まることが楽しみ
になるクラブ”を目指してまいります。

本年度が会員の皆さまにとって楽しく充実した一年と
なるよう、委員会一同、全力で取り組んでまいります。
会員の皆さまのご理解とご協力を賜りますようお願い
申し上げます。

２．計画
①　７月２５日（土曜日）
　納涼（花火大会）・家族夜間例会　　（プリンス）
②１０月１９日（月曜日）
　３ＲＣ合同夜間例会　　　　　　　 （ＡＮＡ）
③１１月３０日（月曜日）
　創立４８周年・記念夜間例会　　　 （プリンス）
④１２月１９日（土曜日）
　クリスマス・家族夜間例会　  （プリンス）
⑤　３月２９日（月曜日）
　春うらら・花見夜間例会 （ＢＢＱ）
⑥　５月～６月頃
　カープ観戦・夜間例会 （ＭＡＺＤＡ）
⑦　６月２１日（月曜日）
　年度末・最終夜間例会（点鐘引継）（プリンス）
　適宜開催　　　新入会員歓迎例会・各種慰労会
　　※プリンス  ： グランドプリンスホテル広島
　　※ＡＮＡ     ： ＡＮＡクラウンプラザホテル広島
※ＭＡＺＤＡ  ：  ＭＡＺＤＡ ZOOM-ZOOMスタジアム広島

　　※ＢＢＱ　  ：ＴＨＥ ＢＢＱ ＧＡＲＤＥＮ ｉｎ ＨＩＲＯＳＨＩＭＡ

３．予算
①夜間例会・家族会等　補助費用　4,500,000円
②会員記念日等　補助費用　　　　 700,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
クラブ会長方針でもあります「絆を深め、未来へつな

ぐ」に基づき、ロータリークラブ内外から卓話講師を積
極的に招致することで、会員同士の相互理解を深め、新
たな知見を得られるよう魅力ある卓話時間にしたいと思
います。
また卓話の講師を招致するにあたり、ロータリーの原

点である「人と人のつながり」をベースに職業や世代を
超えてお互いが理解し、絆が深まる内容の卓話をお願い
しようと考えています。

２．計画
・月間テーマに沿った卓話になるような講師の招致。
・クラブ内の会員同士の相互理解を深め絆が深まるように
会員卓話も積極的に取り入れる。

３．予算　320,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　会計委員はもとより、理事・役員にも収入支出の見込額
及び執行状況に関する情報を共有していただき、連携しな
がら、予算編成及び執行状況の管理に取り組みます。

２．計画
各理事・委員長より、過去の実績を参考にしながら、
今年度の事業計画に即した予算を立てていただき、クラ
ブ全体の収支状況等も勘案して、予算編成を行いたいと
考えております。
また、予算執行の管理につきましては、会員数の増減
や物価上昇等の諸要因も勘案し、必要適切な見直しを行
いながら、健全な財務運営が図られるようにしたいと考
えております。

３．予算　0円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
当委員会は、国際交流を通じてクラブの親睦と国際理
解の促進を図ることを目的とし、当基金は創立10周年記
念事業として設立され、国際交流支援の基盤として一定
の役割を果たしてまいりました。
一方、近年の金融環境の変化により従来の運用では十
分な成果を得ることが難しく、基金の在り方の見直しが
求められております。
　今後は創立50周年を見据え、基金の意義と役割を整理し、
持続可能な制度となるよう運用方法の見直しおよび規約
の整理・改正の検討を進めてまいりたいと思います。

２．計画
①創立50周年を見据え、時代に即した基金の運用方法の
在り方、規約の整理および改正等、制度整備の検討。
②奉仕プロジェクト委員会等との連携を図り、基金を活
用した国際交流支援の具体案の検討。

３．予算　0円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
戦略計画委員会として創立５０周年に向けた中期的な
戦略や人生１００年時代に向け如何に健康で長生きする
か、またクラブの柱として奉仕に関しては、国際奉仕の
在り方にかんして中長期的なビジョンを立案し、今後の
広島中央ＲＣが益々繫栄するための長期的な活動に関し
て協議し実行に向けて考えます。

２．計画
①創立５０周年に向けクラブの中期計画を策定する。
②人生１００年時代に向けた健康維持に関し有益な情報発信
をし、今から行える健康維持の取り組みについて検討する。
③現在クラブ単独で行っている国際奉仕活動に関して長
期的に活動することについて有益な方法を考える。
④地区補助金事業に関して、マンネリしている状況に関
して中長期的な対策を検討する。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　がん（悪性新生物）は本邦死亡原因の第一位（1981年か
ら第一位を継続中）であり、2024年度の統計では死亡総
数384,111人で全死亡の23.9%を占めている。一方、がん
の診断を受ける総数は年間約100万人であり、生存率は上
昇しているものの、がん罹患の頻度は増加している。本
クラブでは10年以上にわたり、がん予防啓発推進に積極
的に取り組み、がん予防12か条プラス1が提案され、がん
検診率の増加とともに、予防啓発の成果が認められている。
2019年のデータから日本人男性が生涯のうちにがんと
診断される確率は65.5%（約3人に2人）、日本人女性は
51.2%（約2人に1人）と推計されている。2人に1人以上が
がんに罹患することを考えると、予防と同時にがんケア
も重要であり、検診による早期発見とともに、がん罹患
患者とその家族の包括的なケアの重要性が必要となる。
2025年7月に「NPO法人がんケアリングセンター広島」を
ボランティアとして立ち上げ、活動を開始した。2026年
6月に卓話としてセンターの紹介を行ったので、2026-27
年度は予防と同時にがんケアに焦点をあてた活動を行う。

２．計画
①がん予防ならびにがんケアリングに向けた意識調査
②がん予防、がんケアリング、健康寿命延伸に向けた卓
話の企画

３．予算
卓話・講演会講師料　10,000円
調査印刷費　　　　 10,000円
郵送費　　　　　　 10,000円　　　　合計　30,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

奉仕プロジェクト委員会

理事・委員長　光村　圭介

委員長　新宮 且識

人間尊重・社会奉仕

委員長　宮下　佳昌

職業奉仕

１．方針
ロータリークラブの原点に踏まえ倫理的行動規範、職
業奉仕の考え方や取り組みを学び発信すると共に、ロー
タリー活動を通じて多くの笑顔が得られ人生に彩りが
添えられるようにするにはどうすれば良いかを考え実施
をしていきたい。

２．計画
①職業や生活のあらゆる場面で倫理的行動を実践するた
めの指針として「四つのテスト」「ロータリアンの行動
規範」を、毎月例会において唱和します。
②職業奉仕月間に職場訪問例会を実施
③プログラム委員会と連携し、職業スキルの向上に務め
るよう会員卓話の実施を図ります。
④職業奉仕の原点でもあります、健康保持のため健康診
断の斡旋を行います。
⑤会員の職業奉仕実践に貢献した優良従業員の募集・表
彰を行います。

３．予算
一般会計             70,000円
ニコニコ会計　100,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　会長方針「絆を深め、未来へつなぐ」を踏まえ、ロータ
リアンらしく奉仕活動に取り組みたいと思います。

２．計画
①8月6日、平和記念式典への参列者に対する「おもてなし
事業」を継続して行う。
②会員企業に協力を仰ぎ、献血支援活動を継続して行う。
③前年同様地区補助金を活用し、車いすソフトボール支
援団体に競技用のボール及びグローブ等を贈呈し、障
がい者スポーツの普及活動を支援する。

３．予算　300,000円（地区補助金は除く）

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」を基本に、
当クラブの独自性を生かした奉仕活動に取り組んで参り
ます。従来から取り組んでいる国際奉仕活動の継続とク
ラブ内や他クラブ・団体との交流、連携に取り組んで参
ります。
　将来に向けて、皆さまと一緒に持続可能な国際奉仕の
形を考えていきたいと思っております。

２．計画
①古切手、書き損じはがき（未使用可）、外貨の収集
収集されたこれらは、「日本国際ボランティアセンター
（JVC）を通じて、現金化され、発展途上国の恵まれない
方々への原資とされています。このことを会員の皆さま
に周知し、理解と協力を求めていきます。
②国際奉仕、支援活動
将来に向けて、国際奉仕の取り組みについて理解を深め、
皆さまと一緒に持続可能な国際奉仕の形を考えていき
たいと思っております。可能であれば、委員会やアン
ケートで意見を募り、例会でフォーラムを開催してい
きます。
③地区補助金を活用した支援事業
将来に向けて、新たな支援事業を、他クラブの事例も
参考に、人間尊重・社会奉仕委員会と連携して検討し
てまいります。
④姉妹クラブ、他クラブとの連携、交流
台中西区RC、他クラブとの連携交流は、従来通り、進
めていきます。
地区委員会方針のとおり、韓国3690地区との交流促進、
国際大会（2027年5月バルセロナ）への参加促進を進め
ていきます。

３．予算　150,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
本年、当ロータリークラブは創立48周年を迎えます。
創立50周年まで2年となりました。創立50周年に向けて
会員増強委員会・ロータリー情報委員会と連携をして会
員拡大、並びに、退会防止につながる活動を展開してい
きます。

２．計画
①会員増強の純増3名を目指します。
②創立50周年に会員数75名を実現させる為の体制づくり
を行います。
③ファイヤーサイドミーティングを活用し、ロータリー
クラブを楽しんで頂ける環境をつくり、会員の退会防
止に努めます。
④研修セミナーを開催し、ロータリークラブへの理解、
基礎知識を深めて頂きます。通常であれば3年未満の会
員を対象としますが、コロナ禍で研修を受けられてい
ない近年入会者の方もいますので、本年度は、5年未満
を対象とします。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針を踏まえ、会員増強、退会防止に努め、各委
員会や同好会活動を通じて広島中央RCの魅力を発信し、
会員一丸となって創立50周年に向けて、委員会活動に努
めてまいります。

２．計画
①本年度純増3名を目指します。
②退会者が出ないようクラブの魅力発信と退会防止策に
注力していきます。
③入会候補者の例会招待、入会後のフォローアップに取
り組みます。
④創立50周年に75名の会員数に向け、クラブ会員と協力
し会員増強に取り組むための策を構築していきます。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」を踏まえて、
新会員には、５０周年に向けて活躍して頂けるようロー
タリー情報をしっかりと提供していきます。
また、入会５年未満の会員を対象としロータリーの知
識を楽しみながら深めて頂く場を設け、会員同士の親睦
も図れるようにしたいと思います。

２．計画
①入会予定者に対し、推薦者と共に会社訪問しロータリー
への理解を深めて頂くために面談・説明を行います。
②例会にゲストで来られた際は、スムーズな入会に向け
てロータリー情報の説明を行います。
③入会後も、ファイヤーサイドミーティングを開催し、
ロータリーの基礎知識を学んでいただくと共に、楽しく
ロータリー活動を出来る環境を創りたいと思います。
④コロナの影響で開催されていなかったため、入会５年
未満の会員を対象に、ロータリーの知識を深めるために、
研修会を開催します。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」を踏まえ、
奉仕活動を通じて、広島中央ロータリークラブや他クラ
ブとの絆を深めながら、未来へ続く活動になるよう取り
組んでまいります。
また、平和都市広島の中で広島中央ロータリークラブ
らしい地域社会への奉仕活動を実施できるよう取り組ん
でまいります。

２．計画
(1)職業奉仕
①四つのテスト、ロータリアンの行動規範の毎月例会
において唱和
②職業奉仕月間に職場訪問例会を実施
③職業スキルの向上に務める会員卓話の実施
④健康診断の斡旋
⑤職業奉仕実践に貢献した優良従業員の募集・表彰

(2)人間尊重・社会奉仕
①8月6日、平和記念式典への参列者への「おもてなし
事業」を実施
②会員企業に協力を仰ぎ、献血支援活動の実施
③前年同様地区補助金を活用し、車いすソフトボール
支援団体に競技用のボール及びグローブ等を贈呈し、
障がい者スポーツの普及活動の支援

(3)国際奉仕委員会
①古切手、書き損じはがき（未使用可）、外貨の収集
②国際奉仕、支援活動
③地区補助金を活用した支援事業
④姉妹クラブ、他クラブとの連携、交流台中西区RC、
他クラブとの連携交流促進

(4)青少年奉仕・ローターアクト
①広島中央ローターアクトクラブで計画している事業
に積極的に参加し協力・支援
②ローターアクトクラブ例会・RYLAに参加、青少年奉
仕に効果的な活動について検討
③ローターアクトクラブへの理解・支援の促進
④ローターアクトクラブの会員増強

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　今年度は広島中央ローターアクトクラブから地区代表
を輩出いたします。円滑に運営できるよう連携し、意思
疎通を図りながら進めてまいります。また、会員増強は
もちろんアクトメンバーとも親睦を深めより良い活動が
できるよう支援して参ります。

２．計画
①今年度、広島中央ローターアクトクラブで計画してい
る事業に積極的に参加し協力・支援する。
②ローターアクトクラブ例会・RYLAに参加し、青少年奉
仕に効果的な活動について検討する。
③ローターアクトクラブを理解・支援してもらえるよう
努める。
④ローターアクトクラブの会員増強に努める。

３．予算
本会計 100,000円
ニコニコ会計　700,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　宗正会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」に基づき、
「世界で良いことをしよう」という理念のもと設立された
ロータリー財団の主旨を会員の皆様に理解いただき、ご
協力頂けるよう取り組む。

２．計画
①米山月間・ロータリー財団月間でフォーラムを開催し、
ロータリー財団委員会の情報提供と理解促進を図る。
②ロータリー財団及び米山奨学会への寄付目標を達成する。
③奉仕プロジェクト委員会と協力して地区補助金事業の
計画立案を行う。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
(ア)会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」を念頭に
おいて活動する。

(イ)①「世界でよいことをしよう」という目的をもって設立
されたロータリー財団、及び、②母国と日本の架け橋
となり国際社会で活躍する留学生の援助を目的として
設立された米山記念奨学会の理解を深めてもらう。

２．計画
(ア)寄付目標
　　ａ　年次寄付150ドル/人
　　ｂ　ベネファクター1人/クラブ
　　ｃ　ポリオプラス30ドル/人
　　ｄ　米山基金16,000円/人
　　ｅ　米山学友会賛助会員　50％/クラブ会員
(イ)定例会の委員会報告
ａ ロータリー財団及び米山記念奨学会の情報を提供

する。ロータリー財団について、ポリオプラスを
はじめ世界でよいことをしている事例を紹介する。
また、グローバル補助金の獲得に向けて諸手続を
行うとともに、実際に補助金を獲得した他クラブ
の活動事例を報告する。

ｂ ロータリー財団室News、ハイライト米山の情報提
供をする。

ｃ 定期的に寄付先、寄付理由等を例会等で報告し、
会員に寄付に対する理解を得ることができるよう
にする。

(ウ)米山月間（10月5日）
ａ 比治山大学のダオ ティ ゴック リンさんの卓話

を行う。また、直近の米山記念奨学会の情報を提
供する。

　　ｂ　米山功労者の募集（1名）。
(エ)ロータリー財団月間（11月9日）
ａ 例年どおり、ポールハリスフェロー・マルチプル

ポールハリスフェロー認証促進運動を実施する。
5名を目標に協力要請を行う。

ｂ 財団に関する卓話（クラブフォーラム、ポリオの
説明、グローバル補助金の説明、財団ビデオ視聴
等）を行う。

(オ)グローバル補助金
新規のグローバル補助金獲得に向けてクラブで協議する。

(カ)地区補助金
奉仕プロジェクト委員会と協力して行う。

３．予算　60,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
「つながりを深め、発信するクラブへ」
デジタル基盤（ホームページやNAS）を最大限に活用し、
会員相互の親睦と、地域社会への分かりやすい情報発信
を継続します。活動の「楽しさ」を可視化することで、ク
ラブの魅力向上と退会防止・会員増強に寄与します。
※ＮＡＳ（データ保管用ハードディスク）

２．計画
① ホームページによるタイムリーな広報
例会や奉仕活動の様子を、鮮度の高いうちに公開します。
定型フォーマットを活用し、担当者の負担を抑えつつ、
活気ある活動状況を内外に伝えます。

② デジタル資産の蓄積と共有（NASの運用定着）
活動写真はNASへ速やかに保存する習慣を定着させま
す。これらをデジタル会報誌や、次年度以降の50周年
記念行事の資料として即座に活用できる体制を維持し
ます。

③ デジタル会報誌の継続発行
IT化の流れを継続し、デジタル会報誌を発行します。
必要部数の紙媒体併用も継続し、全会員への情報伝達
を確実に行います。

④ 外部メディア・公共機関への働きかけ
社会貢献活動など、ニュース性の高い事業については
積極的にプレスリリースを行い、地域におけるクラブ
の存在感を高めます。

⑤ マイロータリーの活用促進
新入会員を中心に登録をサポートし、ロータリーに関
する知識の習得や国際リテラシーの向上を支援します。

⑥ 50周年に向けた準備とリクルート支援
節目となる50周年に向けて、広報の立場から過去の記
録整理やPR動画の検討などを進めます。また、HP等を
通じて「入会したくなるクラブ」の雰囲気づくりを行い、
会員増強を後押しします。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
クラブやローターアクトクラブ活動実績について写真
を撮影し、ＨＰおよび会報誌に掲載することで、広島中央
ロータリ―クラブについて、クラブ内部メンバーのさら
なる結束を強め、また、潜在的な加入希望者をはじめと
するクラブ外部の方々に具体的なイメージを共有しても
らえるようにします。

２．計画
①委員会メンバーで順番を決め、ＨＰおよび会報誌用に写
真を撮影します。
②撮影した写真データを随時ＮＡＳ（データ保管用ハード
ディスク）に保存します。
③例会の様子、卓話講師や卓話の内容等、様々なクラブ
の活動をＨＰにタイムリーに掲載します（次年度から運
営会社が変更されるため、適宜打合せ、調整をしなが
ら進めます。）。あわせて、情報の正確性のチェックを
行います。
④ＭＹ  ＲＯＴＡＲＹへの登録を促進します。
⑤デジタル会報誌を引き続き作成し、数部紙媒体でも配
布します。
⑥クラブ５０周年についての取り組みを検討します。

３．予算
ＨＰ更新料                  132,000円　　　　　　　
ドメイン更新料             26,400円　　　　　     
月間システム管理料　636,600円　　        　
会報誌作成料              594,000円
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
合計  　　　　　　 1,389,000円　

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　２０２６－２７年度の会長方針「絆を深め、未来へつなぐ」
の基、クラブ管理運営委員会では、各委員会と緊密に連携し、
会員相互の親睦を深めながら、会員の皆様にとって効果的で
魅力あるクラブ運営となるよう努めてまいります。
　各委員会の方針・計画の概要は以下のとおりです。

２．計画
親睦委員会では、「参加して楽しい、また来たくなる親
睦」をテーマに、幅広い世代の会員が楽しめる魅力ある
親睦行事の企画・運営、新入会員の早期定着支援、例会
での交流促進を行います。年間を通じて夜間例会等を実
施します。
プログラム委員会では、月間テーマに沿った卓話を企
画するとともに、ロータリーの原点「人と人のつながり」
をベースに職業・世代を超えて相互理解が深まる内容の
卓話を実施します。また、会員卓話も積極的に取り入れ、
会員同士の絆を深めます。
Ｓ．Ａ．Ａ・出席委員会では、例会をはじめ全ての会議が
楽しく秩序正しく運営されるよう設営・監督します。出
席率１００％を目指し、欠席連絡の徹底とメークアップ
確認を行います。
会計委員会では、理事・役員と収入支出の見込額及び
執行状況に関する情報を共有し、連携しながら予算編成
及び執行状況の管理に取り組みます。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
S.A.A（会場監督）として、例会をはじめ、すべての会議
が楽しく、秩序正しく運営されるよう、常に心を配り、気
品と風紀を守り、会合がその使命を発揮できるように設営、
監督する責任感を持ち、会長・幹事・各委員長とのコミュ
ニケーションを図りながら人と人とのつながりを大切にす
る例会等の円滑な運営をサポートして参ります。
また、ニコニコ箱においても会員、家族、事業などの慶
び事、お祝い事をニコニコしながら披露し、慶びを分かち
合い、また失敗したり、迷惑をかけた時もユーモアたっぷ
りに苦笑し、例会を賑わせられるような投稿をして頂ける
よう推奨して参ります。
出席委員として、例会への毎回の出席は大変ではありま
すが、例会への出席はロータリアンにとって最小限の奉仕
と言われており、出席することで親睦が得られ、奉仕の理

想が高められると考えます。各委員会とも連携をし、皆様
が「また、出席したい！」と思っていただけるような例会
作りを目指していきます。

２．計画
①出席率１００％を常に目指します。
②欠席等の連絡は徹底して頂けるよう周知し、メークアッ
プの予定を確認するようにします。
③会員の皆様とのコミュニケーションを大切にできるよ
う、例会案内、ニコニコ投稿のお願いを例会がある日
は必ずしていきます。
④第２月曜日と第４月曜日の昼食をビュッフェにします。
⑤半年に1回、会員同士の交流促進のための席決めのくじ
引きを行います。

３．予算　150,000円　

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
次年度親睦委員長を拝命し、会員の皆さまがより親し
みを感じ、参加しやすいクラブ運営に寄与できるよう努
めてまいります。ロータリーの基本である「親睦と奉仕」
を中心に、会員同士の交流促進とクラブ活性化を図るこ
とを本委員会の使命といたします。
　そこで、次年度は「参加して楽しい、また来たくなる親
睦」そして、会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」
をテーマに、クラブ全体の活力向上につながる施策を進
めます。

【重点方針】
①未来へつなぐ、魅力ある親睦行事の企画・運営
幅広い世代の会員が楽しめるイベントづくりを行い、
家族参加型行事も充実させます。
②新入会員の早期定着支援
歓迎会や紹介プログラムを実施し、クラブに馴染みや
すい環境を整えます。
③絆を深める、例会での交流促進
会員紹介の場や、小さな交流企画を取り入れ、「例会に
行く楽しみ」をつくります。
④透明性のある委員会運営
年間計画を明確にし、迅速な情報共有と円滑な運営を
徹底します。

広島中央ロータリークラブは、互いを大切にする温か
いクラブです。
その雰囲気を次年度さらに高め、“集まることが楽しみ
になるクラブ”を目指してまいります。

本年度が会員の皆さまにとって楽しく充実した一年と
なるよう、委員会一同、全力で取り組んでまいります。
会員の皆さまのご理解とご協力を賜りますようお願い
申し上げます。

２．計画
①　７月２５日（土曜日）
　納涼（花火大会）・家族夜間例会　　（プリンス）
②１０月１９日（月曜日）
　３ＲＣ合同夜間例会　　　　　　　 （ＡＮＡ）
③１１月３０日（月曜日）
　創立４８周年・記念夜間例会　　　 （プリンス）
④１２月１９日（土曜日）
　クリスマス・家族夜間例会　  （プリンス）
⑤　３月２９日（月曜日）
　春うらら・花見夜間例会 （ＢＢＱ）
⑥　５月～６月頃
　カープ観戦・夜間例会 （ＭＡＺＤＡ）
⑦　６月２１日（月曜日）
　年度末・最終夜間例会（点鐘引継）（プリンス）
　適宜開催　　　新入会員歓迎例会・各種慰労会
　　※プリンス  ： グランドプリンスホテル広島
　　※ＡＮＡ     ： ＡＮＡクラウンプラザホテル広島
※ＭＡＺＤＡ  ：  ＭＡＺＤＡ ZOOM-ZOOMスタジアム広島

　　※ＢＢＱ　  ：ＴＨＥ ＢＢＱ ＧＡＲＤＥＮ ｉｎ ＨＩＲＯＳＨＩＭＡ

３．予算
①夜間例会・家族会等　補助費用　4,500,000円
②会員記念日等　補助費用　　　　 700,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
クラブ会長方針でもあります「絆を深め、未来へつな

ぐ」に基づき、ロータリークラブ内外から卓話講師を積
極的に招致することで、会員同士の相互理解を深め、新
たな知見を得られるよう魅力ある卓話時間にしたいと思
います。
また卓話の講師を招致するにあたり、ロータリーの原

点である「人と人のつながり」をベースに職業や世代を
超えてお互いが理解し、絆が深まる内容の卓話をお願い
しようと考えています。

２．計画
・月間テーマに沿った卓話になるような講師の招致。
・クラブ内の会員同士の相互理解を深め絆が深まるように
会員卓話も積極的に取り入れる。

３．予算　320,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　会計委員はもとより、理事・役員にも収入支出の見込額
及び執行状況に関する情報を共有していただき、連携しな
がら、予算編成及び執行状況の管理に取り組みます。

２．計画
各理事・委員長より、過去の実績を参考にしながら、
今年度の事業計画に即した予算を立てていただき、クラ
ブ全体の収支状況等も勘案して、予算編成を行いたいと
考えております。
また、予算執行の管理につきましては、会員数の増減
や物価上昇等の諸要因も勘案し、必要適切な見直しを行
いながら、健全な財務運営が図られるようにしたいと考
えております。

３．予算　0円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
当委員会は、国際交流を通じてクラブの親睦と国際理
解の促進を図ることを目的とし、当基金は創立10周年記
念事業として設立され、国際交流支援の基盤として一定
の役割を果たしてまいりました。
一方、近年の金融環境の変化により従来の運用では十
分な成果を得ることが難しく、基金の在り方の見直しが
求められております。
　今後は創立50周年を見据え、基金の意義と役割を整理し、
持続可能な制度となるよう運用方法の見直しおよび規約
の整理・改正の検討を進めてまいりたいと思います。

２．計画
①創立50周年を見据え、時代に即した基金の運用方法の
在り方、規約の整理および改正等、制度整備の検討。
②奉仕プロジェクト委員会等との連携を図り、基金を活
用した国際交流支援の具体案の検討。

３．予算　0円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
戦略計画委員会として創立５０周年に向けた中期的な
戦略や人生１００年時代に向け如何に健康で長生きする
か、またクラブの柱として奉仕に関しては、国際奉仕の
在り方にかんして中長期的なビジョンを立案し、今後の
広島中央ＲＣが益々繫栄するための長期的な活動に関し
て協議し実行に向けて考えます。

２．計画
①創立５０周年に向けクラブの中期計画を策定する。
②人生１００年時代に向けた健康維持に関し有益な情報発信
をし、今から行える健康維持の取り組みについて検討する。
③現在クラブ単独で行っている国際奉仕活動に関して長
期的に活動することについて有益な方法を考える。
④地区補助金事業に関して、マンネリしている状況に関
して中長期的な対策を検討する。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　がん（悪性新生物）は本邦死亡原因の第一位（1981年か
ら第一位を継続中）であり、2024年度の統計では死亡総
数384,111人で全死亡の23.9%を占めている。一方、がん
の診断を受ける総数は年間約100万人であり、生存率は上
昇しているものの、がん罹患の頻度は増加している。本
クラブでは10年以上にわたり、がん予防啓発推進に積極
的に取り組み、がん予防12か条プラス1が提案され、がん
検診率の増加とともに、予防啓発の成果が認められている。
2019年のデータから日本人男性が生涯のうちにがんと
診断される確率は65.5%（約3人に2人）、日本人女性は
51.2%（約2人に1人）と推計されている。2人に1人以上が
がんに罹患することを考えると、予防と同時にがんケア
も重要であり、検診による早期発見とともに、がん罹患
患者とその家族の包括的なケアの重要性が必要となる。
2025年7月に「NPO法人がんケアリングセンター広島」を
ボランティアとして立ち上げ、活動を開始した。2026年
6月に卓話としてセンターの紹介を行ったので、2026-27
年度は予防と同時にがんケアに焦点をあてた活動を行う。

２．計画
①がん予防ならびにがんケアリングに向けた意識調査
②がん予防、がんケアリング、健康寿命延伸に向けた卓
話の企画

３．予算
卓話・講演会講師料　10,000円
調査印刷費　　　　 10,000円
郵送費　　　　　　 10,000円　　　　合計　30,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

委員長　馬野　恭彰

青少年奉仕・ローターアクト

ロータリー財団委員会

理事・委員長　砂田　恭延

委員長　岡田　茂

国際奉仕



１．方針
ロータリークラブの原点に踏まえ倫理的行動規範、職
業奉仕の考え方や取り組みを学び発信すると共に、ロー
タリー活動を通じて多くの笑顔が得られ人生に彩りが
添えられるようにするにはどうすれば良いかを考え実施
をしていきたい。

２．計画
①職業や生活のあらゆる場面で倫理的行動を実践するた
めの指針として「四つのテスト」「ロータリアンの行動
規範」を、毎月例会において唱和します。
②職業奉仕月間に職場訪問例会を実施
③プログラム委員会と連携し、職業スキルの向上に務め
るよう会員卓話の実施を図ります。
④職業奉仕の原点でもあります、健康保持のため健康診
断の斡旋を行います。
⑤会員の職業奉仕実践に貢献した優良従業員の募集・表
彰を行います。

３．予算
一般会計             70,000円
ニコニコ会計　100,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　会長方針「絆を深め、未来へつなぐ」を踏まえ、ロータ
リアンらしく奉仕活動に取り組みたいと思います。

２．計画
①8月6日、平和記念式典への参列者に対する「おもてなし
事業」を継続して行う。
②会員企業に協力を仰ぎ、献血支援活動を継続して行う。
③前年同様地区補助金を活用し、車いすソフトボール支
援団体に競技用のボール及びグローブ等を贈呈し、障
がい者スポーツの普及活動を支援する。

３．予算　300,000円（地区補助金は除く）

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」を基本に、
当クラブの独自性を生かした奉仕活動に取り組んで参り
ます。従来から取り組んでいる国際奉仕活動の継続とク
ラブ内や他クラブ・団体との交流、連携に取り組んで参
ります。
将来に向けて、皆さまと一緒に持続可能な国際奉仕の
形を考えていきたいと思っております。

２．計画
①古切手、書き損じはがき（未使用可）、外貨の収集
収集されたこれらは、「日本国際ボランティアセンター
（JVC）を通じて、現金化され、発展途上国の恵まれない
方々への原資とされています。このことを会員の皆さま
に周知し、理解と協力を求めていきます。
②国際奉仕、支援活動
将来に向けて、国際奉仕の取り組みについて理解を深め、
皆さまと一緒に持続可能な国際奉仕の形を考えていき
たいと思っております。可能であれば、委員会やアン
ケートで意見を募り、例会でフォーラムを開催してい
きます。
③地区補助金を活用した支援事業
将来に向けて、新たな支援事業を、他クラブの事例も
参考に、人間尊重・社会奉仕委員会と連携して検討し
てまいります。
④姉妹クラブ、他クラブとの連携、交流
台中西区RC、他クラブとの連携交流は、従来通り、進
めていきます。
地区委員会方針のとおり、韓国3690地区との交流促進、
国際大会（2027年5月バルセロナ）への参加促進を進め
ていきます。

３．予算　150,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
本年、当ロータリークラブは創立48周年を迎えます。
創立50周年まで2年となりました。創立50周年に向けて
会員増強委員会・ロータリー情報委員会と連携をして会
員拡大、並びに、退会防止につながる活動を展開してい
きます。

２．計画
①会員増強の純増3名を目指します。
②創立50周年に会員数75名を実現させる為の体制づくり
を行います。
③ファイヤーサイドミーティングを活用し、ロータリー
クラブを楽しんで頂ける環境をつくり、会員の退会防
止に努めます。
④研修セミナーを開催し、ロータリークラブへの理解、
基礎知識を深めて頂きます。通常であれば3年未満の会
員を対象としますが、コロナ禍で研修を受けられてい
ない近年入会者の方もいますので、本年度は、5年未満
を対象とします。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針を踏まえ、会員増強、退会防止に努め、各委
員会や同好会活動を通じて広島中央RCの魅力を発信し、
会員一丸となって創立50周年に向けて、委員会活動に努
めてまいります。

２．計画
①本年度純増3名を目指します。
②退会者が出ないようクラブの魅力発信と退会防止策に
注力していきます。
③入会候補者の例会招待、入会後のフォローアップに取
り組みます。
④創立50周年に75名の会員数に向け、クラブ会員と協力
し会員増強に取り組むための策を構築していきます。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」を踏まえて、
新会員には、５０周年に向けて活躍して頂けるようロー
タリー情報をしっかりと提供していきます。
また、入会５年未満の会員を対象としロータリーの知
識を楽しみながら深めて頂く場を設け、会員同士の親睦
も図れるようにしたいと思います。

２．計画
①入会予定者に対し、推薦者と共に会社訪問しロータリー
への理解を深めて頂くために面談・説明を行います。
②例会にゲストで来られた際は、スムーズな入会に向け
てロータリー情報の説明を行います。
③入会後も、ファイヤーサイドミーティングを開催し、
ロータリーの基礎知識を学んでいただくと共に、楽しく
ロータリー活動を出来る環境を創りたいと思います。
④コロナの影響で開催されていなかったため、入会５年
未満の会員を対象に、ロータリーの知識を深めるために、
研修会を開催します。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」を踏まえ、
奉仕活動を通じて、広島中央ロータリークラブや他クラ
ブとの絆を深めながら、未来へ続く活動になるよう取り
組んでまいります。
また、平和都市広島の中で広島中央ロータリークラブ
らしい地域社会への奉仕活動を実施できるよう取り組ん
でまいります。

２．計画
(1)職業奉仕
①四つのテスト、ロータリアンの行動規範の毎月例会
において唱和
②職業奉仕月間に職場訪問例会を実施
③職業スキルの向上に務める会員卓話の実施
④健康診断の斡旋
⑤職業奉仕実践に貢献した優良従業員の募集・表彰

(2)人間尊重・社会奉仕
①8月6日、平和記念式典への参列者への「おもてなし
事業」を実施
②会員企業に協力を仰ぎ、献血支援活動の実施
③前年同様地区補助金を活用し、車いすソフトボール
支援団体に競技用のボール及びグローブ等を贈呈し、
障がい者スポーツの普及活動の支援

(3)国際奉仕委員会
①古切手、書き損じはがき（未使用可）、外貨の収集
②国際奉仕、支援活動
③地区補助金を活用した支援事業
④姉妹クラブ、他クラブとの連携、交流台中西区RC、
他クラブとの連携交流促進

(4)青少年奉仕・ローターアクト
①広島中央ローターアクトクラブで計画している事業
に積極的に参加し協力・支援
②ローターアクトクラブ例会・RYLAに参加、青少年奉
仕に効果的な活動について検討
③ローターアクトクラブへの理解・支援の促進
④ローターアクトクラブの会員増強

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
今年度は広島中央ローターアクトクラブから地区代表
を輩出いたします。円滑に運営できるよう連携し、意思
疎通を図りながら進めてまいります。また、会員増強は
もちろんアクトメンバーとも親睦を深めより良い活動が
できるよう支援して参ります。

２．計画
①今年度、広島中央ローターアクトクラブで計画してい
る事業に積極的に参加し協力・支援する。
②ローターアクトクラブ例会・RYLAに参加し、青少年奉
仕に効果的な活動について検討する。
③ローターアクトクラブを理解・支援してもらえるよう
努める。
④ローターアクトクラブの会員増強に努める。

３．予算
本会計　　　　100,000円
ニコニコ会計　700,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　宗正会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」に基づき、
「世界で良いことをしよう」という理念のもと設立された
ロータリー財団の主旨を会員の皆様に理解いただき、ご
協力頂けるよう取り組む。

２．計画
①米山月間・ロータリー財団月間でフォーラムを開催し、
ロータリー財団委員会の情報提供と理解促進を図る。
②ロータリー財団及び米山奨学会への寄付目標を達成する。
③奉仕プロジェクト委員会と協力して地区補助金事業の
計画立案を行う。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
(ア)会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」を念頭に
おいて活動する。

(イ)①「世界でよいことをしよう」という目的をもって設立
されたロータリー財団、及び、②母国と日本の架け橋
となり国際社会で活躍する留学生の援助を目的として
設立された米山記念奨学会の理解を深めてもらう。

２．計画
(ア)寄付目標
ａ　年次寄付150ドル/人
ｂ　ベネファクター1人/クラブ
ｃ　ポリオプラス30ドル/人
ｄ　米山基金16,000円/人
ｅ　米山学友会賛助会員　50％/クラブ会員

(イ)定例会の委員会報告
ａ　ロータリー財団及び米山記念奨学会の情報を提供

する。ロータリー財団について、ポリオプラスを
はじめ世界でよいことをしている事例を紹介する。
また、グローバル補助金の獲得に向けて諸手続を
行うとともに、実際に補助金を獲得した他クラブ
の活動事例を報告する。

　ｂ　ロータリー財団室News、ハイライト米山の情報提
供をする。

　ｃ　定期的に寄付先、寄付理由等を例会等で報告し、
会員に寄付に対する理解を得ることができるよう
にする。

(ウ)米山月間（10月5日）
ａ　比治山大学のダオ  ティ  ゴック  リンさんの卓話

を行う。また、直近の米山記念奨学会の情報を提
供する。

　　ｂ　米山功労者の募集（1名）。
(エ)ロータリー財団月間（11月9日）
ａ　例年どおり、ポールハリスフェロー・マルチプル

ポールハリスフェロー認証促進運動を実施する。
5名を目標に協力要請を行う。

　ｂ　財団に関する卓話（クラブフォーラム、ポリオの
説明、グローバル補助金の説明、財団ビデオ視聴
等）を行う。

(オ)グローバル補助金
新規のグローバル補助金獲得に向けてクラブで協議する。

(カ)地区補助金
奉仕プロジェクト委員会と協力して行う。

３．予算　60,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　「つながりを深め、発信するクラブへ」
デジタル基盤（ホームページやNAS）を最大限に活用し、
会員相互の親睦と、地域社会への分かりやすい情報発信
を継続します。活動の「楽しさ」を可視化することで、ク
ラブの魅力向上と退会防止・会員増強に寄与します。
※ＮＡＳ（データ保管用ハードディスク）

２．計画
①ホームページによるタイムリーな広報
例会や奉仕活動の様子を、鮮度の高いうちに公開します。
定型フォーマットを活用し、担当者の負担を抑えつつ、
活気ある活動状況を内外に伝えます。

②デジタル資産の蓄積と共有（NASの運用定着）
活動写真はNASへ速やかに保存する習慣を定着させま
す。これらをデジタル会報誌や、次年度以降の50周年
記念行事の資料として即座に活用できる体制を維持し
ます。

③デジタル会報誌の継続発行
IT化の流れを継続し、デジタル会報誌を発行します。
必要部数の紙媒体併用も継続し、全会員への情報伝達
を確実に行います。

④外部メディア・公共機関への働きかけ
社会貢献活動など、ニュース性の高い事業については
積極的にプレスリリースを行い、地域におけるクラブ
の存在感を高めます。

⑤マイロータリーの活用促進
新入会員を中心に登録をサポートし、ロータリーに関
する知識の習得や国際リテラシーの向上を支援します。

⑥ 50周年に向けた準備とリクルート支援
節目となる50周年に向けて、広報の立場から過去の記
録整理やPR動画の検討などを進めます。また、HP等を
通じて「入会したくなるクラブ」の雰囲気づくりを行い、
会員増強を後押しします。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
クラブやローターアクトクラブ活動実績について写真
を撮影し、ＨＰおよび会報誌に掲載することで、広島中央
ロータリ―クラブについて、クラブ内部メンバーのさら
なる結束を強め、また、潜在的な加入希望者をはじめと
するクラブ外部の方々に具体的なイメージを共有しても
らえるようにします。

２．計画
①委員会メンバーで順番を決め、ＨＰおよび会報誌用に写
真を撮影します。
②撮影した写真データを随時ＮＡＳ（データ保管用ハード
ディスク）に保存します。
③例会の様子、卓話講師や卓話の内容等、様々なクラブ
の活動をＨＰにタイムリーに掲載します（次年度から運
営会社が変更されるため、適宜打合せ、調整をしなが
ら進めます。）。あわせて、情報の正確性のチェックを
行います。
④ＭＹ  ＲＯＴＡＲＹへの登録を促進します。
⑤デジタル会報誌を引き続き作成し、数部紙媒体でも配
布します。
⑥クラブ５０周年についての取り組みを検討します。

３．予算
ＨＰ更新料                  132,000円　　　　　　　
ドメイン更新料             26,400円　　　　　     
月間システム管理料　636,600円　　        　
会報誌作成料              594,000円
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
合計  　　　　　　 1,389,000円　

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　２０２６－２７年度の会長方針「絆を深め、未来へつなぐ」
の基、クラブ管理運営委員会では、各委員会と緊密に連携し、
会員相互の親睦を深めながら、会員の皆様にとって効果的で
魅力あるクラブ運営となるよう努めてまいります。
　各委員会の方針・計画の概要は以下のとおりです。

２．計画
親睦委員会では、「参加して楽しい、また来たくなる親
睦」をテーマに、幅広い世代の会員が楽しめる魅力ある
親睦行事の企画・運営、新入会員の早期定着支援、例会
での交流促進を行います。年間を通じて夜間例会等を実
施します。
プログラム委員会では、月間テーマに沿った卓話を企
画するとともに、ロータリーの原点「人と人のつながり」
をベースに職業・世代を超えて相互理解が深まる内容の
卓話を実施します。また、会員卓話も積極的に取り入れ、
会員同士の絆を深めます。
Ｓ．Ａ．Ａ・出席委員会では、例会をはじめ全ての会議が
楽しく秩序正しく運営されるよう設営・監督します。出
席率１００％を目指し、欠席連絡の徹底とメークアップ
確認を行います。
会計委員会では、理事・役員と収入支出の見込額及び
執行状況に関する情報を共有し、連携しながら予算編成
及び執行状況の管理に取り組みます。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
S.A.A（会場監督）として、例会をはじめ、すべての会議
が楽しく、秩序正しく運営されるよう、常に心を配り、気
品と風紀を守り、会合がその使命を発揮できるように設営、
監督する責任感を持ち、会長・幹事・各委員長とのコミュ
ニケーションを図りながら人と人とのつながりを大切にす
る例会等の円滑な運営をサポートして参ります。
また、ニコニコ箱においても会員、家族、事業などの慶
び事、お祝い事をニコニコしながら披露し、慶びを分かち
合い、また失敗したり、迷惑をかけた時もユーモアたっぷ
りに苦笑し、例会を賑わせられるような投稿をして頂ける
よう推奨して参ります。
出席委員として、例会への毎回の出席は大変ではありま
すが、例会への出席はロータリアンにとって最小限の奉仕
と言われており、出席することで親睦が得られ、奉仕の理

想が高められると考えます。各委員会とも連携をし、皆様
が「また、出席したい！」と思っていただけるような例会
作りを目指していきます。

２．計画
①出席率１００％を常に目指します。
②欠席等の連絡は徹底して頂けるよう周知し、メークアッ
プの予定を確認するようにします。
③会員の皆様とのコミュニケーションを大切にできるよ
う、例会案内、ニコニコ投稿のお願いを例会がある日
は必ずしていきます。
④第２月曜日と第４月曜日の昼食をビュッフェにします。
⑤半年に1回、会員同士の交流促進のための席決めのくじ
引きを行います。

３．予算　150,000円　

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
次年度親睦委員長を拝命し、会員の皆さまがより親し
みを感じ、参加しやすいクラブ運営に寄与できるよう努
めてまいります。ロータリーの基本である「親睦と奉仕」
を中心に、会員同士の交流促進とクラブ活性化を図るこ
とを本委員会の使命といたします。
　そこで、次年度は「参加して楽しい、また来たくなる親
睦」そして、会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」
をテーマに、クラブ全体の活力向上につながる施策を進
めます。

【重点方針】
①未来へつなぐ、魅力ある親睦行事の企画・運営
幅広い世代の会員が楽しめるイベントづくりを行い、
家族参加型行事も充実させます。
②新入会員の早期定着支援
歓迎会や紹介プログラムを実施し、クラブに馴染みや
すい環境を整えます。
③絆を深める、例会での交流促進
会員紹介の場や、小さな交流企画を取り入れ、「例会に
行く楽しみ」をつくります。
④透明性のある委員会運営
年間計画を明確にし、迅速な情報共有と円滑な運営を
徹底します。

広島中央ロータリークラブは、互いを大切にする温か
いクラブです。
その雰囲気を次年度さらに高め、“集まることが楽しみ
になるクラブ”を目指してまいります。

本年度が会員の皆さまにとって楽しく充実した一年と
なるよう、委員会一同、全力で取り組んでまいります。
会員の皆さまのご理解とご協力を賜りますようお願い
申し上げます。

２．計画
①　７月２５日（土曜日）
　納涼（花火大会）・家族夜間例会　　（プリンス）
②１０月１９日（月曜日）
　３ＲＣ合同夜間例会　　　　　　　 （ＡＮＡ）
③１１月３０日（月曜日）
　創立４８周年・記念夜間例会　　　 （プリンス）
④１２月１９日（土曜日）
　クリスマス・家族夜間例会　  （プリンス）
⑤　３月２９日（月曜日）
　春うらら・花見夜間例会 （ＢＢＱ）
⑥　５月～６月頃
　カープ観戦・夜間例会 （ＭＡＺＤＡ）
⑦　６月２１日（月曜日）
　年度末・最終夜間例会（点鐘引継）（プリンス）
　適宜開催　　　新入会員歓迎例会・各種慰労会
　　※プリンス  ： グランドプリンスホテル広島
　　※ＡＮＡ     ： ＡＮＡクラウンプラザホテル広島
※ＭＡＺＤＡ  ：  ＭＡＺＤＡ ZOOM-ZOOMスタジアム広島

　　※ＢＢＱ　  ：ＴＨＥ ＢＢＱ ＧＡＲＤＥＮ ｉｎ ＨＩＲＯＳＨＩＭＡ

３．予算
①夜間例会・家族会等　補助費用　4,500,000円
②会員記念日等　補助費用　　　　 700,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
クラブ会長方針でもあります「絆を深め、未来へつな

ぐ」に基づき、ロータリークラブ内外から卓話講師を積
極的に招致することで、会員同士の相互理解を深め、新
たな知見を得られるよう魅力ある卓話時間にしたいと思
います。
また卓話の講師を招致するにあたり、ロータリーの原

点である「人と人のつながり」をベースに職業や世代を
超えてお互いが理解し、絆が深まる内容の卓話をお願い
しようと考えています。

２．計画
・月間テーマに沿った卓話になるような講師の招致。
・クラブ内の会員同士の相互理解を深め絆が深まるように
会員卓話も積極的に取り入れる。

３．予算　320,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　会計委員はもとより、理事・役員にも収入支出の見込額
及び執行状況に関する情報を共有していただき、連携しな
がら、予算編成及び執行状況の管理に取り組みます。

２．計画
各理事・委員長より、過去の実績を参考にしながら、
今年度の事業計画に即した予算を立てていただき、クラ
ブ全体の収支状況等も勘案して、予算編成を行いたいと
考えております。
また、予算執行の管理につきましては、会員数の増減
や物価上昇等の諸要因も勘案し、必要適切な見直しを行
いながら、健全な財務運営が図られるようにしたいと考
えております。

３．予算　0円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
当委員会は、国際交流を通じてクラブの親睦と国際理
解の促進を図ることを目的とし、当基金は創立10周年記
念事業として設立され、国際交流支援の基盤として一定
の役割を果たしてまいりました。
一方、近年の金融環境の変化により従来の運用では十
分な成果を得ることが難しく、基金の在り方の見直しが
求められております。
　今後は創立50周年を見据え、基金の意義と役割を整理し、
持続可能な制度となるよう運用方法の見直しおよび規約
の整理・改正の検討を進めてまいりたいと思います。

２．計画
①創立50周年を見据え、時代に即した基金の運用方法の
在り方、規約の整理および改正等、制度整備の検討。
②奉仕プロジェクト委員会等との連携を図り、基金を活
用した国際交流支援の具体案の検討。

３．予算　0円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
戦略計画委員会として創立５０周年に向けた中期的な
戦略や人生１００年時代に向け如何に健康で長生きする
か、またクラブの柱として奉仕に関しては、国際奉仕の
在り方にかんして中長期的なビジョンを立案し、今後の
広島中央ＲＣが益々繫栄するための長期的な活動に関し
て協議し実行に向けて考えます。

２．計画
①創立５０周年に向けクラブの中期計画を策定する。
②人生１００年時代に向けた健康維持に関し有益な情報発信
をし、今から行える健康維持の取り組みについて検討する。
③現在クラブ単独で行っている国際奉仕活動に関して長
期的に活動することについて有益な方法を考える。
④地区補助金事業に関して、マンネリしている状況に関
して中長期的な対策を検討する。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　がん（悪性新生物）は本邦死亡原因の第一位（1981年か
ら第一位を継続中）であり、2024年度の統計では死亡総
数384,111人で全死亡の23.9%を占めている。一方、がん
の診断を受ける総数は年間約100万人であり、生存率は上
昇しているものの、がん罹患の頻度は増加している。本
クラブでは10年以上にわたり、がん予防啓発推進に積極
的に取り組み、がん予防12か条プラス1が提案され、がん
検診率の増加とともに、予防啓発の成果が認められている。
2019年のデータから日本人男性が生涯のうちにがんと
診断される確率は65.5%（約3人に2人）、日本人女性は
51.2%（約2人に1人）と推計されている。2人に1人以上が
がんに罹患することを考えると、予防と同時にがんケア
も重要であり、検診による早期発見とともに、がん罹患
患者とその家族の包括的なケアの重要性が必要となる。
2025年7月に「NPO法人がんケアリングセンター広島」を
ボランティアとして立ち上げ、活動を開始した。2026年
6月に卓話としてセンターの紹介を行ったので、2026-27
年度は予防と同時にがんケアに焦点をあてた活動を行う。

２．計画
①がん予防ならびにがんケアリングに向けた意識調査
②がん予防、がんケアリング、健康寿命延伸に向けた卓
話の企画

３．予算
卓話・講演会講師料　10,000円
調査印刷費　　　　 10,000円
郵送費　　　　　　 10,000円　　　　合計　30,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

委員長　長場　誠

ロータリー財団・米山奨学 クラブ広報委員会

理事・委員長　大田　由孝

１．方針
ロータリークラブの原点に踏まえ倫理的行動規範、職
業奉仕の考え方や取り組みを学び発信すると共に、ロー
タリー活動を通じて多くの笑顔が得られ人生に彩りが
添えられるようにするにはどうすれば良いかを考え実施
をしていきたい。

２．計画
①職業や生活のあらゆる場面で倫理的行動を実践するた
めの指針として「四つのテスト」「ロータリアンの行動
規範」を、毎月例会において唱和します。
②職業奉仕月間に職場訪問例会を実施
③プログラム委員会と連携し、職業スキルの向上に務め
るよう会員卓話の実施を図ります。
④職業奉仕の原点でもあります、健康保持のため健康診
断の斡旋を行います。
⑤会員の職業奉仕実践に貢献した優良従業員の募集・表
彰を行います。

３．予算
一般会計             70,000円
ニコニコ会計　100,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　会長方針「絆を深め、未来へつなぐ」を踏まえ、ロータ
リアンらしく奉仕活動に取り組みたいと思います。

２．計画
①8月6日、平和記念式典への参列者に対する「おもてなし
事業」を継続して行う。
②会員企業に協力を仰ぎ、献血支援活動を継続して行う。
③前年同様地区補助金を活用し、車いすソフトボール支
援団体に競技用のボール及びグローブ等を贈呈し、障
がい者スポーツの普及活動を支援する。

３．予算　300,000円（地区補助金は除く）

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」を基本に、
当クラブの独自性を生かした奉仕活動に取り組んで参り
ます。従来から取り組んでいる国際奉仕活動の継続とク
ラブ内や他クラブ・団体との交流、連携に取り組んで参
ります。
将来に向けて、皆さまと一緒に持続可能な国際奉仕の
形を考えていきたいと思っております。

２．計画
①古切手、書き損じはがき（未使用可）、外貨の収集
収集されたこれらは、「日本国際ボランティアセンター
（JVC）を通じて、現金化され、発展途上国の恵まれない
方々への原資とされています。このことを会員の皆さま
に周知し、理解と協力を求めていきます。
②国際奉仕、支援活動
将来に向けて、国際奉仕の取り組みについて理解を深め、
皆さまと一緒に持続可能な国際奉仕の形を考えていき
たいと思っております。可能であれば、委員会やアン
ケートで意見を募り、例会でフォーラムを開催してい
きます。
③地区補助金を活用した支援事業
将来に向けて、新たな支援事業を、他クラブの事例も
参考に、人間尊重・社会奉仕委員会と連携して検討し
てまいります。
④姉妹クラブ、他クラブとの連携、交流
台中西区RC、他クラブとの連携交流は、従来通り、進
めていきます。
地区委員会方針のとおり、韓国3690地区との交流促進、
国際大会（2027年5月バルセロナ）への参加促進を進め
ていきます。

３．予算　150,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
本年、当ロータリークラブは創立48周年を迎えます。
創立50周年まで2年となりました。創立50周年に向けて
会員増強委員会・ロータリー情報委員会と連携をして会
員拡大、並びに、退会防止につながる活動を展開してい
きます。

２．計画
①会員増強の純増3名を目指します。
②創立50周年に会員数75名を実現させる為の体制づくり
を行います。
③ファイヤーサイドミーティングを活用し、ロータリー
クラブを楽しんで頂ける環境をつくり、会員の退会防
止に努めます。
④研修セミナーを開催し、ロータリークラブへの理解、
基礎知識を深めて頂きます。通常であれば3年未満の会
員を対象としますが、コロナ禍で研修を受けられてい
ない近年入会者の方もいますので、本年度は、5年未満
を対象とします。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針を踏まえ、会員増強、退会防止に努め、各委
員会や同好会活動を通じて広島中央RCの魅力を発信し、
会員一丸となって創立50周年に向けて、委員会活動に努
めてまいります。

２．計画
①本年度純増3名を目指します。
②退会者が出ないようクラブの魅力発信と退会防止策に
注力していきます。
③入会候補者の例会招待、入会後のフォローアップに取
り組みます。
④創立50周年に75名の会員数に向け、クラブ会員と協力
し会員増強に取り組むための策を構築していきます。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」を踏まえて、
新会員には、５０周年に向けて活躍して頂けるようロー
タリー情報をしっかりと提供していきます。
また、入会５年未満の会員を対象としロータリーの知
識を楽しみながら深めて頂く場を設け、会員同士の親睦
も図れるようにしたいと思います。

２．計画
①入会予定者に対し、推薦者と共に会社訪問しロータリー
への理解を深めて頂くために面談・説明を行います。
②例会にゲストで来られた際は、スムーズな入会に向け
てロータリー情報の説明を行います。
③入会後も、ファイヤーサイドミーティングを開催し、
ロータリーの基礎知識を学んでいただくと共に、楽しく
ロータリー活動を出来る環境を創りたいと思います。
④コロナの影響で開催されていなかったため、入会５年
未満の会員を対象に、ロータリーの知識を深めるために、
研修会を開催します。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」を踏まえ、
奉仕活動を通じて、広島中央ロータリークラブや他クラ
ブとの絆を深めながら、未来へ続く活動になるよう取り
組んでまいります。
また、平和都市広島の中で広島中央ロータリークラブ
らしい地域社会への奉仕活動を実施できるよう取り組ん
でまいります。

２．計画
(1)職業奉仕
①四つのテスト、ロータリアンの行動規範の毎月例会
において唱和
②職業奉仕月間に職場訪問例会を実施
③職業スキルの向上に務める会員卓話の実施
④健康診断の斡旋
⑤職業奉仕実践に貢献した優良従業員の募集・表彰

(2)人間尊重・社会奉仕
①8月6日、平和記念式典への参列者への「おもてなし
事業」を実施
②会員企業に協力を仰ぎ、献血支援活動の実施
③前年同様地区補助金を活用し、車いすソフトボール
支援団体に競技用のボール及びグローブ等を贈呈し、
障がい者スポーツの普及活動の支援

(3)国際奉仕委員会
①古切手、書き損じはがき（未使用可）、外貨の収集
②国際奉仕、支援活動
③地区補助金を活用した支援事業
④姉妹クラブ、他クラブとの連携、交流台中西区RC、
他クラブとの連携交流促進

(4)青少年奉仕・ローターアクト
①広島中央ローターアクトクラブで計画している事業
に積極的に参加し協力・支援
②ローターアクトクラブ例会・RYLAに参加、青少年奉
仕に効果的な活動について検討
③ローターアクトクラブへの理解・支援の促進
④ローターアクトクラブの会員増強

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
今年度は広島中央ローターアクトクラブから地区代表
を輩出いたします。円滑に運営できるよう連携し、意思
疎通を図りながら進めてまいります。また、会員増強は
もちろんアクトメンバーとも親睦を深めより良い活動が
できるよう支援して参ります。

２．計画
①今年度、広島中央ローターアクトクラブで計画してい
る事業に積極的に参加し協力・支援する。
②ローターアクトクラブ例会・RYLAに参加し、青少年奉
仕に効果的な活動について検討する。
③ローターアクトクラブを理解・支援してもらえるよう
努める。
④ローターアクトクラブの会員増強に努める。

３．予算
本会計　　　　100,000円
ニコニコ会計　700,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　宗正会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」に基づき、
「世界で良いことをしよう」という理念のもと設立された
ロータリー財団の主旨を会員の皆様に理解いただき、ご
協力頂けるよう取り組む。

２．計画
①米山月間・ロータリー財団月間でフォーラムを開催し、
ロータリー財団委員会の情報提供と理解促進を図る。
②ロータリー財団及び米山奨学会への寄付目標を達成する。
③奉仕プロジェクト委員会と協力して地区補助金事業の
計画立案を行う。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
(ア)会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」を念頭に
おいて活動する。

(イ)①「世界でよいことをしよう」という目的をもって設立
されたロータリー財団、及び、②母国と日本の架け橋
となり国際社会で活躍する留学生の援助を目的として
設立された米山記念奨学会の理解を深めてもらう。

２．計画
(ア)寄付目標
　　ａ　年次寄付150ドル/人
　　ｂ　ベネファクター1人/クラブ
　　ｃ　ポリオプラス30ドル/人
　　ｄ　米山基金16,000円/人
　　ｅ　米山学友会賛助会員　50％/クラブ会員
(イ)定例会の委員会報告
ａ ロータリー財団及び米山記念奨学会の情報を提供

する。ロータリー財団について、ポリオプラスを
はじめ世界でよいことをしている事例を紹介する。
また、グローバル補助金の獲得に向けて諸手続を
行うとともに、実際に補助金を獲得した他クラブ
の活動事例を報告する。

ｂ ロータリー財団室News、ハイライト米山の情報提
供をする。

ｃ 定期的に寄付先、寄付理由等を例会等で報告し、
会員に寄付に対する理解を得ることができるよう
にする。

(ウ)米山月間（10月5日）
ａ 比治山大学のダオ ティ ゴック リンさんの卓話

を行う。また、直近の米山記念奨学会の情報を提
供する。

　　ｂ　米山功労者の募集（1名）。
(エ)ロータリー財団月間（11月9日）
ａ 例年どおり、ポールハリスフェロー・マルチプル

ポールハリスフェロー認証促進運動を実施する。
5名を目標に協力要請を行う。

ｂ 財団に関する卓話（クラブフォーラム、ポリオの
説明、グローバル補助金の説明、財団ビデオ視聴
等）を行う。

(オ)グローバル補助金
新規のグローバル補助金獲得に向けてクラブで協議する。

(カ)地区補助金
奉仕プロジェクト委員会と協力して行う。

３．予算　60,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
「つながりを深め、発信するクラブへ」
デジタル基盤（ホームページやNAS）を最大限に活用し、
会員相互の親睦と、地域社会への分かりやすい情報発信
を継続します。活動の「楽しさ」を可視化することで、ク
ラブの魅力向上と退会防止・会員増強に寄与します。
※ＮＡＳ（データ保管用ハードディスク）

２．計画
① ホームページによるタイムリーな広報
例会や奉仕活動の様子を、鮮度の高いうちに公開します。
定型フォーマットを活用し、担当者の負担を抑えつつ、
活気ある活動状況を内外に伝えます。

② デジタル資産の蓄積と共有（NASの運用定着）
活動写真はNASへ速やかに保存する習慣を定着させま
す。これらをデジタル会報誌や、次年度以降の50周年
記念行事の資料として即座に活用できる体制を維持し
ます。

③ デジタル会報誌の継続発行
IT化の流れを継続し、デジタル会報誌を発行します。
必要部数の紙媒体併用も継続し、全会員への情報伝達
を確実に行います。

④ 外部メディア・公共機関への働きかけ
社会貢献活動など、ニュース性の高い事業については
積極的にプレスリリースを行い、地域におけるクラブ
の存在感を高めます。

⑤ マイロータリーの活用促進
新入会員を中心に登録をサポートし、ロータリーに関
する知識の習得や国際リテラシーの向上を支援します。

⑥ 50周年に向けた準備とリクルート支援
節目となる50周年に向けて、広報の立場から過去の記
録整理やPR動画の検討などを進めます。また、HP等を
通じて「入会したくなるクラブ」の雰囲気づくりを行い、
会員増強を後押しします。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
クラブやローターアクトクラブ活動実績について写真
を撮影し、ＨＰおよび会報誌に掲載することで、広島中央
ロータリ―クラブについて、クラブ内部メンバーのさら
なる結束を強め、また、潜在的な加入希望者をはじめと
するクラブ外部の方々に具体的なイメージを共有しても
らえるようにします。

２．計画
①委員会メンバーで順番を決め、ＨＰおよび会報誌用に写
真を撮影します。
②撮影した写真データを随時ＮＡＳ（データ保管用ハード
ディスク）に保存します。
③例会の様子、卓話講師や卓話の内容等、様々なクラブ
の活動をＨＰにタイムリーに掲載します（次年度から運
営会社が変更されるため、適宜打合せ、調整をしなが
ら進めます。）。あわせて、情報の正確性のチェックを
行います。
④ＭＹ  ＲＯＴＡＲＹへの登録を促進します。
⑤デジタル会報誌を引き続き作成し、数部紙媒体でも配
布します。
⑥クラブ５０周年についての取り組みを検討します。

３．予算
ＨＰ更新料                  132,000円　　　　　　　
ドメイン更新料             26,400円　　　　　     
月間システム管理料　636,600円　　        　
会報誌作成料              594,000円
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
合計  　　　　　　 1,389,000円　

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　２０２６－２７年度の会長方針「絆を深め、未来へつなぐ」
の基、クラブ管理運営委員会では、各委員会と緊密に連携し、
会員相互の親睦を深めながら、会員の皆様にとって効果的で
魅力あるクラブ運営となるよう努めてまいります。
　各委員会の方針・計画の概要は以下のとおりです。

２．計画
親睦委員会では、「参加して楽しい、また来たくなる親
睦」をテーマに、幅広い世代の会員が楽しめる魅力ある
親睦行事の企画・運営、新入会員の早期定着支援、例会
での交流促進を行います。年間を通じて夜間例会等を実
施します。
プログラム委員会では、月間テーマに沿った卓話を企
画するとともに、ロータリーの原点「人と人のつながり」
をベースに職業・世代を超えて相互理解が深まる内容の
卓話を実施します。また、会員卓話も積極的に取り入れ、
会員同士の絆を深めます。
Ｓ．Ａ．Ａ・出席委員会では、例会をはじめ全ての会議が
楽しく秩序正しく運営されるよう設営・監督します。出
席率１００％を目指し、欠席連絡の徹底とメークアップ
確認を行います。
会計委員会では、理事・役員と収入支出の見込額及び
執行状況に関する情報を共有し、連携しながら予算編成
及び執行状況の管理に取り組みます。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
S.A.A（会場監督）として、例会をはじめ、すべての会議
が楽しく、秩序正しく運営されるよう、常に心を配り、気
品と風紀を守り、会合がその使命を発揮できるように設営、
監督する責任感を持ち、会長・幹事・各委員長とのコミュ
ニケーションを図りながら人と人とのつながりを大切にす
る例会等の円滑な運営をサポートして参ります。
また、ニコニコ箱においても会員、家族、事業などの慶
び事、お祝い事をニコニコしながら披露し、慶びを分かち
合い、また失敗したり、迷惑をかけた時もユーモアたっぷ
りに苦笑し、例会を賑わせられるような投稿をして頂ける
よう推奨して参ります。
出席委員として、例会への毎回の出席は大変ではありま
すが、例会への出席はロータリアンにとって最小限の奉仕
と言われており、出席することで親睦が得られ、奉仕の理

想が高められると考えます。各委員会とも連携をし、皆様
が「また、出席したい！」と思っていただけるような例会
作りを目指していきます。

２．計画
①出席率１００％を常に目指します。
②欠席等の連絡は徹底して頂けるよう周知し、メークアッ
プの予定を確認するようにします。
③会員の皆様とのコミュニケーションを大切にできるよ
う、例会案内、ニコニコ投稿のお願いを例会がある日
は必ずしていきます。
④第２月曜日と第４月曜日の昼食をビュッフェにします。
⑤半年に1回、会員同士の交流促進のための席決めのくじ
引きを行います。

３．予算　150,000円　

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
次年度親睦委員長を拝命し、会員の皆さまがより親し
みを感じ、参加しやすいクラブ運営に寄与できるよう努
めてまいります。ロータリーの基本である「親睦と奉仕」
を中心に、会員同士の交流促進とクラブ活性化を図るこ
とを本委員会の使命といたします。
　そこで、次年度は「参加して楽しい、また来たくなる親
睦」そして、会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」
をテーマに、クラブ全体の活力向上につながる施策を進
めます。

【重点方針】
①未来へつなぐ、魅力ある親睦行事の企画・運営
幅広い世代の会員が楽しめるイベントづくりを行い、
家族参加型行事も充実させます。
②新入会員の早期定着支援
歓迎会や紹介プログラムを実施し、クラブに馴染みや
すい環境を整えます。
③絆を深める、例会での交流促進
会員紹介の場や、小さな交流企画を取り入れ、「例会に
行く楽しみ」をつくります。
④透明性のある委員会運営
年間計画を明確にし、迅速な情報共有と円滑な運営を
徹底します。

広島中央ロータリークラブは、互いを大切にする温か
いクラブです。
その雰囲気を次年度さらに高め、“集まることが楽しみ
になるクラブ”を目指してまいります。

本年度が会員の皆さまにとって楽しく充実した一年と
なるよう、委員会一同、全力で取り組んでまいります。
会員の皆さまのご理解とご協力を賜りますようお願い
申し上げます。

２．計画
①　７月２５日（土曜日）
　納涼（花火大会）・家族夜間例会　　（プリンス）
②１０月１９日（月曜日）
　３ＲＣ合同夜間例会　　　　　　　 （ＡＮＡ）
③１１月３０日（月曜日）
　創立４８周年・記念夜間例会　　　 （プリンス）
④１２月１９日（土曜日）
　クリスマス・家族夜間例会　  （プリンス）
⑤　３月２９日（月曜日）
　春うらら・花見夜間例会 （ＢＢＱ）
⑥　５月～６月頃
　カープ観戦・夜間例会 （ＭＡＺＤＡ）
⑦　６月２１日（月曜日）
　年度末・最終夜間例会（点鐘引継）（プリンス）
　適宜開催　　　新入会員歓迎例会・各種慰労会
　　※プリンス  ： グランドプリンスホテル広島
　　※ＡＮＡ     ： ＡＮＡクラウンプラザホテル広島
※ＭＡＺＤＡ  ：  ＭＡＺＤＡ ZOOM-ZOOMスタジアム広島

　　※ＢＢＱ　  ：ＴＨＥ ＢＢＱ ＧＡＲＤＥＮ ｉｎ ＨＩＲＯＳＨＩＭＡ

３．予算
①夜間例会・家族会等　補助費用　4,500,000円
②会員記念日等　補助費用　　　　 700,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
クラブ会長方針でもあります「絆を深め、未来へつな

ぐ」に基づき、ロータリークラブ内外から卓話講師を積
極的に招致することで、会員同士の相互理解を深め、新
たな知見を得られるよう魅力ある卓話時間にしたいと思
います。
また卓話の講師を招致するにあたり、ロータリーの原

点である「人と人のつながり」をベースに職業や世代を
超えてお互いが理解し、絆が深まる内容の卓話をお願い
しようと考えています。

２．計画
・月間テーマに沿った卓話になるような講師の招致。
・クラブ内の会員同士の相互理解を深め絆が深まるように
会員卓話も積極的に取り入れる。

３．予算　320,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　会計委員はもとより、理事・役員にも収入支出の見込額
及び執行状況に関する情報を共有していただき、連携しな
がら、予算編成及び執行状況の管理に取り組みます。

２．計画
各理事・委員長より、過去の実績を参考にしながら、
今年度の事業計画に即した予算を立てていただき、クラ
ブ全体の収支状況等も勘案して、予算編成を行いたいと
考えております。
また、予算執行の管理につきましては、会員数の増減
や物価上昇等の諸要因も勘案し、必要適切な見直しを行
いながら、健全な財務運営が図られるようにしたいと考
えております。

３．予算　0円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
当委員会は、国際交流を通じてクラブの親睦と国際理
解の促進を図ることを目的とし、当基金は創立10周年記
念事業として設立され、国際交流支援の基盤として一定
の役割を果たしてまいりました。
一方、近年の金融環境の変化により従来の運用では十
分な成果を得ることが難しく、基金の在り方の見直しが
求められております。
　今後は創立50周年を見据え、基金の意義と役割を整理し、
持続可能な制度となるよう運用方法の見直しおよび規約
の整理・改正の検討を進めてまいりたいと思います。

２．計画
①創立50周年を見据え、時代に即した基金の運用方法の
在り方、規約の整理および改正等、制度整備の検討。
②奉仕プロジェクト委員会等との連携を図り、基金を活
用した国際交流支援の具体案の検討。

３．予算　0円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
戦略計画委員会として創立５０周年に向けた中期的な
戦略や人生１００年時代に向け如何に健康で長生きする
か、またクラブの柱として奉仕に関しては、国際奉仕の
在り方にかんして中長期的なビジョンを立案し、今後の
広島中央ＲＣが益々繫栄するための長期的な活動に関し
て協議し実行に向けて考えます。

２．計画
①創立５０周年に向けクラブの中期計画を策定する。
②人生１００年時代に向けた健康維持に関し有益な情報発信
をし、今から行える健康維持の取り組みについて検討する。
③現在クラブ単独で行っている国際奉仕活動に関して長
期的に活動することについて有益な方法を考える。
④地区補助金事業に関して、マンネリしている状況に関
して中長期的な対策を検討する。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　がん（悪性新生物）は本邦死亡原因の第一位（1981年か
ら第一位を継続中）であり、2024年度の統計では死亡総
数384,111人で全死亡の23.9%を占めている。一方、がん
の診断を受ける総数は年間約100万人であり、生存率は上
昇しているものの、がん罹患の頻度は増加している。本
クラブでは10年以上にわたり、がん予防啓発推進に積極
的に取り組み、がん予防12か条プラス1が提案され、がん
検診率の増加とともに、予防啓発の成果が認められている。
2019年のデータから日本人男性が生涯のうちにがんと
診断される確率は65.5%（約3人に2人）、日本人女性は
51.2%（約2人に1人）と推計されている。2人に1人以上が
がんに罹患することを考えると、予防と同時にがんケア
も重要であり、検診による早期発見とともに、がん罹患
患者とその家族の包括的なケアの重要性が必要となる。
2025年7月に「NPO法人がんケアリングセンター広島」を
ボランティアとして立ち上げ、活動を開始した。2026年
6月に卓話としてセンターの紹介を行ったので、2026-27
年度は予防と同時にがんケアに焦点をあてた活動を行う。

２．計画
①がん予防ならびにがんケアリングに向けた意識調査
②がん予防、がんケアリング、健康寿命延伸に向けた卓
話の企画

３．予算
卓話・講演会講師料　10,000円
調査印刷費　　　　 10,000円
郵送費　　　　　　 10,000円　　　　合計　30,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

委員長　大本　恭久

Ｓ.Ａ.Ａ.・出　席

委員長　上土井　幸始

公共イメージ クラブ管理運営委員会

理事・委員長　好永　裕一



１．方針
ロータリークラブの原点に踏まえ倫理的行動規範、職
業奉仕の考え方や取り組みを学び発信すると共に、ロー
タリー活動を通じて多くの笑顔が得られ人生に彩りが
添えられるようにするにはどうすれば良いかを考え実施
をしていきたい。

２．計画
①職業や生活のあらゆる場面で倫理的行動を実践するた
めの指針として「四つのテスト」「ロータリアンの行動
規範」を、毎月例会において唱和します。
②職業奉仕月間に職場訪問例会を実施
③プログラム委員会と連携し、職業スキルの向上に務め
るよう会員卓話の実施を図ります。
④職業奉仕の原点でもあります、健康保持のため健康診
断の斡旋を行います。
⑤会員の職業奉仕実践に貢献した優良従業員の募集・表
彰を行います。

３．予算
一般会計             70,000円
ニコニコ会計　100,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　会長方針「絆を深め、未来へつなぐ」を踏まえ、ロータ
リアンらしく奉仕活動に取り組みたいと思います。

２．計画
①8月6日、平和記念式典への参列者に対する「おもてなし
事業」を継続して行う。
②会員企業に協力を仰ぎ、献血支援活動を継続して行う。
③前年同様地区補助金を活用し、車いすソフトボール支
援団体に競技用のボール及びグローブ等を贈呈し、障
がい者スポーツの普及活動を支援する。

３．予算　300,000円（地区補助金は除く）

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」を基本に、
当クラブの独自性を生かした奉仕活動に取り組んで参り
ます。従来から取り組んでいる国際奉仕活動の継続とク
ラブ内や他クラブ・団体との交流、連携に取り組んで参
ります。
将来に向けて、皆さまと一緒に持続可能な国際奉仕の
形を考えていきたいと思っております。

２．計画
①古切手、書き損じはがき（未使用可）、外貨の収集
収集されたこれらは、「日本国際ボランティアセンター
（JVC）を通じて、現金化され、発展途上国の恵まれない
方々への原資とされています。このことを会員の皆さま
に周知し、理解と協力を求めていきます。
②国際奉仕、支援活動
将来に向けて、国際奉仕の取り組みについて理解を深め、
皆さまと一緒に持続可能な国際奉仕の形を考えていき
たいと思っております。可能であれば、委員会やアン
ケートで意見を募り、例会でフォーラムを開催してい
きます。
③地区補助金を活用した支援事業
将来に向けて、新たな支援事業を、他クラブの事例も
参考に、人間尊重・社会奉仕委員会と連携して検討し
てまいります。
④姉妹クラブ、他クラブとの連携、交流
台中西区RC、他クラブとの連携交流は、従来通り、進
めていきます。
地区委員会方針のとおり、韓国3690地区との交流促進、
国際大会（2027年5月バルセロナ）への参加促進を進め
ていきます。

３．予算　150,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
本年、当ロータリークラブは創立48周年を迎えます。
創立50周年まで2年となりました。創立50周年に向けて
会員増強委員会・ロータリー情報委員会と連携をして会
員拡大、並びに、退会防止につながる活動を展開してい
きます。

２．計画
①会員増強の純増3名を目指します。
②創立50周年に会員数75名を実現させる為の体制づくり
を行います。
③ファイヤーサイドミーティングを活用し、ロータリー
クラブを楽しんで頂ける環境をつくり、会員の退会防
止に努めます。
④研修セミナーを開催し、ロータリークラブへの理解、
基礎知識を深めて頂きます。通常であれば3年未満の会
員を対象としますが、コロナ禍で研修を受けられてい
ない近年入会者の方もいますので、本年度は、5年未満
を対象とします。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針を踏まえ、会員増強、退会防止に努め、各委
員会や同好会活動を通じて広島中央RCの魅力を発信し、
会員一丸となって創立50周年に向けて、委員会活動に努
めてまいります。

２．計画
①本年度純増3名を目指します。
②退会者が出ないようクラブの魅力発信と退会防止策に
注力していきます。
③入会候補者の例会招待、入会後のフォローアップに取
り組みます。
④創立50周年に75名の会員数に向け、クラブ会員と協力
し会員増強に取り組むための策を構築していきます。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」を踏まえて、
新会員には、５０周年に向けて活躍して頂けるようロー
タリー情報をしっかりと提供していきます。
また、入会５年未満の会員を対象としロータリーの知
識を楽しみながら深めて頂く場を設け、会員同士の親睦
も図れるようにしたいと思います。

２．計画
①入会予定者に対し、推薦者と共に会社訪問しロータリー
への理解を深めて頂くために面談・説明を行います。
②例会にゲストで来られた際は、スムーズな入会に向け
てロータリー情報の説明を行います。
③入会後も、ファイヤーサイドミーティングを開催し、
ロータリーの基礎知識を学んでいただくと共に、楽しく
ロータリー活動を出来る環境を創りたいと思います。
④コロナの影響で開催されていなかったため、入会５年
未満の会員を対象に、ロータリーの知識を深めるために、
研修会を開催します。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」を踏まえ、
奉仕活動を通じて、広島中央ロータリークラブや他クラ
ブとの絆を深めながら、未来へ続く活動になるよう取り
組んでまいります。
また、平和都市広島の中で広島中央ロータリークラブ
らしい地域社会への奉仕活動を実施できるよう取り組ん
でまいります。

２．計画
(1)職業奉仕
①四つのテスト、ロータリアンの行動規範の毎月例会
において唱和
②職業奉仕月間に職場訪問例会を実施
③職業スキルの向上に務める会員卓話の実施
④健康診断の斡旋
⑤職業奉仕実践に貢献した優良従業員の募集・表彰

(2)人間尊重・社会奉仕
①8月6日、平和記念式典への参列者への「おもてなし
事業」を実施
②会員企業に協力を仰ぎ、献血支援活動の実施
③前年同様地区補助金を活用し、車いすソフトボール
支援団体に競技用のボール及びグローブ等を贈呈し、
障がい者スポーツの普及活動の支援

(3)国際奉仕委員会
①古切手、書き損じはがき（未使用可）、外貨の収集
②国際奉仕、支援活動
③地区補助金を活用した支援事業
④姉妹クラブ、他クラブとの連携、交流台中西区RC、
他クラブとの連携交流促進

(4)青少年奉仕・ローターアクト
①広島中央ローターアクトクラブで計画している事業
に積極的に参加し協力・支援
②ローターアクトクラブ例会・RYLAに参加、青少年奉
仕に効果的な活動について検討
③ローターアクトクラブへの理解・支援の促進
④ローターアクトクラブの会員増強

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
今年度は広島中央ローターアクトクラブから地区代表
を輩出いたします。円滑に運営できるよう連携し、意思
疎通を図りながら進めてまいります。また、会員増強は
もちろんアクトメンバーとも親睦を深めより良い活動が
できるよう支援して参ります。

２．計画
①今年度、広島中央ローターアクトクラブで計画してい
る事業に積極的に参加し協力・支援する。
②ローターアクトクラブ例会・RYLAに参加し、青少年奉
仕に効果的な活動について検討する。
③ローターアクトクラブを理解・支援してもらえるよう
努める。
④ローターアクトクラブの会員増強に努める。

３．予算
本会計　　　　100,000円
ニコニコ会計　700,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　宗正会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」に基づき、
「世界で良いことをしよう」という理念のもと設立された
ロータリー財団の主旨を会員の皆様に理解いただき、ご
協力頂けるよう取り組む。

２．計画
①米山月間・ロータリー財団月間でフォーラムを開催し、
ロータリー財団委員会の情報提供と理解促進を図る。
②ロータリー財団及び米山奨学会への寄付目標を達成する。
③奉仕プロジェクト委員会と協力して地区補助金事業の
計画立案を行う。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
(ア)会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」を念頭に
おいて活動する。

(イ)①「世界でよいことをしよう」という目的をもって設立
されたロータリー財団、及び、②母国と日本の架け橋
となり国際社会で活躍する留学生の援助を目的として
設立された米山記念奨学会の理解を深めてもらう。

２．計画
(ア)寄付目標
　　ａ　年次寄付150ドル/人
　　ｂ　ベネファクター1人/クラブ
　　ｃ　ポリオプラス30ドル/人
　　ｄ　米山基金16,000円/人
　　ｅ　米山学友会賛助会員　50％/クラブ会員
(イ)定例会の委員会報告
ａ ロータリー財団及び米山記念奨学会の情報を提供

する。ロータリー財団について、ポリオプラスを
はじめ世界でよいことをしている事例を紹介する。
また、グローバル補助金の獲得に向けて諸手続を
行うとともに、実際に補助金を獲得した他クラブ
の活動事例を報告する。

ｂ ロータリー財団室News、ハイライト米山の情報提
供をする。

ｃ 定期的に寄付先、寄付理由等を例会等で報告し、
会員に寄付に対する理解を得ることができるよう
にする。

(ウ)米山月間（10月5日）
ａ 比治山大学のダオ ティ ゴック リンさんの卓話

を行う。また、直近の米山記念奨学会の情報を提
供する。

　　ｂ　米山功労者の募集（1名）。
(エ)ロータリー財団月間（11月9日）
ａ 例年どおり、ポールハリスフェロー・マルチプル

ポールハリスフェロー認証促進運動を実施する。
5名を目標に協力要請を行う。

ｂ 財団に関する卓話（クラブフォーラム、ポリオの
説明、グローバル補助金の説明、財団ビデオ視聴
等）を行う。

(オ)グローバル補助金
新規のグローバル補助金獲得に向けてクラブで協議する。

(カ)地区補助金
奉仕プロジェクト委員会と協力して行う。

３．予算　60,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
「つながりを深め、発信するクラブへ」
デジタル基盤（ホームページやNAS）を最大限に活用し、
会員相互の親睦と、地域社会への分かりやすい情報発信
を継続します。活動の「楽しさ」を可視化することで、ク
ラブの魅力向上と退会防止・会員増強に寄与します。
※ＮＡＳ（データ保管用ハードディスク）

２．計画
① ホームページによるタイムリーな広報
例会や奉仕活動の様子を、鮮度の高いうちに公開します。
定型フォーマットを活用し、担当者の負担を抑えつつ、
活気ある活動状況を内外に伝えます。

② デジタル資産の蓄積と共有（NASの運用定着）
活動写真はNASへ速やかに保存する習慣を定着させま
す。これらをデジタル会報誌や、次年度以降の50周年
記念行事の資料として即座に活用できる体制を維持し
ます。

③ デジタル会報誌の継続発行
IT化の流れを継続し、デジタル会報誌を発行します。
必要部数の紙媒体併用も継続し、全会員への情報伝達
を確実に行います。

④ 外部メディア・公共機関への働きかけ
社会貢献活動など、ニュース性の高い事業については
積極的にプレスリリースを行い、地域におけるクラブ
の存在感を高めます。

⑤ マイロータリーの活用促進
新入会員を中心に登録をサポートし、ロータリーに関
する知識の習得や国際リテラシーの向上を支援します。

⑥ 50周年に向けた準備とリクルート支援
節目となる50周年に向けて、広報の立場から過去の記
録整理やPR動画の検討などを進めます。また、HP等を
通じて「入会したくなるクラブ」の雰囲気づくりを行い、
会員増強を後押しします。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
クラブやローターアクトクラブ活動実績について写真
を撮影し、ＨＰおよび会報誌に掲載することで、広島中央
ロータリ―クラブについて、クラブ内部メンバーのさら
なる結束を強め、また、潜在的な加入希望者をはじめと
するクラブ外部の方々に具体的なイメージを共有しても
らえるようにします。

２．計画
①委員会メンバーで順番を決め、ＨＰおよび会報誌用に写
真を撮影します。
②撮影した写真データを随時ＮＡＳ（データ保管用ハード
ディスク）に保存します。
③例会の様子、卓話講師や卓話の内容等、様々なクラブ
の活動をＨＰにタイムリーに掲載します（次年度から運
営会社が変更されるため、適宜打合せ、調整をしなが
ら進めます。）。あわせて、情報の正確性のチェックを
行います。
④ＭＹ  ＲＯＴＡＲＹへの登録を促進します。
⑤デジタル会報誌を引き続き作成し、数部紙媒体でも配
布します。
⑥クラブ５０周年についての取り組みを検討します。

３．予算
ＨＰ更新料 132,000円
ドメイン更新料             26,400円
月間システム管理料　636,600円
会報誌作成料  594,000円
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
合計  1,389,000円　

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　２０２６－２７年度の会長方針「絆を深め、未来へつなぐ」
の基、クラブ管理運営委員会では、各委員会と緊密に連携し、
会員相互の親睦を深めながら、会員の皆様にとって効果的で
魅力あるクラブ運営となるよう努めてまいります。
　各委員会の方針・計画の概要は以下のとおりです。

２．計画
　親睦委員会では、「参加して楽しい、また来たくなる親
睦」をテーマに、幅広い世代の会員が楽しめる魅力ある
親睦行事の企画・運営、新入会員の早期定着支援、例会
での交流促進を行います。年間を通じて夜間例会等を実
施します。
　プログラム委員会では、月間テーマに沿った卓話を企
画するとともに、ロータリーの原点「人と人のつながり」
をベースに職業・世代を超えて相互理解が深まる内容の
卓話を実施します。また、会員卓話も積極的に取り入れ、
会員同士の絆を深めます。
　Ｓ．Ａ．Ａ・出席委員会では、例会をはじめ全ての会議が
楽しく秩序正しく運営されるよう設営・監督します。出
席率１００％を目指し、欠席連絡の徹底とメークアップ
確認を行います。
　会計委員会では、理事・役員と収入支出の見込額及び
執行状況に関する情報を共有し、連携しながら予算編成
及び執行状況の管理に取り組みます。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　S.A.A（会場監督）として、例会をはじめ、すべての会議
が楽しく、秩序正しく運営されるよう、常に心を配り、気
品と風紀を守り、会合がその使命を発揮できるように設営、
監督する責任感を持ち、会長・幹事・各委員長とのコミュ
ニケーションを図りながら人と人とのつながりを大切にす
る例会等の円滑な運営をサポートして参ります。
　また、ニコニコ箱においても会員、家族、事業などの慶
び事、お祝い事をニコニコしながら披露し、慶びを分かち
合い、また失敗したり、迷惑をかけた時もユーモアたっぷ
りに苦笑し、例会を賑わせられるような投稿をして頂ける
よう推奨して参ります。
　出席委員として、例会への毎回の出席は大変ではありま
すが、例会への出席はロータリアンにとって最小限の奉仕
と言われており、出席することで親睦が得られ、奉仕の理

想が高められると考えます。各委員会とも連携をし、皆様
が「また、出席したい！」と思っていただけるような例会
作りを目指していきます。

２．計画
①出席率１００％を常に目指します。
②欠席等の連絡は徹底して頂けるよう周知し、メークアッ
プの予定を確認するようにします。
③会員の皆様とのコミュニケーションを大切にできるよ
う、例会案内、ニコニコ投稿のお願いを例会がある日
は必ずしていきます。
④第２月曜日と第４月曜日の昼食をビュッフェにします。
⑤半年に1回、会員同士の交流促進のための席決めのくじ
引きを行います。

３．予算　150,000円　

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
次年度親睦委員長を拝命し、会員の皆さまがより親し
みを感じ、参加しやすいクラブ運営に寄与できるよう努
めてまいります。ロータリーの基本である「親睦と奉仕」
を中心に、会員同士の交流促進とクラブ活性化を図るこ
とを本委員会の使命といたします。
　そこで、次年度は「参加して楽しい、また来たくなる親
睦」そして、会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」
をテーマに、クラブ全体の活力向上につながる施策を進
めます。

【重点方針】
①未来へつなぐ、魅力ある親睦行事の企画・運営
幅広い世代の会員が楽しめるイベントづくりを行い、
家族参加型行事も充実させます。
②新入会員の早期定着支援
歓迎会や紹介プログラムを実施し、クラブに馴染みや
すい環境を整えます。
③絆を深める、例会での交流促進
会員紹介の場や、小さな交流企画を取り入れ、「例会に
行く楽しみ」をつくります。
④透明性のある委員会運営
年間計画を明確にし、迅速な情報共有と円滑な運営を
徹底します。

広島中央ロータリークラブは、互いを大切にする温か
いクラブです。
その雰囲気を次年度さらに高め、“集まることが楽しみ
になるクラブ”を目指してまいります。

本年度が会員の皆さまにとって楽しく充実した一年と
なるよう、委員会一同、全力で取り組んでまいります。
会員の皆さまのご理解とご協力を賜りますようお願い
申し上げます。

２．計画
①　７月２５日（土曜日）
　納涼（花火大会）・家族夜間例会　　（プリンス）
②１０月１９日（月曜日）
　３ＲＣ合同夜間例会　　　　　　　 （ＡＮＡ）
③１１月３０日（月曜日）
　創立４８周年・記念夜間例会　　　 （プリンス）
④１２月１９日（土曜日）
　クリスマス・家族夜間例会　  （プリンス）
⑤　３月２９日（月曜日）
　春うらら・花見夜間例会 （ＢＢＱ）
⑥　５月～６月頃
　カープ観戦・夜間例会 （ＭＡＺＤＡ）
⑦　６月２１日（月曜日）
　年度末・最終夜間例会（点鐘引継）（プリンス）
　適宜開催　　　新入会員歓迎例会・各種慰労会
　　※プリンス  ： グランドプリンスホテル広島
　　※ＡＮＡ     ： ＡＮＡクラウンプラザホテル広島
※ＭＡＺＤＡ  ：  ＭＡＺＤＡ ZOOM-ZOOMスタジアム広島

　　※ＢＢＱ　  ：ＴＨＥ ＢＢＱ ＧＡＲＤＥＮ ｉｎ ＨＩＲＯＳＨＩＭＡ

３．予算
①夜間例会・家族会等　補助費用　4,500,000円
②会員記念日等　補助費用　　　　 700,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
クラブ会長方針でもあります「絆を深め、未来へつな

ぐ」に基づき、ロータリークラブ内外から卓話講師を積
極的に招致することで、会員同士の相互理解を深め、新
たな知見を得られるよう魅力ある卓話時間にしたいと思
います。
また卓話の講師を招致するにあたり、ロータリーの原

点である「人と人のつながり」をベースに職業や世代を
超えてお互いが理解し、絆が深まる内容の卓話をお願い
しようと考えています。

２．計画
・月間テーマに沿った卓話になるような講師の招致。
・クラブ内の会員同士の相互理解を深め絆が深まるように
会員卓話も積極的に取り入れる。

３．予算　320,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　会計委員はもとより、理事・役員にも収入支出の見込額
及び執行状況に関する情報を共有していただき、連携しな
がら、予算編成及び執行状況の管理に取り組みます。

２．計画
各理事・委員長より、過去の実績を参考にしながら、
今年度の事業計画に即した予算を立てていただき、クラ
ブ全体の収支状況等も勘案して、予算編成を行いたいと
考えております。
また、予算執行の管理につきましては、会員数の増減
や物価上昇等の諸要因も勘案し、必要適切な見直しを行
いながら、健全な財務運営が図られるようにしたいと考
えております。

３．予算　0円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
当委員会は、国際交流を通じてクラブの親睦と国際理
解の促進を図ることを目的とし、当基金は創立10周年記
念事業として設立され、国際交流支援の基盤として一定
の役割を果たしてまいりました。
一方、近年の金融環境の変化により従来の運用では十
分な成果を得ることが難しく、基金の在り方の見直しが
求められております。
　今後は創立50周年を見据え、基金の意義と役割を整理し、
持続可能な制度となるよう運用方法の見直しおよび規約
の整理・改正の検討を進めてまいりたいと思います。

２．計画
①創立50周年を見据え、時代に即した基金の運用方法の
在り方、規約の整理および改正等、制度整備の検討。
②奉仕プロジェクト委員会等との連携を図り、基金を活
用した国際交流支援の具体案の検討。

３．予算　0円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
戦略計画委員会として創立５０周年に向けた中期的な
戦略や人生１００年時代に向け如何に健康で長生きする
か、またクラブの柱として奉仕に関しては、国際奉仕の
在り方にかんして中長期的なビジョンを立案し、今後の
広島中央ＲＣが益々繫栄するための長期的な活動に関し
て協議し実行に向けて考えます。

２．計画
①創立５０周年に向けクラブの中期計画を策定する。
②人生１００年時代に向けた健康維持に関し有益な情報発信
をし、今から行える健康維持の取り組みについて検討する。
③現在クラブ単独で行っている国際奉仕活動に関して長
期的に活動することについて有益な方法を考える。
④地区補助金事業に関して、マンネリしている状況に関
して中長期的な対策を検討する。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　がん（悪性新生物）は本邦死亡原因の第一位（1981年か
ら第一位を継続中）であり、2024年度の統計では死亡総
数384,111人で全死亡の23.9%を占めている。一方、がん
の診断を受ける総数は年間約100万人であり、生存率は上
昇しているものの、がん罹患の頻度は増加している。本
クラブでは10年以上にわたり、がん予防啓発推進に積極
的に取り組み、がん予防12か条プラス1が提案され、がん
検診率の増加とともに、予防啓発の成果が認められている。
2019年のデータから日本人男性が生涯のうちにがんと
診断される確率は65.5%（約3人に2人）、日本人女性は
51.2%（約2人に1人）と推計されている。2人に1人以上が
がんに罹患することを考えると、予防と同時にがんケア
も重要であり、検診による早期発見とともに、がん罹患
患者とその家族の包括的なケアの重要性が必要となる。
2025年7月に「NPO法人がんケアリングセンター広島」を
ボランティアとして立ち上げ、活動を開始した。2026年
6月に卓話としてセンターの紹介を行ったので、2026-27
年度は予防と同時にがんケアに焦点をあてた活動を行う。

２．計画
①がん予防ならびにがんケアリングに向けた意識調査
②がん予防、がんケアリング、健康寿命延伸に向けた卓
話の企画

３．予算
卓話・講演会講師料　10,000円
調査印刷費　　　　 10,000円
郵送費　　　　　　 10,000円　　　　合計　30,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

委員長　大本　恭久

Ｓ.Ａ.Ａ.・出　席

委員長　上土井　幸始

公共イメージ クラブ管理運営委員会

理事・委員長　好永　裕一



１．方針
ロータリークラブの原点に踏まえ倫理的行動規範、職
業奉仕の考え方や取り組みを学び発信すると共に、ロー
タリー活動を通じて多くの笑顔が得られ人生に彩りが
添えられるようにするにはどうすれば良いかを考え実施
をしていきたい。

２．計画
①職業や生活のあらゆる場面で倫理的行動を実践するた
めの指針として「四つのテスト」「ロータリアンの行動
規範」を、毎月例会において唱和します。
②職業奉仕月間に職場訪問例会を実施
③プログラム委員会と連携し、職業スキルの向上に務め
るよう会員卓話の実施を図ります。
④職業奉仕の原点でもあります、健康保持のため健康診
断の斡旋を行います。
⑤会員の職業奉仕実践に貢献した優良従業員の募集・表
彰を行います。

３．予算
一般会計             70,000円
ニコニコ会計　100,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　会長方針「絆を深め、未来へつなぐ」を踏まえ、ロータ
リアンらしく奉仕活動に取り組みたいと思います。

２．計画
①8月6日、平和記念式典への参列者に対する「おもてなし
事業」を継続して行う。
②会員企業に協力を仰ぎ、献血支援活動を継続して行う。
③前年同様地区補助金を活用し、車いすソフトボール支
援団体に競技用のボール及びグローブ等を贈呈し、障
がい者スポーツの普及活動を支援する。

３．予算　300,000円（地区補助金は除く）

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」を基本に、
当クラブの独自性を生かした奉仕活動に取り組んで参り
ます。従来から取り組んでいる国際奉仕活動の継続とク
ラブ内や他クラブ・団体との交流、連携に取り組んで参
ります。
将来に向けて、皆さまと一緒に持続可能な国際奉仕の
形を考えていきたいと思っております。

２．計画
①古切手、書き損じはがき（未使用可）、外貨の収集
収集されたこれらは、「日本国際ボランティアセンター
（JVC）を通じて、現金化され、発展途上国の恵まれない
方々への原資とされています。このことを会員の皆さま
に周知し、理解と協力を求めていきます。
②国際奉仕、支援活動
将来に向けて、国際奉仕の取り組みについて理解を深め、
皆さまと一緒に持続可能な国際奉仕の形を考えていき
たいと思っております。可能であれば、委員会やアン
ケートで意見を募り、例会でフォーラムを開催してい
きます。
③地区補助金を活用した支援事業
将来に向けて、新たな支援事業を、他クラブの事例も
参考に、人間尊重・社会奉仕委員会と連携して検討し
てまいります。
④姉妹クラブ、他クラブとの連携、交流
台中西区RC、他クラブとの連携交流は、従来通り、進
めていきます。
地区委員会方針のとおり、韓国3690地区との交流促進、
国際大会（2027年5月バルセロナ）への参加促進を進め
ていきます。

３．予算　150,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
本年、当ロータリークラブは創立48周年を迎えます。
創立50周年まで2年となりました。創立50周年に向けて
会員増強委員会・ロータリー情報委員会と連携をして会
員拡大、並びに、退会防止につながる活動を展開してい
きます。

２．計画
①会員増強の純増3名を目指します。
②創立50周年に会員数75名を実現させる為の体制づくり
を行います。
③ファイヤーサイドミーティングを活用し、ロータリー
クラブを楽しんで頂ける環境をつくり、会員の退会防
止に努めます。
④研修セミナーを開催し、ロータリークラブへの理解、
基礎知識を深めて頂きます。通常であれば3年未満の会
員を対象としますが、コロナ禍で研修を受けられてい
ない近年入会者の方もいますので、本年度は、5年未満
を対象とします。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針を踏まえ、会員増強、退会防止に努め、各委
員会や同好会活動を通じて広島中央RCの魅力を発信し、
会員一丸となって創立50周年に向けて、委員会活動に努
めてまいります。

２．計画
①本年度純増3名を目指します。
②退会者が出ないようクラブの魅力発信と退会防止策に
注力していきます。
③入会候補者の例会招待、入会後のフォローアップに取
り組みます。
④創立50周年に75名の会員数に向け、クラブ会員と協力
し会員増強に取り組むための策を構築していきます。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」を踏まえて、
新会員には、５０周年に向けて活躍して頂けるようロー
タリー情報をしっかりと提供していきます。
また、入会５年未満の会員を対象としロータリーの知
識を楽しみながら深めて頂く場を設け、会員同士の親睦
も図れるようにしたいと思います。

２．計画
①入会予定者に対し、推薦者と共に会社訪問しロータリー
への理解を深めて頂くために面談・説明を行います。
②例会にゲストで来られた際は、スムーズな入会に向け
てロータリー情報の説明を行います。
③入会後も、ファイヤーサイドミーティングを開催し、
ロータリーの基礎知識を学んでいただくと共に、楽しく
ロータリー活動を出来る環境を創りたいと思います。
④コロナの影響で開催されていなかったため、入会５年
未満の会員を対象に、ロータリーの知識を深めるために、
研修会を開催します。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」を踏まえ、
奉仕活動を通じて、広島中央ロータリークラブや他クラ
ブとの絆を深めながら、未来へ続く活動になるよう取り
組んでまいります。
また、平和都市広島の中で広島中央ロータリークラブ
らしい地域社会への奉仕活動を実施できるよう取り組ん
でまいります。

２．計画
(1)職業奉仕
①四つのテスト、ロータリアンの行動規範の毎月例会
において唱和
②職業奉仕月間に職場訪問例会を実施
③職業スキルの向上に務める会員卓話の実施
④健康診断の斡旋
⑤職業奉仕実践に貢献した優良従業員の募集・表彰

(2)人間尊重・社会奉仕
①8月6日、平和記念式典への参列者への「おもてなし
事業」を実施
②会員企業に協力を仰ぎ、献血支援活動の実施
③前年同様地区補助金を活用し、車いすソフトボール
支援団体に競技用のボール及びグローブ等を贈呈し、
障がい者スポーツの普及活動の支援

(3)国際奉仕委員会
①古切手、書き損じはがき（未使用可）、外貨の収集
②国際奉仕、支援活動
③地区補助金を活用した支援事業
④姉妹クラブ、他クラブとの連携、交流台中西区RC、
他クラブとの連携交流促進

(4)青少年奉仕・ローターアクト
①広島中央ローターアクトクラブで計画している事業
に積極的に参加し協力・支援
②ローターアクトクラブ例会・RYLAに参加、青少年奉
仕に効果的な活動について検討
③ローターアクトクラブへの理解・支援の促進
④ローターアクトクラブの会員増強

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
今年度は広島中央ローターアクトクラブから地区代表
を輩出いたします。円滑に運営できるよう連携し、意思
疎通を図りながら進めてまいります。また、会員増強は
もちろんアクトメンバーとも親睦を深めより良い活動が
できるよう支援して参ります。

２．計画
①今年度、広島中央ローターアクトクラブで計画してい
る事業に積極的に参加し協力・支援する。
②ローターアクトクラブ例会・RYLAに参加し、青少年奉
仕に効果的な活動について検討する。
③ローターアクトクラブを理解・支援してもらえるよう
努める。
④ローターアクトクラブの会員増強に努める。

３．予算
本会計　　　　100,000円
ニコニコ会計　700,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　宗正会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」に基づき、
「世界で良いことをしよう」という理念のもと設立された
ロータリー財団の主旨を会員の皆様に理解いただき、ご
協力頂けるよう取り組む。

２．計画
①米山月間・ロータリー財団月間でフォーラムを開催し、
ロータリー財団委員会の情報提供と理解促進を図る。
②ロータリー財団及び米山奨学会への寄付目標を達成する。
③奉仕プロジェクト委員会と協力して地区補助金事業の
計画立案を行う。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
(ア)会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」を念頭に
おいて活動する。

(イ)①「世界でよいことをしよう」という目的をもって設立
されたロータリー財団、及び、②母国と日本の架け橋
となり国際社会で活躍する留学生の援助を目的として
設立された米山記念奨学会の理解を深めてもらう。

２．計画
(ア)寄付目標
　　ａ　年次寄付150ドル/人
　　ｂ　ベネファクター1人/クラブ
　　ｃ　ポリオプラス30ドル/人
　　ｄ　米山基金16,000円/人
　　ｅ　米山学友会賛助会員　50％/クラブ会員
(イ)定例会の委員会報告
ａ ロータリー財団及び米山記念奨学会の情報を提供

する。ロータリー財団について、ポリオプラスを
はじめ世界でよいことをしている事例を紹介する。
また、グローバル補助金の獲得に向けて諸手続を
行うとともに、実際に補助金を獲得した他クラブ
の活動事例を報告する。

ｂ ロータリー財団室News、ハイライト米山の情報提
供をする。

ｃ 定期的に寄付先、寄付理由等を例会等で報告し、
会員に寄付に対する理解を得ることができるよう
にする。

(ウ)米山月間（10月5日）
ａ 比治山大学のダオ ティ ゴック リンさんの卓話

を行う。また、直近の米山記念奨学会の情報を提
供する。

　　ｂ　米山功労者の募集（1名）。
(エ)ロータリー財団月間（11月9日）
ａ 例年どおり、ポールハリスフェロー・マルチプル

ポールハリスフェロー認証促進運動を実施する。
5名を目標に協力要請を行う。

ｂ 財団に関する卓話（クラブフォーラム、ポリオの
説明、グローバル補助金の説明、財団ビデオ視聴
等）を行う。

(オ)グローバル補助金
新規のグローバル補助金獲得に向けてクラブで協議する。

(カ)地区補助金
奉仕プロジェクト委員会と協力して行う。

３．予算　60,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
「つながりを深め、発信するクラブへ」
デジタル基盤（ホームページやNAS）を最大限に活用し、
会員相互の親睦と、地域社会への分かりやすい情報発信
を継続します。活動の「楽しさ」を可視化することで、ク
ラブの魅力向上と退会防止・会員増強に寄与します。
※ＮＡＳ（データ保管用ハードディスク）

２．計画
① ホームページによるタイムリーな広報
例会や奉仕活動の様子を、鮮度の高いうちに公開します。
定型フォーマットを活用し、担当者の負担を抑えつつ、
活気ある活動状況を内外に伝えます。

② デジタル資産の蓄積と共有（NASの運用定着）
活動写真はNASへ速やかに保存する習慣を定着させま
す。これらをデジタル会報誌や、次年度以降の50周年
記念行事の資料として即座に活用できる体制を維持し
ます。

③ デジタル会報誌の継続発行
IT化の流れを継続し、デジタル会報誌を発行します。
必要部数の紙媒体併用も継続し、全会員への情報伝達
を確実に行います。

④ 外部メディア・公共機関への働きかけ
社会貢献活動など、ニュース性の高い事業については
積極的にプレスリリースを行い、地域におけるクラブ
の存在感を高めます。

⑤ マイロータリーの活用促進
新入会員を中心に登録をサポートし、ロータリーに関
する知識の習得や国際リテラシーの向上を支援します。

⑥ 50周年に向けた準備とリクルート支援
節目となる50周年に向けて、広報の立場から過去の記
録整理やPR動画の検討などを進めます。また、HP等を
通じて「入会したくなるクラブ」の雰囲気づくりを行い、
会員増強を後押しします。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
クラブやローターアクトクラブ活動実績について写真
を撮影し、ＨＰおよび会報誌に掲載することで、広島中央
ロータリ―クラブについて、クラブ内部メンバーのさら
なる結束を強め、また、潜在的な加入希望者をはじめと
するクラブ外部の方々に具体的なイメージを共有しても
らえるようにします。

２．計画
①委員会メンバーで順番を決め、ＨＰおよび会報誌用に写
真を撮影します。
②撮影した写真データを随時ＮＡＳ（データ保管用ハード
ディスク）に保存します。
③例会の様子、卓話講師や卓話の内容等、様々なクラブ
の活動をＨＰにタイムリーに掲載します（次年度から運
営会社が変更されるため、適宜打合せ、調整をしなが
ら進めます。）。あわせて、情報の正確性のチェックを
行います。
④ＭＹ  ＲＯＴＡＲＹへの登録を促進します。
⑤デジタル会報誌を引き続き作成し、数部紙媒体でも配
布します。
⑥クラブ５０周年についての取り組みを検討します。

３．予算
ＨＰ更新料                  132,000円　　　　　　　
ドメイン更新料             26,400円　　　　　     
月間システム管理料　636,600円　　        　
会報誌作成料              594,000円
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
合計  　　　　　　 1,389,000円　

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　２０２６－２７年度の会長方針「絆を深め、未来へつなぐ」
の基、クラブ管理運営委員会では、各委員会と緊密に連携し、
会員相互の親睦を深めながら、会員の皆様にとって効果的で
魅力あるクラブ運営となるよう努めてまいります。
　各委員会の方針・計画の概要は以下のとおりです。

２．計画
親睦委員会では、「参加して楽しい、また来たくなる親
睦」をテーマに、幅広い世代の会員が楽しめる魅力ある
親睦行事の企画・運営、新入会員の早期定着支援、例会
での交流促進を行います。年間を通じて夜間例会等を実
施します。
プログラム委員会では、月間テーマに沿った卓話を企
画するとともに、ロータリーの原点「人と人のつながり」
をベースに職業・世代を超えて相互理解が深まる内容の
卓話を実施します。また、会員卓話も積極的に取り入れ、
会員同士の絆を深めます。
Ｓ．Ａ．Ａ・出席委員会では、例会をはじめ全ての会議が
楽しく秩序正しく運営されるよう設営・監督します。出
席率１００％を目指し、欠席連絡の徹底とメークアップ
確認を行います。
会計委員会では、理事・役員と収入支出の見込額及び
執行状況に関する情報を共有し、連携しながら予算編成
及び執行状況の管理に取り組みます。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
S.A.A（会場監督）として、例会をはじめ、すべての会議
が楽しく、秩序正しく運営されるよう、常に心を配り、気
品と風紀を守り、会合がその使命を発揮できるように設営、
監督する責任感を持ち、会長・幹事・各委員長とのコミュ
ニケーションを図りながら人と人とのつながりを大切にす
る例会等の円滑な運営をサポートして参ります。
また、ニコニコ箱においても会員、家族、事業などの慶
び事、お祝い事をニコニコしながら披露し、慶びを分かち
合い、また失敗したり、迷惑をかけた時もユーモアたっぷ
りに苦笑し、例会を賑わせられるような投稿をして頂ける
よう推奨して参ります。
出席委員として、例会への毎回の出席は大変ではありま
すが、例会への出席はロータリアンにとって最小限の奉仕
と言われており、出席することで親睦が得られ、奉仕の理

想が高められると考えます。各委員会とも連携をし、皆様
が「また、出席したい！」と思っていただけるような例会
作りを目指していきます。

２．計画
①出席率１００％を常に目指します。
②欠席等の連絡は徹底して頂けるよう周知し、メークアッ
プの予定を確認するようにします。
③会員の皆様とのコミュニケーションを大切にできるよ
う、例会案内、ニコニコ投稿のお願いを例会がある日
は必ずしていきます。
④第２月曜日と第４月曜日の昼食をビュッフェにします。
⑤半年に1回、会員同士の交流促進のための席決めのくじ
引きを行います。

３．予算　150,000円　

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　次年度親睦委員長を拝命し、会員の皆さまがより親し
みを感じ、参加しやすいクラブ運営に寄与できるよう努
めてまいります。ロータリーの基本である「親睦と奉仕」
を中心に、会員同士の交流促進とクラブ活性化を図るこ
とを本委員会の使命といたします。
　そこで、次年度は「参加して楽しい、また来たくなる親
睦」そして、会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」
をテーマに、クラブ全体の活力向上につながる施策を進
めます。

【重点方針】
①未来へつなぐ、魅力ある親睦行事の企画・運営
幅広い世代の会員が楽しめるイベントづくりを行い、
家族参加型行事も充実させます。
②新入会員の早期定着支援
歓迎会や紹介プログラムを実施し、クラブに馴染みや
すい環境を整えます。
③絆を深める、例会での交流促進
会員紹介の場や、小さな交流企画を取り入れ、「例会に
行く楽しみ」をつくります。
④透明性のある委員会運営
年間計画を明確にし、迅速な情報共有と円滑な運営を
徹底します。

広島中央ロータリークラブは、互いを大切にする温か
いクラブです。
　その雰囲気を次年度さらに高め、“集まることが楽しみ
になるクラブ”を目指してまいります。

　本年度が会員の皆さまにとって楽しく充実した一年と
なるよう、委員会一同、全力で取り組んでまいります。
　会員の皆さまのご理解とご協力を賜りますようお願い
申し上げます。

２．計画
① ７月２５日（土曜日）
　納涼（花火大会）・家族夜間例会　　（プリンス）
②１０月１９日（月曜日）
３ＲＣ合同夜間例会  （ＡＮＡ）
③１１月３０日（月曜日）
創立４８周年・記念夜間例会　　　 （プリンス）
④１２月１９日（土曜日）
クリスマス・家族夜間例会 　（プリンス）
⑤ ３月２９日（月曜日）
春うらら・花見夜間例会 　 （ＢＢＱ）
⑥ ５月～６月頃
カープ観戦・夜間例会 　 （ＭＡＺＤＡ）
⑦ ６月２１日（月曜日）
　年度末・最終夜間例会（点鐘引継）　（プリンス）
　適宜開催　　　新入会員歓迎例会・各種慰労会
※プリンス   ：  グランドプリンスホテル広島
※ＡＮＡ      ：  ＡＮＡクラウンプラザホテル広島
※ＭＡＺＤＡ  ：  ＭＡＺＤＡ ZOOM-ZOOMスタジアム広島
※ＢＢＱ　   ： ＴＨＥ ＢＢＱ ＧＡＲＤＥＮ ｉｎ ＨＩＲＯＳＨＩＭＡ

３．予算
①夜間例会・家族会等　補助費用　4,500,000円
②会員記念日等　補助費用 　700,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
クラブ会長方針でもあります「絆を深め、未来へつな

ぐ」に基づき、ロータリークラブ内外から卓話講師を積
極的に招致することで、会員同士の相互理解を深め、新
たな知見を得られるよう魅力ある卓話時間にしたいと思
います。
また卓話の講師を招致するにあたり、ロータリーの原

点である「人と人のつながり」をベースに職業や世代を
超えてお互いが理解し、絆が深まる内容の卓話をお願い
しようと考えています。

２．計画
・月間テーマに沿った卓話になるような講師の招致。
・クラブ内の会員同士の相互理解を深め絆が深まるように
会員卓話も積極的に取り入れる。

３．予算　320,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　会計委員はもとより、理事・役員にも収入支出の見込額
及び執行状況に関する情報を共有していただき、連携しな
がら、予算編成及び執行状況の管理に取り組みます。

２．計画
各理事・委員長より、過去の実績を参考にしながら、
今年度の事業計画に即した予算を立てていただき、クラ
ブ全体の収支状況等も勘案して、予算編成を行いたいと
考えております。
また、予算執行の管理につきましては、会員数の増減
や物価上昇等の諸要因も勘案し、必要適切な見直しを行
いながら、健全な財務運営が図られるようにしたいと考
えております。

３．予算　0円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
当委員会は、国際交流を通じてクラブの親睦と国際理
解の促進を図ることを目的とし、当基金は創立10周年記
念事業として設立され、国際交流支援の基盤として一定
の役割を果たしてまいりました。
一方、近年の金融環境の変化により従来の運用では十
分な成果を得ることが難しく、基金の在り方の見直しが
求められております。
　今後は創立50周年を見据え、基金の意義と役割を整理し、
持続可能な制度となるよう運用方法の見直しおよび規約
の整理・改正の検討を進めてまいりたいと思います。

２．計画
①創立50周年を見据え、時代に即した基金の運用方法の
在り方、規約の整理および改正等、制度整備の検討。
②奉仕プロジェクト委員会等との連携を図り、基金を活
用した国際交流支援の具体案の検討。

３．予算　0円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
戦略計画委員会として創立５０周年に向けた中期的な
戦略や人生１００年時代に向け如何に健康で長生きする
か、またクラブの柱として奉仕に関しては、国際奉仕の
在り方にかんして中長期的なビジョンを立案し、今後の
広島中央ＲＣが益々繫栄するための長期的な活動に関し
て協議し実行に向けて考えます。

２．計画
①創立５０周年に向けクラブの中期計画を策定する。
②人生１００年時代に向けた健康維持に関し有益な情報発信
をし、今から行える健康維持の取り組みについて検討する。
③現在クラブ単独で行っている国際奉仕活動に関して長
期的に活動することについて有益な方法を考える。
④地区補助金事業に関して、マンネリしている状況に関
して中長期的な対策を検討する。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　がん（悪性新生物）は本邦死亡原因の第一位（1981年か
ら第一位を継続中）であり、2024年度の統計では死亡総
数384,111人で全死亡の23.9%を占めている。一方、がん
の診断を受ける総数は年間約100万人であり、生存率は上
昇しているものの、がん罹患の頻度は増加している。本
クラブでは10年以上にわたり、がん予防啓発推進に積極
的に取り組み、がん予防12か条プラス1が提案され、がん
検診率の増加とともに、予防啓発の成果が認められている。
2019年のデータから日本人男性が生涯のうちにがんと
診断される確率は65.5%（約3人に2人）、日本人女性は
51.2%（約2人に1人）と推計されている。2人に1人以上が
がんに罹患することを考えると、予防と同時にがんケア
も重要であり、検診による早期発見とともに、がん罹患
患者とその家族の包括的なケアの重要性が必要となる。
2025年7月に「NPO法人がんケアリングセンター広島」を
ボランティアとして立ち上げ、活動を開始した。2026年
6月に卓話としてセンターの紹介を行ったので、2026-27
年度は予防と同時にがんケアに焦点をあてた活動を行う。

２．計画
①がん予防ならびにがんケアリングに向けた意識調査
②がん予防、がんケアリング、健康寿命延伸に向けた卓
話の企画

３．予算
卓話・講演会講師料　10,000円
調査印刷費　　　　 10,000円
郵送費　　　　　　 10,000円　　　　合計　30,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

委員長　金原　幸夫

親　睦



１．方針
ロータリークラブの原点に踏まえ倫理的行動規範、職
業奉仕の考え方や取り組みを学び発信すると共に、ロー
タリー活動を通じて多くの笑顔が得られ人生に彩りが
添えられるようにするにはどうすれば良いかを考え実施
をしていきたい。

２．計画
①職業や生活のあらゆる場面で倫理的行動を実践するた
めの指針として「四つのテスト」「ロータリアンの行動
規範」を、毎月例会において唱和します。
②職業奉仕月間に職場訪問例会を実施
③プログラム委員会と連携し、職業スキルの向上に務め
るよう会員卓話の実施を図ります。
④職業奉仕の原点でもあります、健康保持のため健康診
断の斡旋を行います。
⑤会員の職業奉仕実践に貢献した優良従業員の募集・表
彰を行います。

３．予算
一般会計             70,000円
ニコニコ会計　100,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　会長方針「絆を深め、未来へつなぐ」を踏まえ、ロータ
リアンらしく奉仕活動に取り組みたいと思います。

２．計画
①8月6日、平和記念式典への参列者に対する「おもてなし
事業」を継続して行う。
②会員企業に協力を仰ぎ、献血支援活動を継続して行う。
③前年同様地区補助金を活用し、車いすソフトボール支
援団体に競技用のボール及びグローブ等を贈呈し、障
がい者スポーツの普及活動を支援する。

３．予算　300,000円（地区補助金は除く）

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」を基本に、
当クラブの独自性を生かした奉仕活動に取り組んで参り
ます。従来から取り組んでいる国際奉仕活動の継続とク
ラブ内や他クラブ・団体との交流、連携に取り組んで参
ります。
将来に向けて、皆さまと一緒に持続可能な国際奉仕の
形を考えていきたいと思っております。

２．計画
①古切手、書き損じはがき（未使用可）、外貨の収集
収集されたこれらは、「日本国際ボランティアセンター
（JVC）を通じて、現金化され、発展途上国の恵まれない
方々への原資とされています。このことを会員の皆さま
に周知し、理解と協力を求めていきます。
②国際奉仕、支援活動
将来に向けて、国際奉仕の取り組みについて理解を深め、
皆さまと一緒に持続可能な国際奉仕の形を考えていき
たいと思っております。可能であれば、委員会やアン
ケートで意見を募り、例会でフォーラムを開催してい
きます。
③地区補助金を活用した支援事業
将来に向けて、新たな支援事業を、他クラブの事例も
参考に、人間尊重・社会奉仕委員会と連携して検討し
てまいります。
④姉妹クラブ、他クラブとの連携、交流
台中西区RC、他クラブとの連携交流は、従来通り、進
めていきます。
地区委員会方針のとおり、韓国3690地区との交流促進、
国際大会（2027年5月バルセロナ）への参加促進を進め
ていきます。

３．予算　150,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
本年、当ロータリークラブは創立48周年を迎えます。
創立50周年まで2年となりました。創立50周年に向けて
会員増強委員会・ロータリー情報委員会と連携をして会
員拡大、並びに、退会防止につながる活動を展開してい
きます。

２．計画
①会員増強の純増3名を目指します。
②創立50周年に会員数75名を実現させる為の体制づくり
を行います。
③ファイヤーサイドミーティングを活用し、ロータリー
クラブを楽しんで頂ける環境をつくり、会員の退会防
止に努めます。
④研修セミナーを開催し、ロータリークラブへの理解、
基礎知識を深めて頂きます。通常であれば3年未満の会
員を対象としますが、コロナ禍で研修を受けられてい
ない近年入会者の方もいますので、本年度は、5年未満
を対象とします。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針を踏まえ、会員増強、退会防止に努め、各委
員会や同好会活動を通じて広島中央RCの魅力を発信し、
会員一丸となって創立50周年に向けて、委員会活動に努
めてまいります。

２．計画
①本年度純増3名を目指します。
②退会者が出ないようクラブの魅力発信と退会防止策に
注力していきます。
③入会候補者の例会招待、入会後のフォローアップに取
り組みます。
④創立50周年に75名の会員数に向け、クラブ会員と協力
し会員増強に取り組むための策を構築していきます。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」を踏まえて、
新会員には、５０周年に向けて活躍して頂けるようロー
タリー情報をしっかりと提供していきます。
また、入会５年未満の会員を対象としロータリーの知
識を楽しみながら深めて頂く場を設け、会員同士の親睦
も図れるようにしたいと思います。

２．計画
①入会予定者に対し、推薦者と共に会社訪問しロータリー
への理解を深めて頂くために面談・説明を行います。
②例会にゲストで来られた際は、スムーズな入会に向け
てロータリー情報の説明を行います。
③入会後も、ファイヤーサイドミーティングを開催し、
ロータリーの基礎知識を学んでいただくと共に、楽しく
ロータリー活動を出来る環境を創りたいと思います。
④コロナの影響で開催されていなかったため、入会５年
未満の会員を対象に、ロータリーの知識を深めるために、
研修会を開催します。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」を踏まえ、
奉仕活動を通じて、広島中央ロータリークラブや他クラ
ブとの絆を深めながら、未来へ続く活動になるよう取り
組んでまいります。
また、平和都市広島の中で広島中央ロータリークラブ
らしい地域社会への奉仕活動を実施できるよう取り組ん
でまいります。

２．計画
(1)職業奉仕
①四つのテスト、ロータリアンの行動規範の毎月例会
において唱和
②職業奉仕月間に職場訪問例会を実施
③職業スキルの向上に務める会員卓話の実施
④健康診断の斡旋
⑤職業奉仕実践に貢献した優良従業員の募集・表彰

(2)人間尊重・社会奉仕
①8月6日、平和記念式典への参列者への「おもてなし
事業」を実施
②会員企業に協力を仰ぎ、献血支援活動の実施
③前年同様地区補助金を活用し、車いすソフトボール
支援団体に競技用のボール及びグローブ等を贈呈し、
障がい者スポーツの普及活動の支援

(3)国際奉仕委員会
①古切手、書き損じはがき（未使用可）、外貨の収集
②国際奉仕、支援活動
③地区補助金を活用した支援事業
④姉妹クラブ、他クラブとの連携、交流台中西区RC、
他クラブとの連携交流促進

(4)青少年奉仕・ローターアクト
①広島中央ローターアクトクラブで計画している事業
に積極的に参加し協力・支援
②ローターアクトクラブ例会・RYLAに参加、青少年奉
仕に効果的な活動について検討
③ローターアクトクラブへの理解・支援の促進
④ローターアクトクラブの会員増強

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
今年度は広島中央ローターアクトクラブから地区代表
を輩出いたします。円滑に運営できるよう連携し、意思
疎通を図りながら進めてまいります。また、会員増強は
もちろんアクトメンバーとも親睦を深めより良い活動が
できるよう支援して参ります。

２．計画
①今年度、広島中央ローターアクトクラブで計画してい
る事業に積極的に参加し協力・支援する。
②ローターアクトクラブ例会・RYLAに参加し、青少年奉
仕に効果的な活動について検討する。
③ローターアクトクラブを理解・支援してもらえるよう
努める。
④ローターアクトクラブの会員増強に努める。

３．予算
本会計　　　　100,000円
ニコニコ会計　700,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　宗正会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」に基づき、
「世界で良いことをしよう」という理念のもと設立された
ロータリー財団の主旨を会員の皆様に理解いただき、ご
協力頂けるよう取り組む。

２．計画
①米山月間・ロータリー財団月間でフォーラムを開催し、
ロータリー財団委員会の情報提供と理解促進を図る。
②ロータリー財団及び米山奨学会への寄付目標を達成する。
③奉仕プロジェクト委員会と協力して地区補助金事業の
計画立案を行う。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
(ア)会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」を念頭に
おいて活動する。

(イ)①「世界でよいことをしよう」という目的をもって設立
されたロータリー財団、及び、②母国と日本の架け橋
となり国際社会で活躍する留学生の援助を目的として
設立された米山記念奨学会の理解を深めてもらう。

２．計画
(ア)寄付目標
　　ａ　年次寄付150ドル/人
　　ｂ　ベネファクター1人/クラブ
　　ｃ　ポリオプラス30ドル/人
　　ｄ　米山基金16,000円/人
　　ｅ　米山学友会賛助会員　50％/クラブ会員
(イ)定例会の委員会報告
ａ ロータリー財団及び米山記念奨学会の情報を提供

する。ロータリー財団について、ポリオプラスを
はじめ世界でよいことをしている事例を紹介する。
また、グローバル補助金の獲得に向けて諸手続を
行うとともに、実際に補助金を獲得した他クラブ
の活動事例を報告する。

ｂ ロータリー財団室News、ハイライト米山の情報提
供をする。

ｃ 定期的に寄付先、寄付理由等を例会等で報告し、
会員に寄付に対する理解を得ることができるよう
にする。

(ウ)米山月間（10月5日）
ａ 比治山大学のダオ ティ ゴック リンさんの卓話

を行う。また、直近の米山記念奨学会の情報を提
供する。

　　ｂ　米山功労者の募集（1名）。
(エ)ロータリー財団月間（11月9日）
ａ 例年どおり、ポールハリスフェロー・マルチプル

ポールハリスフェロー認証促進運動を実施する。
5名を目標に協力要請を行う。

ｂ 財団に関する卓話（クラブフォーラム、ポリオの
説明、グローバル補助金の説明、財団ビデオ視聴
等）を行う。

(オ)グローバル補助金
新規のグローバル補助金獲得に向けてクラブで協議する。

(カ)地区補助金
奉仕プロジェクト委員会と協力して行う。

３．予算　60,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
「つながりを深め、発信するクラブへ」
デジタル基盤（ホームページやNAS）を最大限に活用し、
会員相互の親睦と、地域社会への分かりやすい情報発信
を継続します。活動の「楽しさ」を可視化することで、ク
ラブの魅力向上と退会防止・会員増強に寄与します。
※ＮＡＳ（データ保管用ハードディスク）

２．計画
① ホームページによるタイムリーな広報
例会や奉仕活動の様子を、鮮度の高いうちに公開します。
定型フォーマットを活用し、担当者の負担を抑えつつ、
活気ある活動状況を内外に伝えます。

② デジタル資産の蓄積と共有（NASの運用定着）
活動写真はNASへ速やかに保存する習慣を定着させま
す。これらをデジタル会報誌や、次年度以降の50周年
記念行事の資料として即座に活用できる体制を維持し
ます。

③ デジタル会報誌の継続発行
IT化の流れを継続し、デジタル会報誌を発行します。
必要部数の紙媒体併用も継続し、全会員への情報伝達
を確実に行います。

④ 外部メディア・公共機関への働きかけ
社会貢献活動など、ニュース性の高い事業については
積極的にプレスリリースを行い、地域におけるクラブ
の存在感を高めます。

⑤ マイロータリーの活用促進
新入会員を中心に登録をサポートし、ロータリーに関
する知識の習得や国際リテラシーの向上を支援します。

⑥ 50周年に向けた準備とリクルート支援
節目となる50周年に向けて、広報の立場から過去の記
録整理やPR動画の検討などを進めます。また、HP等を
通じて「入会したくなるクラブ」の雰囲気づくりを行い、
会員増強を後押しします。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
クラブやローターアクトクラブ活動実績について写真
を撮影し、ＨＰおよび会報誌に掲載することで、広島中央
ロータリ―クラブについて、クラブ内部メンバーのさら
なる結束を強め、また、潜在的な加入希望者をはじめと
するクラブ外部の方々に具体的なイメージを共有しても
らえるようにします。

２．計画
①委員会メンバーで順番を決め、ＨＰおよび会報誌用に写
真を撮影します。
②撮影した写真データを随時ＮＡＳ（データ保管用ハード
ディスク）に保存します。
③例会の様子、卓話講師や卓話の内容等、様々なクラブ
の活動をＨＰにタイムリーに掲載します（次年度から運
営会社が変更されるため、適宜打合せ、調整をしなが
ら進めます。）。あわせて、情報の正確性のチェックを
行います。
④ＭＹ  ＲＯＴＡＲＹへの登録を促進します。
⑤デジタル会報誌を引き続き作成し、数部紙媒体でも配
布します。
⑥クラブ５０周年についての取り組みを検討します。

３．予算
ＨＰ更新料                  132,000円　　　　　　　
ドメイン更新料             26,400円　　　　　     
月間システム管理料　636,600円　　        　
会報誌作成料              594,000円
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
合計  　　　　　　 1,389,000円　

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　２０２６－２７年度の会長方針「絆を深め、未来へつなぐ」
の基、クラブ管理運営委員会では、各委員会と緊密に連携し、
会員相互の親睦を深めながら、会員の皆様にとって効果的で
魅力あるクラブ運営となるよう努めてまいります。
　各委員会の方針・計画の概要は以下のとおりです。

２．計画
親睦委員会では、「参加して楽しい、また来たくなる親
睦」をテーマに、幅広い世代の会員が楽しめる魅力ある
親睦行事の企画・運営、新入会員の早期定着支援、例会
での交流促進を行います。年間を通じて夜間例会等を実
施します。
プログラム委員会では、月間テーマに沿った卓話を企
画するとともに、ロータリーの原点「人と人のつながり」
をベースに職業・世代を超えて相互理解が深まる内容の
卓話を実施します。また、会員卓話も積極的に取り入れ、
会員同士の絆を深めます。
Ｓ．Ａ．Ａ・出席委員会では、例会をはじめ全ての会議が
楽しく秩序正しく運営されるよう設営・監督します。出
席率１００％を目指し、欠席連絡の徹底とメークアップ
確認を行います。
会計委員会では、理事・役員と収入支出の見込額及び
執行状況に関する情報を共有し、連携しながら予算編成
及び執行状況の管理に取り組みます。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
S.A.A（会場監督）として、例会をはじめ、すべての会議
が楽しく、秩序正しく運営されるよう、常に心を配り、気
品と風紀を守り、会合がその使命を発揮できるように設営、
監督する責任感を持ち、会長・幹事・各委員長とのコミュ
ニケーションを図りながら人と人とのつながりを大切にす
る例会等の円滑な運営をサポートして参ります。
また、ニコニコ箱においても会員、家族、事業などの慶
び事、お祝い事をニコニコしながら披露し、慶びを分かち
合い、また失敗したり、迷惑をかけた時もユーモアたっぷ
りに苦笑し、例会を賑わせられるような投稿をして頂ける
よう推奨して参ります。
出席委員として、例会への毎回の出席は大変ではありま
すが、例会への出席はロータリアンにとって最小限の奉仕
と言われており、出席することで親睦が得られ、奉仕の理

想が高められると考えます。各委員会とも連携をし、皆様
が「また、出席したい！」と思っていただけるような例会
作りを目指していきます。

２．計画
①出席率１００％を常に目指します。
②欠席等の連絡は徹底して頂けるよう周知し、メークアッ
プの予定を確認するようにします。
③会員の皆様とのコミュニケーションを大切にできるよ
う、例会案内、ニコニコ投稿のお願いを例会がある日
は必ずしていきます。
④第２月曜日と第４月曜日の昼食をビュッフェにします。
⑤半年に1回、会員同士の交流促進のための席決めのくじ
引きを行います。

３．予算　150,000円　

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
次年度親睦委員長を拝命し、会員の皆さまがより親し
みを感じ、参加しやすいクラブ運営に寄与できるよう努
めてまいります。ロータリーの基本である「親睦と奉仕」
を中心に、会員同士の交流促進とクラブ活性化を図るこ
とを本委員会の使命といたします。
　そこで、次年度は「参加して楽しい、また来たくなる親
睦」そして、会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」
をテーマに、クラブ全体の活力向上につながる施策を進
めます。

【重点方針】
①未来へつなぐ、魅力ある親睦行事の企画・運営
幅広い世代の会員が楽しめるイベントづくりを行い、
家族参加型行事も充実させます。
②新入会員の早期定着支援
歓迎会や紹介プログラムを実施し、クラブに馴染みや
すい環境を整えます。
③絆を深める、例会での交流促進
会員紹介の場や、小さな交流企画を取り入れ、「例会に
行く楽しみ」をつくります。
④透明性のある委員会運営
年間計画を明確にし、迅速な情報共有と円滑な運営を
徹底します。

広島中央ロータリークラブは、互いを大切にする温か
いクラブです。
その雰囲気を次年度さらに高め、“集まることが楽しみ
になるクラブ”を目指してまいります。

本年度が会員の皆さまにとって楽しく充実した一年と
なるよう、委員会一同、全力で取り組んでまいります。
会員の皆さまのご理解とご協力を賜りますようお願い
申し上げます。

２．計画
①　７月２５日（土曜日）
　納涼（花火大会）・家族夜間例会　　（プリンス）
②１０月１９日（月曜日）
　３ＲＣ合同夜間例会　　　　　　　 （ＡＮＡ）
③１１月３０日（月曜日）
　創立４８周年・記念夜間例会　　　 （プリンス）
④１２月１９日（土曜日）
　クリスマス・家族夜間例会　  （プリンス）
⑤　３月２９日（月曜日）
　春うらら・花見夜間例会 （ＢＢＱ）
⑥　５月～６月頃
　カープ観戦・夜間例会 （ＭＡＺＤＡ）
⑦　６月２１日（月曜日）
　年度末・最終夜間例会（点鐘引継）（プリンス）
　適宜開催　　　新入会員歓迎例会・各種慰労会
　　※プリンス  ： グランドプリンスホテル広島
　　※ＡＮＡ     ： ＡＮＡクラウンプラザホテル広島
※ＭＡＺＤＡ  ：  ＭＡＺＤＡ ZOOM-ZOOMスタジアム広島

　　※ＢＢＱ　  ：ＴＨＥ ＢＢＱ ＧＡＲＤＥＮ ｉｎ ＨＩＲＯＳＨＩＭＡ

３．予算
①夜間例会・家族会等　補助費用　4,500,000円
②会員記念日等　補助費用　　　　 700,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
クラブ会長方針でもあります「絆を深め、未来へつな

ぐ」に基づき、ロータリークラブ内外から卓話講師を積
極的に招致することで、会員同士の相互理解を深め、新
たな知見を得られるよう魅力ある卓話時間にしたいと思
います。
　また卓話の講師を招致するにあたり、ロータリーの原
点である「人と人のつながり」をベースに職業や世代を
超えてお互いが理解し、絆が深まる内容の卓話をお願い
しようと考えています。

２．計画
・月間テーマに沿った卓話になるような講師の招致。
・クラブ内の会員同士の相互理解を深め絆が深まるように
会員卓話も積極的に取り入れる。

３．予算　320,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　会計委員はもとより、理事・役員にも収入支出の見込額
及び執行状況に関する情報を共有していただき、連携しな
がら、予算編成及び執行状況の管理に取り組みます。

２．計画
　各理事・委員長より、過去の実績を参考にしながら、
今年度の事業計画に即した予算を立てていただき、クラ
ブ全体の収支状況等も勘案して、予算編成を行いたいと
考えております。
　また、予算執行の管理につきましては、会員数の増減
や物価上昇等の諸要因も勘案し、必要適切な見直しを行
いながら、健全な財務運営が図られるようにしたいと考
えております。

３．予算　0円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　当委員会は、国際交流を通じてクラブの親睦と国際理
解の促進を図ることを目的とし、当基金は創立10周年記
念事業として設立され、国際交流支援の基盤として一定
の役割を果たしてまいりました。
　一方、近年の金融環境の変化により従来の運用では十
分な成果を得ることが難しく、基金の在り方の見直しが
求められております。
　今後は創立50周年を見据え、基金の意義と役割を整理し、
持続可能な制度となるよう運用方法の見直しおよび規約
の整理・改正の検討を進めてまいりたいと思います。

２．計画
①創立50周年を見据え、時代に即した基金の運用方法の
在り方、規約の整理および改正等、制度整備の検討。
②奉仕プロジェクト委員会等との連携を図り、基金を活
用した国際交流支援の具体案の検討。

３．予算　0円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
戦略計画委員会として創立５０周年に向けた中期的な
戦略や人生１００年時代に向け如何に健康で長生きする
か、またクラブの柱として奉仕に関しては、国際奉仕の
在り方にかんして中長期的なビジョンを立案し、今後の
広島中央ＲＣが益々繫栄するための長期的な活動に関し
て協議し実行に向けて考えます。

２．計画
①創立５０周年に向けクラブの中期計画を策定する。
②人生１００年時代に向けた健康維持に関し有益な情報発信
をし、今から行える健康維持の取り組みについて検討する。
③現在クラブ単独で行っている国際奉仕活動に関して長
期的に活動することについて有益な方法を考える。
④地区補助金事業に関して、マンネリしている状況に関
して中長期的な対策を検討する。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　がん（悪性新生物）は本邦死亡原因の第一位（1981年か
ら第一位を継続中）であり、2024年度の統計では死亡総
数384,111人で全死亡の23.9%を占めている。一方、がん
の診断を受ける総数は年間約100万人であり、生存率は上
昇しているものの、がん罹患の頻度は増加している。本
クラブでは10年以上にわたり、がん予防啓発推進に積極
的に取り組み、がん予防12か条プラス1が提案され、がん
検診率の増加とともに、予防啓発の成果が認められている。
2019年のデータから日本人男性が生涯のうちにがんと
診断される確率は65.5%（約3人に2人）、日本人女性は
51.2%（約2人に1人）と推計されている。2人に1人以上が
がんに罹患することを考えると、予防と同時にがんケア
も重要であり、検診による早期発見とともに、がん罹患
患者とその家族の包括的なケアの重要性が必要となる。
2025年7月に「NPO法人がんケアリングセンター広島」を
ボランティアとして立ち上げ、活動を開始した。2026年
6月に卓話としてセンターの紹介を行ったので、2026-27
年度は予防と同時にがんケアに焦点をあてた活動を行う。

２．計画
①がん予防ならびにがんケアリングに向けた意識調査
②がん予防、がんケアリング、健康寿命延伸に向けた卓
話の企画

３．予算
卓話・講演会講師料　10,000円
調査印刷費　　　　 10,000円
郵送費　　　　　　 10,000円　　　　合計　30,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

委員長　芥川　宏

会　計

国際交流基金特別委員会

委員長　宗正　俊文

プログラム

委員長　淀江　晃太郎



１．方針
ロータリークラブの原点に踏まえ倫理的行動規範、職
業奉仕の考え方や取り組みを学び発信すると共に、ロー
タリー活動を通じて多くの笑顔が得られ人生に彩りが
添えられるようにするにはどうすれば良いかを考え実施
をしていきたい。

２．計画
①職業や生活のあらゆる場面で倫理的行動を実践するた
めの指針として「四つのテスト」「ロータリアンの行動
規範」を、毎月例会において唱和します。
②職業奉仕月間に職場訪問例会を実施
③プログラム委員会と連携し、職業スキルの向上に務め
るよう会員卓話の実施を図ります。
④職業奉仕の原点でもあります、健康保持のため健康診
断の斡旋を行います。
⑤会員の職業奉仕実践に貢献した優良従業員の募集・表
彰を行います。

３．予算
一般会計             70,000円
ニコニコ会計　100,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　会長方針「絆を深め、未来へつなぐ」を踏まえ、ロータ
リアンらしく奉仕活動に取り組みたいと思います。

２．計画
①8月6日、平和記念式典への参列者に対する「おもてなし
事業」を継続して行う。
②会員企業に協力を仰ぎ、献血支援活動を継続して行う。
③前年同様地区補助金を活用し、車いすソフトボール支
援団体に競技用のボール及びグローブ等を贈呈し、障
がい者スポーツの普及活動を支援する。

３．予算　300,000円（地区補助金は除く）

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」を基本に、
当クラブの独自性を生かした奉仕活動に取り組んで参り
ます。従来から取り組んでいる国際奉仕活動の継続とク
ラブ内や他クラブ・団体との交流、連携に取り組んで参
ります。
将来に向けて、皆さまと一緒に持続可能な国際奉仕の
形を考えていきたいと思っております。

２．計画
①古切手、書き損じはがき（未使用可）、外貨の収集
収集されたこれらは、「日本国際ボランティアセンター
（JVC）を通じて、現金化され、発展途上国の恵まれない
方々への原資とされています。このことを会員の皆さま
に周知し、理解と協力を求めていきます。
②国際奉仕、支援活動
将来に向けて、国際奉仕の取り組みについて理解を深め、
皆さまと一緒に持続可能な国際奉仕の形を考えていき
たいと思っております。可能であれば、委員会やアン
ケートで意見を募り、例会でフォーラムを開催してい
きます。
③地区補助金を活用した支援事業
将来に向けて、新たな支援事業を、他クラブの事例も
参考に、人間尊重・社会奉仕委員会と連携して検討し
てまいります。
④姉妹クラブ、他クラブとの連携、交流
台中西区RC、他クラブとの連携交流は、従来通り、進
めていきます。
地区委員会方針のとおり、韓国3690地区との交流促進、
国際大会（2027年5月バルセロナ）への参加促進を進め
ていきます。

３．予算　150,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
本年、当ロータリークラブは創立48周年を迎えます。
創立50周年まで2年となりました。創立50周年に向けて
会員増強委員会・ロータリー情報委員会と連携をして会
員拡大、並びに、退会防止につながる活動を展開してい
きます。

２．計画
①会員増強の純増3名を目指します。
②創立50周年に会員数75名を実現させる為の体制づくり
を行います。
③ファイヤーサイドミーティングを活用し、ロータリー
クラブを楽しんで頂ける環境をつくり、会員の退会防
止に努めます。
④研修セミナーを開催し、ロータリークラブへの理解、
基礎知識を深めて頂きます。通常であれば3年未満の会
員を対象としますが、コロナ禍で研修を受けられてい
ない近年入会者の方もいますので、本年度は、5年未満
を対象とします。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針を踏まえ、会員増強、退会防止に努め、各委
員会や同好会活動を通じて広島中央RCの魅力を発信し、
会員一丸となって創立50周年に向けて、委員会活動に努
めてまいります。

２．計画
①本年度純増3名を目指します。
②退会者が出ないようクラブの魅力発信と退会防止策に
注力していきます。
③入会候補者の例会招待、入会後のフォローアップに取
り組みます。
④創立50周年に75名の会員数に向け、クラブ会員と協力
し会員増強に取り組むための策を構築していきます。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」を踏まえて、
新会員には、５０周年に向けて活躍して頂けるようロー
タリー情報をしっかりと提供していきます。
また、入会５年未満の会員を対象としロータリーの知
識を楽しみながら深めて頂く場を設け、会員同士の親睦
も図れるようにしたいと思います。

２．計画
①入会予定者に対し、推薦者と共に会社訪問しロータリー
への理解を深めて頂くために面談・説明を行います。
②例会にゲストで来られた際は、スムーズな入会に向け
てロータリー情報の説明を行います。
③入会後も、ファイヤーサイドミーティングを開催し、
ロータリーの基礎知識を学んでいただくと共に、楽しく
ロータリー活動を出来る環境を創りたいと思います。
④コロナの影響で開催されていなかったため、入会５年
未満の会員を対象に、ロータリーの知識を深めるために、
研修会を開催します。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」を踏まえ、
奉仕活動を通じて、広島中央ロータリークラブや他クラ
ブとの絆を深めながら、未来へ続く活動になるよう取り
組んでまいります。
また、平和都市広島の中で広島中央ロータリークラブ
らしい地域社会への奉仕活動を実施できるよう取り組ん
でまいります。

２．計画
(1)職業奉仕
①四つのテスト、ロータリアンの行動規範の毎月例会
において唱和
②職業奉仕月間に職場訪問例会を実施
③職業スキルの向上に務める会員卓話の実施
④健康診断の斡旋
⑤職業奉仕実践に貢献した優良従業員の募集・表彰

(2)人間尊重・社会奉仕
①8月6日、平和記念式典への参列者への「おもてなし
事業」を実施
②会員企業に協力を仰ぎ、献血支援活動の実施
③前年同様地区補助金を活用し、車いすソフトボール
支援団体に競技用のボール及びグローブ等を贈呈し、
障がい者スポーツの普及活動の支援

(3)国際奉仕委員会
①古切手、書き損じはがき（未使用可）、外貨の収集
②国際奉仕、支援活動
③地区補助金を活用した支援事業
④姉妹クラブ、他クラブとの連携、交流台中西区RC、
他クラブとの連携交流促進

(4)青少年奉仕・ローターアクト
①広島中央ローターアクトクラブで計画している事業
に積極的に参加し協力・支援
②ローターアクトクラブ例会・RYLAに参加、青少年奉
仕に効果的な活動について検討
③ローターアクトクラブへの理解・支援の促進
④ローターアクトクラブの会員増強

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
今年度は広島中央ローターアクトクラブから地区代表
を輩出いたします。円滑に運営できるよう連携し、意思
疎通を図りながら進めてまいります。また、会員増強は
もちろんアクトメンバーとも親睦を深めより良い活動が
できるよう支援して参ります。

２．計画
①今年度、広島中央ローターアクトクラブで計画してい
る事業に積極的に参加し協力・支援する。
②ローターアクトクラブ例会・RYLAに参加し、青少年奉
仕に効果的な活動について検討する。
③ローターアクトクラブを理解・支援してもらえるよう
努める。
④ローターアクトクラブの会員増強に努める。

３．予算
本会計　　　　100,000円
ニコニコ会計　700,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　宗正会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」に基づき、
「世界で良いことをしよう」という理念のもと設立された
ロータリー財団の主旨を会員の皆様に理解いただき、ご
協力頂けるよう取り組む。

２．計画
①米山月間・ロータリー財団月間でフォーラムを開催し、
ロータリー財団委員会の情報提供と理解促進を図る。
②ロータリー財団及び米山奨学会への寄付目標を達成する。
③奉仕プロジェクト委員会と協力して地区補助金事業の
計画立案を行う。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
(ア)会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」を念頭に
おいて活動する。

(イ)①「世界でよいことをしよう」という目的をもって設立
されたロータリー財団、及び、②母国と日本の架け橋
となり国際社会で活躍する留学生の援助を目的として
設立された米山記念奨学会の理解を深めてもらう。

２．計画
(ア)寄付目標
　　ａ　年次寄付150ドル/人
　　ｂ　ベネファクター1人/クラブ
　　ｃ　ポリオプラス30ドル/人
　　ｄ　米山基金16,000円/人
　　ｅ　米山学友会賛助会員　50％/クラブ会員
(イ)定例会の委員会報告
ａ ロータリー財団及び米山記念奨学会の情報を提供

する。ロータリー財団について、ポリオプラスを
はじめ世界でよいことをしている事例を紹介する。
また、グローバル補助金の獲得に向けて諸手続を
行うとともに、実際に補助金を獲得した他クラブ
の活動事例を報告する。

ｂ ロータリー財団室News、ハイライト米山の情報提
供をする。

ｃ 定期的に寄付先、寄付理由等を例会等で報告し、
会員に寄付に対する理解を得ることができるよう
にする。

(ウ)米山月間（10月5日）
ａ 比治山大学のダオ ティ ゴック リンさんの卓話

を行う。また、直近の米山記念奨学会の情報を提
供する。

　　ｂ　米山功労者の募集（1名）。
(エ)ロータリー財団月間（11月9日）
ａ 例年どおり、ポールハリスフェロー・マルチプル

ポールハリスフェロー認証促進運動を実施する。
5名を目標に協力要請を行う。

ｂ 財団に関する卓話（クラブフォーラム、ポリオの
説明、グローバル補助金の説明、財団ビデオ視聴
等）を行う。

(オ)グローバル補助金
新規のグローバル補助金獲得に向けてクラブで協議する。

(カ)地区補助金
奉仕プロジェクト委員会と協力して行う。

３．予算　60,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
「つながりを深め、発信するクラブへ」
デジタル基盤（ホームページやNAS）を最大限に活用し、
会員相互の親睦と、地域社会への分かりやすい情報発信
を継続します。活動の「楽しさ」を可視化することで、ク
ラブの魅力向上と退会防止・会員増強に寄与します。
※ＮＡＳ（データ保管用ハードディスク）

２．計画
① ホームページによるタイムリーな広報
例会や奉仕活動の様子を、鮮度の高いうちに公開します。
定型フォーマットを活用し、担当者の負担を抑えつつ、
活気ある活動状況を内外に伝えます。

② デジタル資産の蓄積と共有（NASの運用定着）
活動写真はNASへ速やかに保存する習慣を定着させま
す。これらをデジタル会報誌や、次年度以降の50周年
記念行事の資料として即座に活用できる体制を維持し
ます。

③ デジタル会報誌の継続発行
IT化の流れを継続し、デジタル会報誌を発行します。
必要部数の紙媒体併用も継続し、全会員への情報伝達
を確実に行います。

④ 外部メディア・公共機関への働きかけ
社会貢献活動など、ニュース性の高い事業については
積極的にプレスリリースを行い、地域におけるクラブ
の存在感を高めます。

⑤ マイロータリーの活用促進
新入会員を中心に登録をサポートし、ロータリーに関
する知識の習得や国際リテラシーの向上を支援します。

⑥ 50周年に向けた準備とリクルート支援
節目となる50周年に向けて、広報の立場から過去の記
録整理やPR動画の検討などを進めます。また、HP等を
通じて「入会したくなるクラブ」の雰囲気づくりを行い、
会員増強を後押しします。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
クラブやローターアクトクラブ活動実績について写真
を撮影し、ＨＰおよび会報誌に掲載することで、広島中央
ロータリ―クラブについて、クラブ内部メンバーのさら
なる結束を強め、また、潜在的な加入希望者をはじめと
するクラブ外部の方々に具体的なイメージを共有しても
らえるようにします。

２．計画
①委員会メンバーで順番を決め、ＨＰおよび会報誌用に写
真を撮影します。
②撮影した写真データを随時ＮＡＳ（データ保管用ハード
ディスク）に保存します。
③例会の様子、卓話講師や卓話の内容等、様々なクラブ
の活動をＨＰにタイムリーに掲載します（次年度から運
営会社が変更されるため、適宜打合せ、調整をしなが
ら進めます。）。あわせて、情報の正確性のチェックを
行います。
④ＭＹ  ＲＯＴＡＲＹへの登録を促進します。
⑤デジタル会報誌を引き続き作成し、数部紙媒体でも配
布します。
⑥クラブ５０周年についての取り組みを検討します。

３．予算
ＨＰ更新料                  132,000円　　　　　　　
ドメイン更新料             26,400円　　　　　     
月間システム管理料　636,600円　　        　
会報誌作成料              594,000円
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
合計  　　　　　　 1,389,000円　

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　２０２６－２７年度の会長方針「絆を深め、未来へつなぐ」
の基、クラブ管理運営委員会では、各委員会と緊密に連携し、
会員相互の親睦を深めながら、会員の皆様にとって効果的で
魅力あるクラブ運営となるよう努めてまいります。
　各委員会の方針・計画の概要は以下のとおりです。

２．計画
親睦委員会では、「参加して楽しい、また来たくなる親
睦」をテーマに、幅広い世代の会員が楽しめる魅力ある
親睦行事の企画・運営、新入会員の早期定着支援、例会
での交流促進を行います。年間を通じて夜間例会等を実
施します。
プログラム委員会では、月間テーマに沿った卓話を企
画するとともに、ロータリーの原点「人と人のつながり」
をベースに職業・世代を超えて相互理解が深まる内容の
卓話を実施します。また、会員卓話も積極的に取り入れ、
会員同士の絆を深めます。
Ｓ．Ａ．Ａ・出席委員会では、例会をはじめ全ての会議が
楽しく秩序正しく運営されるよう設営・監督します。出
席率１００％を目指し、欠席連絡の徹底とメークアップ
確認を行います。
会計委員会では、理事・役員と収入支出の見込額及び
執行状況に関する情報を共有し、連携しながら予算編成
及び執行状況の管理に取り組みます。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
S.A.A（会場監督）として、例会をはじめ、すべての会議
が楽しく、秩序正しく運営されるよう、常に心を配り、気
品と風紀を守り、会合がその使命を発揮できるように設営、
監督する責任感を持ち、会長・幹事・各委員長とのコミュ
ニケーションを図りながら人と人とのつながりを大切にす
る例会等の円滑な運営をサポートして参ります。
また、ニコニコ箱においても会員、家族、事業などの慶
び事、お祝い事をニコニコしながら披露し、慶びを分かち
合い、また失敗したり、迷惑をかけた時もユーモアたっぷ
りに苦笑し、例会を賑わせられるような投稿をして頂ける
よう推奨して参ります。
出席委員として、例会への毎回の出席は大変ではありま
すが、例会への出席はロータリアンにとって最小限の奉仕
と言われており、出席することで親睦が得られ、奉仕の理

想が高められると考えます。各委員会とも連携をし、皆様
が「また、出席したい！」と思っていただけるような例会
作りを目指していきます。

２．計画
①出席率１００％を常に目指します。
②欠席等の連絡は徹底して頂けるよう周知し、メークアッ
プの予定を確認するようにします。
③会員の皆様とのコミュニケーションを大切にできるよ
う、例会案内、ニコニコ投稿のお願いを例会がある日
は必ずしていきます。
④第２月曜日と第４月曜日の昼食をビュッフェにします。
⑤半年に1回、会員同士の交流促進のための席決めのくじ
引きを行います。

３．予算　150,000円　

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
次年度親睦委員長を拝命し、会員の皆さまがより親し
みを感じ、参加しやすいクラブ運営に寄与できるよう努
めてまいります。ロータリーの基本である「親睦と奉仕」
を中心に、会員同士の交流促進とクラブ活性化を図るこ
とを本委員会の使命といたします。
　そこで、次年度は「参加して楽しい、また来たくなる親
睦」そして、会長方針である「絆を深め、未来へつなぐ」
をテーマに、クラブ全体の活力向上につながる施策を進
めます。

【重点方針】
①未来へつなぐ、魅力ある親睦行事の企画・運営
幅広い世代の会員が楽しめるイベントづくりを行い、
家族参加型行事も充実させます。
②新入会員の早期定着支援
歓迎会や紹介プログラムを実施し、クラブに馴染みや
すい環境を整えます。
③絆を深める、例会での交流促進
会員紹介の場や、小さな交流企画を取り入れ、「例会に
行く楽しみ」をつくります。
④透明性のある委員会運営
年間計画を明確にし、迅速な情報共有と円滑な運営を
徹底します。

広島中央ロータリークラブは、互いを大切にする温か
いクラブです。
その雰囲気を次年度さらに高め、“集まることが楽しみ
になるクラブ”を目指してまいります。

本年度が会員の皆さまにとって楽しく充実した一年と
なるよう、委員会一同、全力で取り組んでまいります。
会員の皆さまのご理解とご協力を賜りますようお願い
申し上げます。

２．計画
①　７月２５日（土曜日）
　納涼（花火大会）・家族夜間例会　　（プリンス）
②１０月１９日（月曜日）
　３ＲＣ合同夜間例会　　　　　　　 （ＡＮＡ）
③１１月３０日（月曜日）
　創立４８周年・記念夜間例会　　　 （プリンス）
④１２月１９日（土曜日）
　クリスマス・家族夜間例会　  （プリンス）
⑤　３月２９日（月曜日）
　春うらら・花見夜間例会 （ＢＢＱ）
⑥　５月～６月頃
　カープ観戦・夜間例会 （ＭＡＺＤＡ）
⑦　６月２１日（月曜日）
　年度末・最終夜間例会（点鐘引継）（プリンス）
　適宜開催　　　新入会員歓迎例会・各種慰労会
　　※プリンス  ： グランドプリンスホテル広島
　　※ＡＮＡ     ： ＡＮＡクラウンプラザホテル広島
※ＭＡＺＤＡ  ：  ＭＡＺＤＡ ZOOM-ZOOMスタジアム広島

　　※ＢＢＱ　  ：ＴＨＥ ＢＢＱ ＧＡＲＤＥＮ ｉｎ ＨＩＲＯＳＨＩＭＡ

３．予算
①夜間例会・家族会等　補助費用　4,500,000円
②会員記念日等　補助費用　　　　 700,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
クラブ会長方針でもあります「絆を深め、未来へつな

ぐ」に基づき、ロータリークラブ内外から卓話講師を積
極的に招致することで、会員同士の相互理解を深め、新
たな知見を得られるよう魅力ある卓話時間にしたいと思
います。
また卓話の講師を招致するにあたり、ロータリーの原

点である「人と人のつながり」をベースに職業や世代を
超えてお互いが理解し、絆が深まる内容の卓話をお願い
しようと考えています。

２．計画
・月間テーマに沿った卓話になるような講師の招致。
・クラブ内の会員同士の相互理解を深め絆が深まるように
会員卓話も積極的に取り入れる。

３．予算　320,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　会計委員はもとより、理事・役員にも収入支出の見込額
及び執行状況に関する情報を共有していただき、連携しな
がら、予算編成及び執行状況の管理に取り組みます。

２．計画
各理事・委員長より、過去の実績を参考にしながら、
今年度の事業計画に即した予算を立てていただき、クラ
ブ全体の収支状況等も勘案して、予算編成を行いたいと
考えております。
また、予算執行の管理につきましては、会員数の増減
や物価上昇等の諸要因も勘案し、必要適切な見直しを行
いながら、健全な財務運営が図られるようにしたいと考
えております。

３．予算　0円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
当委員会は、国際交流を通じてクラブの親睦と国際理
解の促進を図ることを目的とし、当基金は創立10周年記
念事業として設立され、国際交流支援の基盤として一定
の役割を果たしてまいりました。
一方、近年の金融環境の変化により従来の運用では十
分な成果を得ることが難しく、基金の在り方の見直しが
求められております。
　今後は創立50周年を見据え、基金の意義と役割を整理し、
持続可能な制度となるよう運用方法の見直しおよび規約
の整理・改正の検討を進めてまいりたいと思います。

２．計画
①創立50周年を見据え、時代に即した基金の運用方法の
在り方、規約の整理および改正等、制度整備の検討。
②奉仕プロジェクト委員会等との連携を図り、基金を活
用した国際交流支援の具体案の検討。

３．予算　0円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　戦略計画委員会として創立５０周年に向けた中期的な
戦略や人生１００年時代に向け如何に健康で長生きする
か、またクラブの柱として奉仕に関しては、国際奉仕の
在り方にかんして中長期的なビジョンを立案し、今後の
広島中央ＲＣが益々繫栄するための長期的な活動に関し
て協議し実行に向けて考えます。

２．計画
①創立５０周年に向けクラブの中期計画を策定する。
②人生１００年時代に向けた健康維持に関し有益な情報発信
をし、今から行える健康維持の取り組みについて検討する。
③現在クラブ単独で行っている国際奉仕活動に関して長
期的に活動することについて有益な方法を考える。
④地区補助金事業に関して、マンネリしている状況に関
して中長期的な対策を検討する。

３．予算　50,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

１．方針
　がん（悪性新生物）は本邦死亡原因の第一位（1981年か
ら第一位を継続中）であり、2024年度の統計では死亡総
数384,111人で全死亡の23.9%を占めている。一方、がん
の診断を受ける総数は年間約100万人であり、生存率は上
昇しているものの、がん罹患の頻度は増加している。本
クラブでは10年以上にわたり、がん予防啓発推進に積極
的に取り組み、がん予防12か条プラス1が提案され、がん
検診率の増加とともに、予防啓発の成果が認められている。
　2019年のデータから日本人男性が生涯のうちにがんと
診断される確率は65.5%（約3人に2人）、日本人女性は
51.2%（約2人に1人）と推計されている。2人に1人以上が
がんに罹患することを考えると、予防と同時にがんケア
も重要であり、検診による早期発見とともに、がん罹患
患者とその家族の包括的なケアの重要性が必要となる。
2025年7月に「NPO法人がんケアリングセンター広島」を
ボランティアとして立ち上げ、活動を開始した。2026年
6月に卓話としてセンターの紹介を行ったので、2026-27
年度は予防と同時にがんケアに焦点をあてた活動を行う。

２．計画
①がん予防ならびにがんケアリングに向けた意識調査
②がん予防、がんケアリング、健康寿命延伸に向けた卓
話の企画

３．予算
卓話・講演会講師料　10,000円
調査印刷費 　10,000円
郵送費 10,000円 合計　30,000円

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

がん予防啓発推進委員会

委員長　小林　正夫

戦略計画委員会

委員長　山野井　秀樹
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